

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　女の子は、砂糖とスパイスと素す敵てきななにかで出来ている。




　そんな風に謳うたった誰だれかがいた。

　失うしな井い敗はい斗とはこう思う。女は『負ふ債さい』で出来ている、と。

　カネが出て行くばかりで何ら利益を上げず、面めん倒どう事をひっきりなしに持ってきて、感情的に喚わめき続ける。自分と同じ生物であることが信じられない。「人間の女は、実は宇宙人なのだ！」と説明された方が、よほど腑ふに落ちることだろう。




　あとになって振ふり返ると、思う。

　こんな考えで生きていたから、失敗したのだと。




　そもそも『負債』とは、それに見合う『なにか』があるから、負うものなのである。

　借金を背負うのは、それと同額の現金が手に入るから。

　後あと払ばらいで商品を買うのは、支し払はらい義務に相応ふさわしい商品が手に入るから。

　ならば、女の子という『負債』も、それに見合う『なにか』があるのではないか。




　全すべてが終わったあとで、彼はそんな風に思う。

　彼女がずっと欲ほしがっていたもの。

　言えなかった言葉。




　砂糖とスパイスに紛まぎれた『素敵ななにか』を早々に見つけることができていたら……もう少しマシなエンディングを迎むかえられたのかもしれない。








第一章　敗者の日常









　花の香かおりがする。

　心ここ地ちよい微睡まどろみと温ぬくもりに包まれたそこは、天上の楽園と言われても違い和わ感かんはない。もし天国というものが実在していたなら、きっとこんな形をしていることだろう。生者を幸福で包み込み、愛ある温もりで癒いやしてくれる。……ああ。この世の楽園は、確かにあったのだ。

「……おはようございます」

　耳元でそっと甘い声が囁ささやく。柔やわらかい手が、ふとももの辺りを優やさしく撫なでた。

「……朝ですよ。起きないと、イタズラしちゃいます」

　頰ほおにすべすべの頰が重なる。

　花の香りが強くなった。

「うーん……。クロ……エ……？」

「はい。おはようございます」

　ぼやける視界の中で、クロエの顔が一番手前にあった。

　添そい寝ねの体勢で上半身だけ敗はい斗との上に重ねている。おかげで、メロン級の果実が存分に押し付けられ、むにゅむにゅと形を変えていた。そして、敗斗のふともも辺りに置かれた手が、愛情を伝えるようにゆっくりと上下する。

「ご気分はいかがですか？　殿との方がたの朝は、生理現象で辛つらいとお聞きします。私にできることでしたら、なんでもさせて頂きます」

　スススっ、とクロエの手が動き、脚あしの付け根の方へ移動していく。

　徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいしてきた敗斗が「あ、ちょっ、男の子の朝は──！」と慌あわてると同時、ガバリと布ふ団とんが剝はぎ取られた。

「なにをしているんですかぁーーーーーっ!!」

　エプロン姿の少女がお玉を片手に絶ぜつ叫きようする。

　手足はスラリとしていて長いが、顔立ちはひどく幼い。この家の先せん輩ぱいメイド。メリアさんである。

「え、えっちなのは、いけないと思いますっ！」

　真っ赤な顔で𠮟しつ責せきするメリアから目を逸そらし、「……ちっ」と舌打ちするクロエ。どう見ても確信犯である。
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　しかし、そこは年上のクロエ。やれやれ、と嘆たん息そくしながら立ち上がると、年下の先輩に向かって堂々と持論を展開する。

「……いいですか、メリアさん。これまで何度も言いましたが、女の真価は性的なアレコレです。私はマスターの《資産》として、養って頂いている一人の女として、しっかりと奉ほう仕しする義務があるのです。離り婚こん裁判においても、結局のところ、女性側の論点は性せい交こう渉しようを持っていたか否いなかに帰結し──」

「むずかしい話でごまかさないでくださいっ！　ますたーはそんな人じゃありません！　可愛かわいいわたしを見ているだけで、十分に幸せなんです!!」

「ふっ……なにを言うかと思えば。男性なら誰しも、簡単にヤれそうな美人が好きに決まっています。子どもの愛らしさで性せい欲よくは満たされません」

　バチバチッ、とメリアとクロエの間で火花が散る。

　敗斗はこそこそと流し台へ向かうと、コンロの火を止めた。お鍋なべが吹ふきこぼれそうだったのである。……ちなみに、少女たちの方はすでに色々なものが吹きこぼれてしまっていたが、あいにく、それを止める術すべを敗斗は持ち合わせていない。

　メリアは「むぅ～～～っ!!」と可愛らしい顔でむくれると、声を大にして叫さけんだ。

「ますたーはロリコンなんですっ！　わたしのような『つるぺたぼでぃ』に、こーふんするんですっ!!」

「…………おい、やめろ」

　なぜか敗斗の性せい癖へきがご近所様に公式アナウンスされていた。

　というか、敗斗にロリコン属性はない……はず。やたら便利な女子小学生と仲良くしているが、あれは中身がおっさんなのでセーフ。問題ない。

　メリアの主張を受けたクロエは、余よ裕ゆうたっぷりの笑えみで言い返した。

「ふっ……夜のマスターはドＭです。私のような年上お姉さんに言葉責めされながら、優しく搾しぼり取られるのがお好みなのです」

「そんな伏ふく線せんなかったよなぁ!?」

　敗斗が全力でツッコむ。ドＭ属性だけは、完全否定し続けたはずだ。

「う～！　だいたい！　ますたーがハッキリしないのが悪いんですっ！」

「そうです！　マスターはドＭなのですか!?　それとも、ロリコンなのですか!?」

「みんな仲良くしてっ!!」

　敗斗が両手で顔を覆おおいながら絶叫する。

　うそだろ……？　可愛い女の子たちとの同居生活って、もっと楽しいもんだろ……？　と涙なみだを流す。敗者はラブコメ主人公にもなれないらしい。

　というか、そもそも世間に出回っているラブコメ設定こそが間ま違ちがっている気もする。

主人公に好意を寄せる女の子が複数いれば、その子たちが主人公を取り合って争うのは道理。ならば、そんな女の子たちを仲良くさせる主人公こそが、異い端たんの存在なのだ。

「杉すぎ崎ざき先輩……イッセー先輩……。あんたら、すげぇよ……」

「ふえ？　誰ですか、ますたー？」

「おっと。もちろん、士し道どう先輩のことも忘れてないぞ？　女を落とすことに関しては、あの御お方かたがナンバーワンだ」

「ですから、誰のことですか、マスター？」

「…………誰だろう？」

　極度にテンパったせいで、異次元の電波でも受信したのかもしれない。

　気になる人は、ファンタジア文庫を読もう。

「とにかく！　女なんざ等しく『負債』だ！　カネが出てくばっかでなんの役にも立たねぇんだから、お前らもうちょっと大人しく──！」

　敗斗が面倒事を払はらいのけるように叫ぶと、クロエがすまし顔で前に出た。

「……お言葉ですが、マスター。私は、自分の生活費は自分で稼かせぐつもりです。個人で《取引トレード》することを許して頂ければ、《固定資産税》も自力で払います。その上で、期末に上がった利益のうち、八〇％をマスターに献けん上じようする予定です」

「クロエ……お前は最高の女だ。いつまでも、俺の傍そばにいてくれ」

　敗斗が感動に涙を流した。

　女は一人の例外もなく負債だと信じてきたが、資産となる女もいたのだ。

　プロポーズともとれる言葉にクロエが顔を赤らめていると、それに対たい抗こうするように「はい！　はい！」とメリアが元気よく手を挙げた。

「ますたー！　わたし、お金はいっぱいかかりますけど、可愛いですっ!!」

「メリア……お前はいらない子」

「なんでですかぁーーーーー!?」

「ええいっ！　黙だまれ、このタダ飯食ぐらい！　可愛さでお腹なかは膨ふくれねぇんだよっ！」

「でもでも！　わたしはこんなに可愛いじゃないですかぁー!?」とポカスカ殴なぐってくるメリアを適当にあやす。

　……いや、実のところ、メリアが完かん璧ぺきに家事をこなしてくれるおかげで敗斗の家はかなり快適に保たれており、それだけでも彼女を養うメリットは十分にあるのだが……本人はそのことに対して無自覚的だった。この辺りは、《資産》の頃ころにメイドとしての役割を与あたえてしまった名残なごりかもしれない。

　じゃれついてくるメリアを引き剝がそうと四苦八苦していると、扉とびらがノックされた。

　その乱雑で暴力的なノック音から来訪者を察すると、敗斗はしがみつくメリアを引きずったまま、木製の扉を押し開けた。

「カネ払え♡」

　そこには、予想通りの人物が予想外の笑え顔がおで立っている。

　快活な印象を与あたえるショートカットに、健康的な肌はだ。久しぶりに見た制服は夏物に替かわっていて、袖そでやスカートからも眩まぶしい肌が出ている。らしくない笑みを浮うかべる顔は非常に整っているのだが、暴力的な言動とキツくつり上がった目が全てを台無しにしてしまう少女。

　敗斗が賃貸するアパートのオーナー。

　神様・大家様・カナミ様である。

「よお、久しぶり。カネって一体──」

「…………ん」

　それだけ言って、ズイっと紙を押し付けてくる。

　敗斗が頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら受け取ると、用紙の一番上には『請せい求きゆう書』と書かれていた。……それはいい。請求書なんて、敗斗としても日にち常じよう茶さ飯はん事じ。最も見慣れた書類と言っても過言ではない。

　しかし、問題は────

「七八五〇万だぁ！！！？？」

　思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　見み間ま違ちがいかと思い書類を二度見したが、そこに印字された金額に変わりはない。紛まごうことなき、七八五〇万円である。

「あっはは～。敗斗ってば、あたしへの家賃支し払はらいを忘れたまま、一ヶ月も音おと沙さ汰たないんだもーん。仕方ないわよねぇ～？」

「いやいやいや！　ちょっと待てや、カナミさん！　百歩譲ゆずって遅ち延えんした家賃に利息がつくのはいいとしても、その利率が三さん羽ば烏がらすの複利計算っておかしいだろ!?　今どき、ヤクザでもこんな金利使わねぇぞ!?　もとは三万円だよなぁ!?」

「あっはは～☆　このあたしへの支払を怠おこたった人間が、なにを言ってるのかしら～？」

「ひでぶっ！」

　ナチュラルに繰くり出されたアッパーカットが的確に顎あごを捉とらえた。敗斗の身体からだが枯かれ葉はのように宙を舞まい、反動でしがみついていたメリアも離はなれてしまう。それほどまでに、強力なアッパーだった。

　如い何かに《魔ま石せき通貨》を扱あつかう《資産家》と言えど、敗斗も普ふ通つうの高校生。人体急所の位置は、一いつ般ぱん人じんと変わらないのであった。

「何事ですかっ!?」

　爆ばく音おんを聞きつけたクロエが部屋から駆かけ出てくる。……どうでもいいが、爆音を上げるほどのアッパーを食らった敗斗は、玄げん関かん口でダウンしていた。

「あら～？　これはまた、随ずい分ぶんと可愛い子ね～？　……なに、あんた。しばらく見かけないと思ったら、こんな爆ばく乳にゆう女とヨロシクやってたの？」

　この辺りがカナミ様の限界だったらしい。お嬢じよう様さまっぽい丁てい寧ねい口調が即そく座ざに崩ほう壊かいし、中身の暴力的な本ほん性しようが溢あふれ出す。

　クロエはクロエで、地面にダウンした敗斗と玄関で仁に王おう立だちするカナミを見るや否や、スッと目を細めて敵意を剝むき出しにした。

「……マスター。なんですか、この女は」

　クロエＶＳカナミ戦、勃ぼつ発ぱつ。

　頼たのむから、みんな仲良くして……と、敗斗が涙を流した。

「……ほーん。あんたのその格好、まさかあんたもこの敗斗バカのメイドなの？」

「無礼な。マスターを馬ば鹿か呼ばわりするとは、何事ですか。マスターは世界一頭のキレる男です。人類最強の孔こう明めいです」

　人類最強の孔明ってなんだ。

　ツッコみたかったが、呂ろ律れつが回らない。顎のダメージは思ったよりも深刻らしい。

「はあぁ～～～？　人類最強の孔明～～～？　人類最小の童どう貞てい、の間違いでしょ？　このバカで女に縁えんのない童貞に従ってるなんて、あんたも相当な脳みそお花畑ね！」

「……かっちーん。マスターが童貞なわけないでしょう。マスターは世界一イイ男です。毎晩ヤりまくりです。色んな女を取っ替え引っ替えです。私も、月イチでいいのでそのローテーションに入れて頂きたいと、伏ふしてお願いしているところです」

「あっはっは！　こんな童貞に土ど下げ座ざしてお願いとか、あんた、女の価値下げるわよ？」

「この女……っ！　マスター！　言ってやって下さい！　なんなら、証しよう拠ことしてハ○撮どり写真でも見せてやれば良いのです！　こんな不敬に耐たえる必要はありませんっ!!」

「………………」

「さあ、マスター！」

　クロエさんのハードルがハンパない。

　なんで？　どうして彼女の中で、俺はそんな扱いになってるの？　俺、そんなハッタリかましたっけ……？　と地面にダウンしたままの敗斗が嫌いやな汗あせを流す。

　しかし、やらねばなるまい。

　自分を『マスター』と呼び、慕したってくれる少女。世界一イイ男だと断言してくれる少女。そんな少女の幻想ゆめを、ぶち殺されるわけにはいかない。

　敗斗は地面から立ち上がった。

　そして、大人の男としての余裕を存分に振ふり撒まきながら宣言する。

「……フッ。クロエの言う通りだぞ、カナミ。この俺が、まさか童貞のはずないだろう。毎晩、色んな女を取っ替え引っ替え。酒池肉林の極ごく上じようハーレムを──」

「ますたーには……えっちなことをするお相手がいるんですか……？」

　隣となりを見ると、幼気いたいけな少女であるメリアさんがウルウルしながらこちらを見ていた。

　…………どうしろと。

　誰だれか、失うしな井い敗斗の勝利ルートを教えてくれ。

「ちょっと、そこの童貞」

「どどどっ、童貞ちゃうわっ！」

　なぜかエセ関西弁で否定する敗斗。

　……ちなみに、高校三年生で一八歳の敗斗が童貞であることは、一般的に考えると非常に健全なことなのだが……この場にいる誰一人として、そんな価値観は持ち合わせていなかった。

「どうでもいいけど、払えるの？　払えないの？　ハッキリしなさいよ。あたしだって、ヒマじゃないのよ」

「ぐっ……！　悪いが、今は払えない……っ!!」

　圧あつ倒とう的な屈くつ辱じよく感が敗斗を襲おそった。

　失井敗斗は拝金主義者である。この世で最も大切なものはカネ。最も偉えらいのは、カネを払う人間。そう信じている。

　その信念は、裏を返せば、支払能力のない甲か斐い性しようなしを見下す傲ごう慢まんさでもあった。ゆえに、自らがその最底辺の人種となってしまった事実に、敗斗のプライドはズタズタに引き裂さかれていた。

「あっそ。んじゃ、あんた今から、あたしの奴ど隷れいね」

「…………は？」

「だから奴隷よ、奴隷。下僕と言ってもいいわね。あたしが喉のどが渇かわいたと言えば、地球の裏側からでも水を持ってきて、あたしが疲つかれたと言えば、喜んで椅い子すになる。そんな、従順な奴隷。……どう？　あたしみたいな美少女にこき使われて、嬉うれしいでしょ？　嬉しかったら笑いなさいよ。あーっはっはっはっ！」

　景気良く高笑いするカナミ様が扇子せんすを取り出して煽あおぐ。もちろん、左ひだり団扇うちわである。さすがカナミ様。よくお似合いです。

　メリアは急な展開についてこれなかったらしく、状じよう況きようを見守りながら「あぅあぅ」言っていたが、聡そう明めいなクロエは無表情の瞳ひとみに炎ほのおを宿した。

「マスターを奴隷にですって……!?　なんてうらやま……けしからんことを思いつくのですかっ！」

　……今、うらやましいって言いそうになりませんでした？

「マスター！　こんな女の言うことなど、聞く必要はありません！　マスターの初奴隷は私のものです!!　こんな女にくれてやる義理などありませんっ!!」

　初奴隷ってなんだ。

　途と中ちゆうから論点もすり替わっていたような気もするが、クロエは本気だ。己おのれの敬愛する主あるじを守るため、断固として反対する姿勢を見せた。

　だが、無理だ。

　どんなにクロエが優ゆう秀しゆうでも、相手は神様・閻えん魔ま様・カナミ様なのだ。

「ほっほーう？　家賃の支払を一ヶ月も滞たい納のうしておいて、大家様の冗じよう談だんにも付き合えないって言うの？　あっそ。なら、いいわ。今日付けで三人とも、ここ出てってくれる？」

「なっ────！」

　あんぐり、と口を開けるクロエに、カナミ様は容よう赦しやなく契けい約やく書を突つき出した。

「ほうら、ここをよく見てごらんなさい？　『賃借人が家賃の支払を一ヶ月以上遅延した場合、賃貸人は強制的に賃貸契約を解除することができる』──そう、書かれているでしょう？　つまり、あたしはあんたたちを強制的に追い出すこともできんのよ」

　得意げなカナミ様が、悪あく魔まのような笑えみを浮かべる。

「敗斗も可哀かわい想そうよね～？　躾しつけのなってない駄だメイドのせいで、ご主人様もろとも住む家をなくしちゃうんだから～」

「なっ…………！」

　絶句したまま、クロエがパクパクと口を動かす。

　しかし、反論の言葉は一いつ切さい出てこなかった。

　これが、表世界の首領ドン。不動産オーナーの力である。

「くっ……殺しなさいっ！」

　クロエさんが女騎き士しになっていた。

　悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かみ、表世界のオークへ己の首を差し出す。

「あらそう？　それじゃ、遠えん慮りよなく～」

　カナミ様が邪じや悪あくに舌なめずりすると、無造作に手を伸のばしてクロエのＨカップを鷲わし摑づかみにした。

「うぇっへっへ。えぇチチしとるじゃないか、おねーちゃん」

「……っ。わ、私の身体からだは奪うばえても、心までは奪われません……っ!!」

「その強がりが、いつまで持つかしらねぇ──!!」

　カナミ様が悪の大将軍よろしく、クロエの豊満なバストをむにゅむにゅと揉もみしだく。その度たびに、クロエが嬌きよう声せいを嚙み殺しながら、恥ち辱じよくに耐えた。

　……なんなんだ、この小こ芝しば居い。

　悪ノリし続けるカナミ様がクロエの下半身に手を伸ばし始めた辺りで、さすがに敗斗が止めに入った。いくらなんでも、こんな朝っぱらから濃のう厚こうな百合ゆり凌○イベントを傍ぼう観かんするわけにはいかない。

「……いい加減にしろ、カナミ。健全な青少年たちにお届けできない内容になるだろ」

「むしろ、健全な青少年たちには喜んでもらえそうじゃない？」

　確かに。

　……いや、そうじゃなくて。

「俺にＮＴＲネトラレ属性はねぇんだよ。自じ慢まんのメイドにちょっかい出すのも、その辺にしてくれ。奴隷なら俺一人で十分だろ」

「…………ちぇー」

　心底残念そうな顔をしながら、カナミ様がクロエから離はなれた。

　お前……百合なのか……？　と敗斗は不安になったが、カナミ様が大のイケメン好きであることを思い出した。

　つまり、両刀バイである。……なんのこっちゃ。

　解放されたクロエはクロエで、乱れた衣服を整えながら「わ、私の性せい癖へき耐たい性せいは一〇八式ありますが、全すべて男性用のものです！　女性とは、ちょっと……っ!!」と弁解している。

　いやそれ、普通だから。改めて注ちゆう釈しやく入れなくていいから。

　朝から美少女の『たわわ』を堪たん能のうしたことでご機き嫌げんになったカナミ様が、地面に置いてあったカバンを摑つかみ上げて敗斗に放ほうった。「ちょまっ!?」と慌あわてながら敗斗がキャッチすると、存分にふんぞり返りながら宣言する。

「それじゃ、学校行くわよ！　準備しなさい、下僕一号！」

　美少女の下僕として奉ほう仕しする悦よろこび。

　そんなものを感じられるドＭだったらなぁ……と敗斗は肩かたを落とした。
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　カナミという少女について。

　本名、白しら雪ゆき奏かな美み。一七歳。高校二年生。敗斗の一つ年下。頭が良く、運動神経も抜ばつ群ぐん。敗斗と同じか、それ以上の拝金主義者。不動産投資家として成功しており、その年間不労所得は数千万円にのぼるらしい。

　そして、モテる。

　目つきがキツめなことを除けば容姿は整っているので、街ですれ違ちがった人間は大たい抵てい、振り返って二度見する。暴力的な言動が多いため、Ｍ属性のない敗斗はご免めん被こうむりたいのだが……世の中には意外とＭな男も多く、そういった連中からはひっきりなしに告白されているらしい。

「ずっと前から、好きでした！」

　だから、登校中に道のど真ん中でカナミが告白されても、敗斗は特に動じなかった。

　しかし、その告白してきた相手を見た後には、驚きよう愕がくせざるを得ない。

　なぜなら……その相手が、女の子だったのだ。

「先日のバスケ部の大会！　助すけっ人ととして入ったにもかかわらず、一人で一〇〇点も入れたカナミ先せん輩ぱいに心を奪われました！　わたしと付き合ってください!!」

　……いや待て。点数がおかしくないか？

　バスケって、スリーポイント決めても三点だろ？　全部スリーポイントだったとしても三四回以上シュートを決めたという計算に──と敗斗が頭を悩なやませていると、カナミ様は気まずそうに苦笑いをして頰ほおを搔かく。

「あー……。ありがとう。とっても嬉しいんだけど、あたし、女の子とは──」

「……なに言ってんだ？　お前、両刀だろ？　むしろご褒ほう美び──ぐぼぁっ!?」

　敗斗が腹部を抱かかえて地面に崩くずれ落ちる。

　カナミ様の痛つう烈れつな回し蹴げりが突き刺ささったのだ。

　身を屈かがめて呻うめいていると、カナミ様が襟えり首くびを摑んで無理矢理に引き起こした。次いで、敗斗の耳元に顔を近づけ、小声で怒ど鳴なるという凄すご技わざを披ひ露ろうする。

（あんたねぇ！　こんな純情な女の子に手ぇ出したら、シャレになんないでしょ！）

（手を出すのが前提なのか……。つか、お前にもそんな人並みの心が──）

「ごっめーん☆　実はあたし、この敗斗バカと付き合ってるの～」

「おぃぃぃいいっ！！？」

　敗斗が青い顔のまま、頭を抱えて絶ぜつ叫きようする。

　……説明しよう。

　カナミ様は美人である。そして、モテる。学校にはカナミ様の恋こい人びとになりたいと思っている男がたくさんいる。そして、女の中にもそんな人間がいることが判明した。そんなアイドル的存在のカナミ様に彼氏がいたら──……あとは、わかるな？

「……カナミ先輩は、その人が好きなんですか？」

　先ほどまでの笑え顔がおはどこへやら。

　純真な後こう輩はい女子が、怨えん嗟さの混じった暗い瞳で敗斗を睨にらむ。

　……やだ。なにこれ、怖こわい。ひょっとして、これが世に言うヤンデレ？　と敗斗がガクブル震ふるえる。

「いやー。正直、全っ然好きじゃないわね！」

「おぃぃいいいっ!?」

「……それじゃあ、なんで付き合ってるんですか」

「うーん……なんだろ？　弱みを握にぎられているから……かな？」

「あどけない笑顔でなんてことを言うんだ、カナミさん」

　敗斗が死んだ魚のような目でツッコむ。

　どう考えてもこの二人が付き合っているようには見えない。むしろ、弱みを握られているのは敗斗の方だ。

　しかし、恋こいする乙女おとめのパワーを侮あなどってはいけない。脳みそ全体を恋という名の麻ま薬やくに侵おかされてしまった少女は、大声で叫さけびながらダッシュを開始する。

「カナミ先輩がヤクザ顔のダサ男に脅きよう迫はくされてるーーーーーーーーーー！！！」

「ちょっと待てや、コラァ！　百歩譲ゆずってヤクザ顔はいいにしても、『ダサ男』はねぇだろうが、このアマぁ！！！！！」

　反射的に叫んだのが悪かった。失井敗斗、一生の不覚である。

　泣き叫ぶ後輩女子と、それを後ろから罵ば倒とうするヤクザ顔のダサ男（仮）。その様さまを傍観者として観測した通学中の学生諸君はどのように判断するだろう？　……おそらく、後輩女子の弁を信じ、敗斗がカナミを脅迫した挙句、後輩女子にまで手を出したと捉とらえてしまうに違いない。

「……おい。聞いたか、今の？」

「ああ。あいつ、失井くんだろ？　ほら、ヤクザの息子とかって噂うわさの」

「え？　あたしは、暴走族の総長って聞いたけど」

「祖国への復ふく讐しゆうを誓ちかった、悪魔的反逆者だとばかり……」

　大体合ってる。

　周囲にいた学生たちがヒソヒソと囁ささやくのが聞こえて、敗斗はその場に崩れ落ちた。

「バカな……！　俺は『どこにでもいる平へい凡ぼんな男子高校生』じゃなかったのか……!?」

「そのヤクザ顔で、どの口が言うのよ」

「言うほどヤクザ顔か、俺!?　むしろ普ふ通つうじゃない!?　ほら、有能な女子小学生に勧すすめられて、化け粧しよう水すいとか使ってるし！　肌はだ○ボってメーカーのやつ！」

「化粧水で人相変えられたら、犯罪者は苦労しないわよ。てか、小学生ってなに。ロリコンなの？　ちなみに、あたしはエス○ーツーね」

　マジかよ……エス○ーツーって、超ちよう高いじゃん……と敗斗が衝しよう撃げきを受ける。

　……いや待て。論点はそこじゃない。

「つか、なんで俺がお前の彼氏なんだよ!?　下僕のはずだろ!?」

「下僕も彼氏も似たようなもんでしょ。女の子にお金と労力を貢みついで、必死にいい気分にさせる奉仕活動に勤いそしむ人、ってことなんだから」

「彼氏とはっ！！！」

　敗斗が絶叫しながら慈じ悲ひを求めたが、カナミ様はまるで取り合ってくれない。左手首の時計を確かく認にんすると、「あら、もうこんな時間。急ぐわよ」と言って走り出した。

　こうして、『どこにでもいる平凡な男子高校生』を自じ称しようする一八歳の童どう貞ていに、人生初の彼女ができた。今後は彼女の幸せのため、懸けん命めいに奉仕活動へ邁まい進しんする所存である。

　…………なんでやねん。
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　失井敗斗という少年にとって、学校は『異世界』だった。

　狭せまい教室に頭のおかしな連中と一いつ緒しよに閉じ込められ、一いつ般ぱん常識という名の『正しさ』を詰つめ込まれる。集団行動を余よ儀ぎなくされ、自我を殺され、洗脳されて……輪からはみ出た者は駆く逐ちくされる。狂きよう気きの沙さ汰ただ。

　その考えは、敗斗が《魔ま石せき通貨》市場に入った後も、なんら変わることがなかった。

　血で血を洗う殺し合い。

　毎夜行われる狂気のゲーム──《取引トレード》。

　勝者は全てを手に入れ、敗者は全てを失う。頼たよれるものは、己おのれの力とカネだけ。

　決して『過程』は問われない。問われるのは、『結果』のみ。自分のやり方で『結果』を──『利益』を積み上げた人間だけが、明日を生きる権利を手にする。

　それは、とても野生的で……健全に思えた。

　言わば、原始の世界。

　生なま温ぬるい平へい穏おんに浸ひたり、みんなで仲良く平等に──……そんなものは、弱者の戯ざれ言ごとに過ぎない。強者は自力で今日を生き、肉を食くらう。世界に自分の価値を証明し、カネを稼かせぐ。そんな人間にとって、弱者の集団は足あし枷かせでしかない。

　だから、失井敗斗は断言する。

　大人になってからの方が、絶対に面おも白しろいと。

　世の中の大人は「学生の頃ころが一番良かった……」などと死人のような顔でボヤくらしいが、そういった大人はすっかり『学校』に洗脳され、自我を──『本当の自分』を殺されてしまったのだと思う。

　大人の使命は唯ただ一つ。

　カネを稼ぐことだ。

　カネさえ稼いでいれば、誰だれも文句を言わない。カネさえ稼いでいれば、徹てつ夜やでネットゲームしても許される。カネさえ稼いでいれば、女を何人囲おうと構わない。世の中の九九％の問題はカネで解決する。慰い謝しや料りようも罰ばつ金きんも損害賠ばい償しようも、全部払はらってやればいい。それで許される。

　失井敗斗は、そう信じていた。

　よって、一部のカネ儲もうけに直結する学問を除き、一般的な教養など身につける気はサラサラなかったのだ。だから、学校にもほとんど通わず、今日まで過ごしてきた。

　しかし、上には上がいるものである。

　そんな『異世界』においてなお、自我を保ったまま、自由気ままに人生を謳おう歌かする人間がいた。

「～～～～～♪」

「……おい、カナミ。いくらなんでも自由すぎだろ。三年生のクラスに交じってるだけでも相当なのに、お前、机の下でソシャゲとか……」

　もちろん、カナミ様である。

　敗斗の学校は一応、進学校を名乗っており、三年生の進路は九割方が大学進学で一いつ致ちしている。ゆえに、文系・理系はもちろん、学力に応じてもクラスが分類され、学生は毎時間、自分が授業を受ける教室へ移動する必要があった。

　面めん倒どうなことこの上ないが、生徒の学力を適切に伸のばすためには必要な措そ置ちである、というのが学校側の主張だ。……だが、如い何かにクラスを分担しようとも、三年生の授業に二年生が交じることは起こりえない。

「……あ。見て、敗斗。このピンクの着物を着た剣けん士しの子、超かわいくない？　欲ほしい！　絶対欲しい！　あんた、ちょっと林りん檎ごカード買って来てくれる？」

「ナチュラルに課金!?　だから授業中──！　……だって、言ってるだろ」

　思わず大声でツッコみそうになったが、途と中ちゆうでボリュームを下げる。担当の英語教師がチラリとこちらを見た気がしたが……気のせいのようだ。

　どうやら、敗斗がしばらく学校を休んでいる間に、英語教師が替かわったらしい。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに外国人らしいプロポーションのテトラ先生は、二〇代の後半程度に見えた。身長が高く脚あしも長いので、細身のジーンズでも穿はけば、さぞかし映はえるだろう。……しかし、そんなテトラ先生はなぜか、豪ごう奢しやな振ふり袖そでを着ている。

「残念。ここの和訳は『カネは持つべき人間を選ぶ』、なのじゃ」

　黒板にチョークを滑すべらせ、文法の解説をする振袖教師。

　語ご尾びがおかしい上、どう考えても学校の教育現場には相応ふさわしくない装よそおいなのだが……周囲の生徒がスルーしているので、敗斗も正面からツッコめない状じよう況きようだった。なにか、異文化交流的な事情でそんなことになっているのかもしれない。

「ちっ……。使えないわねー。美人の彼女がお願いしてるんだから、なんとかすんのが彼氏ってもんじゃないの？」
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「彼氏の扱あつかいが酷ひでぇ……」

「だってあんた、下僕でしょ」

「下僕でいいから、彼氏設定を排はい除じよしてくれ。周囲からの視線が痛い」

　英語教師は気づいていないようだが、周囲の生徒たちは当然気づいている。

　いくら数十人で受ける授業とは言え、毎週同じ時間に顔を合わせているのだ。見慣れない生徒がいれば、自然と違い和わ感かんを覚える。

　その上で黙だまっているのだから、カナミ様の人気が知れるというものだ。三年生のクラスにもかかわらず、男子生徒の多くがチラチラとカナミに視線を送っている。女子の中にも熱っぽい視線で見み蕩とれている生徒がいた。

　そして、そのほとんどの生徒が敗斗へ敵意ある視線を送っていた。……どうやら、今朝の出来事は学校中に拡散されてしまったようだ。

「あー、もう！　石なくなったー！　全然出ないじゃない、このガチャ！」

「もう諦あきらめろよ……。どうせ絵だろ？　データだろ？　そんなもんにカネ使う奴やつの神経がマジでわからん」

「はあ？　この子、喋しやべるのよ？　表情変わるのよ？　画面の中とはいえ、ちゃんと生きてるの。大勝利してるの」

　大勝利ってなんだ。

「いいわ、べつに。林檎カードだけが課金の手段じゃないし」

　カナミ様はスカートのポケットをごそごそすると、金属製の板を取り出した。

　いや、板ではない。

　カードだ。屈くつ強きような戦士のロゴと、真横に並んだ一五桁けたの数字。見る者を魅み了りようするシンプルなデザインと、権けん威いを誇こ示じするような漆しつ黒こくの色は──

「アメックスのセンチュリオンカード!?」

　敗斗が小声ながらも、驚きよう愕がくを露あらわにする。

　アメックス──アメイジング・エキスプレス・カンパニーとは、アメリカを本ほん拠きよ地ちに旅行事業やクレジットカード事業を営む会社の名前である。

　そして、センチュリオンカードとは、クレジットカードの一種だ。世間的には『ブラックカード』の愛あい称しようをよく耳にする。

　昨今、様々な会社がクレジットカード事業に乗り出し、安物のブラックカードも大量に流る布ふされてしまったが……アメックスのセンチュリオンカードは、起源にして頂点。この世の最さい高こう峰ほうのクレジットカードである。

　招待制のため、詳しよう細さいについては定さだかではないが……噂によると、入会金と年会費だけで初年度は一〇〇万円以上も支し払はらいが必要と聞く。一〇〇万円分の買い物が必要なのではない。センチュリオンカードを使うための費用として、一〇〇万円をカード会社に支し払はらうのだ。

　もちろん、それに相応しいサービスもたっぷりとカードに付帯するのだが……額が額である。これが、アメックスのセンチュリオンが頂点と呼ばれる所以ゆえんである。

　なお、希望者にはチタン製のカードが贈おくられる。

　大たい抵ていのカードはプラスチック製だが、頂点のカードは金属で出来ているのだ。

「あー……。なんで課金って、一万円単位なのかしらねぇ……？　一〇〇万円単位とか、せめて一〇万円単位の課金があってもよくない？」

　などとボヤきながら、カナミ様がスマホの画面をタップし続ける。

「ちょっと待て……そのタップ、まさか全部課金なのか!?」

「そうだけど」

「アホかっ！　一体いくら突つっ込む気だ!!　たかがゲームだろ!?」

「──これはゲームであっても、遊びではない」

「遊びだよっ!!」

「いいじゃない。どーせ、出るまで引くんだから。……面倒ねー。運営に言って、直接買ってやろうかしら」

　冗じよう談だんに聞こえないのが恐おそろしい。

　アメックスのセンチュリオンカードと言えば、『戦車も買える』のキャッチコピーで有名なカードだ。おそらく、買えないものはない。表世界の《魔石通貨》だ。

　……無論、後にカード会社から請せい求きゆうされる金額を現金で払えれば、だが。

「あー！　出た！　見て見て！　超ちようかわいい!!　大勝利～～～!!」

　……カナミ様が楽しそうでなによりです。

　あと、テトラ先生が微笑ほほえましい表情かおをしてこちらを見ている。

　さすが自由の国・アメリカ出身の英語教諭。こんなカナミ様の暴挙も、ニッコリ笑って見み逃のがしてくれた。自由の女め神がみである。

　ただ……これが一般的なジャパニーズスタイルだとは思われたくない……。

　げんなりする敗斗を余よ所そに「ほら見て！」とスマホの画面を押し付けてくるカナミ様。

　欲しいものが手に入り、無む邪じや気きに喜ぶカナミ様は、珍めずらしく美少女オーラを振ふり撒まいていたが……その画面に映るデータが数十万円することを知ってしまった敗斗は、閉口するしかなかった。







　学生の昼休みは戦争である。

　購こう買ばい、学食、弁当組の陣じん地ち取り……青春を懸かけた戦いが、各所で繰くり広げられている。

　失井敗斗という少年は、カネと同様、時間も大切にしている。

　よって、そんな無益な戦いには一度も参加せず、大抵は持参したコンビニのパンを自分の席で食べるか、こっそり学外の飲食店へ外出することでこれを回かい避ひし続けてきた。

　しかし、人間は誰しも、真正面から戦わねばならぬ時がある。

　敗斗にとって、それは今だった。……具体的には、カナミ様が「購買でパン買ってきて。一〇秒以内。焼きそばパンとチョココロネね」と言った時だった。

「待ってくれ！　そのパンはどっちも人気メニュー！　今から戦場へ参加しても、とても入手は──!!」と泣きついた敗斗の意見は「は？」の一言で切り捨てられた。

　ガチャで当たりを引いた際の笑え顔がおに騙だまされていたが、この人は神様・大家様・カナミ様である。そして、今現在の敗斗は、彼氏という名の下僕であった。

　彼女の命令は絶対。

　失敗すれば、今夜の部屋はない。

　いつも遠目に見ていた戦場は、想像の一〇倍は過か酷こくだった。

「邪じや魔まだ！」「どけぇ！」「カナミ様のおみ足は気持ちよかったか!?」「健康的な肌はだは、さぞかしスベスベだっただろうなぁっ!!」「かっ、カナミ様に踏ふんでもらったキミの顔面で、ぼくの顔を踏んでくれないかっ!?」等々……ここぞとばかりに参加したカナミのファンによって、集中砲ほう火かを食くらったのだ。……最後の奴は、本気で気持ち悪かった。

　そんなこんなで、奇き跡せき的に目的のブツを入手することに成功した敗斗は、ボロボロになりながら屋上を目指した。カナミ様がそこでお待ちなのだ。

　屋上へ続くドアは常に施せ錠じようされているはずだが……と思いながらドアノブを回すと、あっさり開いてしまう。外には、ペンキの剝はげたベンチが一脚だけ置いてあり、その真ん中でカナミ様がふんぞり返ってお待ちだった。

「おそーい。ちゃんと手に入れたんでしょうね？」

「それが戦場から帰き還かんした戦士にかける言葉かね……」

　フラフラの身体からだを引きずりながら、敗斗が貢みつぎ物ものを献けん上じようする。

　袋ふくろの中身を確かく認にんしたカナミ様は、満足そうに笑えみを浮うかべた。

「やるじゃない。てっきり、下手な言い訳してお仕置きタイム突とつ入にゆうかと思ってたわ」

「どんなお仕置きを計画していたのか知らないが、回避できてなによりだ」

「しゃーない。それじゃ、この釘くぎバットは仕し舞まって……っと」

「ほんとなにする気だったんだ、お前!?」

　敗斗が全力で叫さけぶと、カナミ様がケタケタ笑った。

　こんなに笑い上戸だったかな……？　と敗斗が首を捻ひねる。ガチャでお目当てのキャラが引けたので、ご機き嫌げんなのかもしれない。

「あら、あんたお昼は？」

「あー……。そういや、今日は学校来る気なかったから、用意してなかったな……」

「学校来る気ない学生って、どうなのよ」

　カナミ様がジト目を向ける。

　事実なんだから仕方ない。敗斗にとっては、学校の出席日数よりもカネ儲もうけの方が百倍大事だ。……具体的には、クロエの《固定資産税》対策とかが。

「仕方ないわねー。一応、彼氏だし、たまにはご褒ほう美びあげるかー。……ん」

　そう言って、チョココロネの端はじっこを一口大に千ち切ぎると、口にくわえてこちらを向いてきた。顔を突き出しているところを見るに、口移しで食べろということなのだろう。

「ななっ!?　なに考えてやがる、テメェ!?　毒入りか!?　毒殺が望みか!?」

「……なーに慌あわててるのよ。これだから童どう貞ていは……」

「どどっ、童貞ちゃうわっ！」

　敗斗が再びエセ関西弁でツッコんでいると、もふもふと口を動かしてカナミ様がパンを咀そ嚼しやくする。毒が入っていないことを証明するためだろう。

　そして、再びパンをくわえると「……ん」と言って口を突き出してきた。

　桜色の唇くちびるが陽光を反射して艶なまめかしく光る。

　オシャレなカナミ様のことだ。リップクリームでも塗ぬっているのだろう。

　童貞呼ばわりされた上、女の子とポッキーゲーム──もとい、『パンゲーム』すらできないチキンだと烙らく印いんを押された日には、自分を慕したう二人のメイドに合わせる顔がない。

　敗斗は意を決すると、カナミ様がくわえたパンに向かって口を近づけていった。

　目を瞑つぶっているせいで、長い睫まつ毛げが強調されている。

　健康優良児の瑞みず々みずしい肌。高いスキンケア商品を使っているだけあって、シミの一つも見つけることができない。

　静かな屋上で二人きり。カナミ様がベンチに座っているせいで、立っている自分とは、いつも以上に身長差があるように感じる。眩まぶしい陽光に青い空。白い雲。初夏の熱気。夏用の制服に身を包んだ少女。制せい汗かんスプレーと香こう水すいが混じったような甘い香かおり。……絵に描かいたような青春の一ページだ。

　まるでキスをするような緊きん張ちよう感かんで、ゆっくり敗斗が顔を近づけると……口が触ふれる寸前にパンが引っ込んだ。カナミ様が吞のみ込んだのだ。

　次いで、強きよう烈れつな頭ず突つきが飛んでくる。

「おごっふっ！！？」

「あははははは！　なに本気にしてんの!?　このあたしとキスできそうで興奮した!?　マジな顔しちゃって、おっかしーの!!　これだから童貞はー!!」

　目の端はしに涙なみだを浮かべ、お腹なかを抱かかえて足をバタバタさせるカナミ様。

　今日一番の大だい爆ばく笑しようだ。お笑い芸人としては、芸人冥みよう利りに尽つきる光景だろう。

　しかし残念ながら、敗斗はお笑い芸人ではない。

「お前なぁ…………」

「はいはい。怒おこらない、怒らない。焼きそばパンは半分あげるから、一いつ緒しよに食べましょ」

　カナミ様がベンチの左ひだり端はしに寄って、スペースを一人分空けてくれる。

　敗斗は憮ぶ然ぜんとしたまま腰こしを下ろし、半分にされた焼きそばパンを受け取った。

「……今日のお前、テンションおかしいぞ？　好き放題するのはいつものことかもしれんが、こんなハイテンションに笑うやつじゃなかっただろ……」

「そ、そう？　こんなもんでしょ……！」

　カナミ様が頰ほおを赤らめてそっぽを向く。

「あと、授業中にゲームするとか、まして三年生の教室に潜もぐり込むとかはやりすぎだと思うが……」

「あ、あれは……っ！　今日はそのっ、特別で……っ！」

「…………特別ねぇ」

　彼氏という名の下僕を獲かく得とくできたことが、そんなに嬉うれしかったのだろうか。

　あるいは、他ほかにハイテンションになるくらい嬉しいことがあったのだろうか。

　敗斗には、わからない。

「ところで、なんで今日は屋上開いてんだ？　普ふ段だんは鍵かぎ、掛かかってるだろ？」

「へへーん！」

　イタズラっぽく笑いながら、カナミ様がスカートのポケットから銀色の鍵を取り出した。

　よく見ると、鍵には近くにある鍵屋の店名が刻印されている。スペアキーなのだろう。学校側が公式にそんなものを渡わたすはずがないので、隙すきを見て作ったのは明白だ。

「感謝しなさいよね！　あたしのとっておきよ！」

　二つのパンを食べ終え、紙パックに入ったコーヒー牛乳を流し込んでいたカナミ様が得意げに胸を張る。……クロエほどではないが、カナミも割と『ある』んだよなぁ、と敗斗がボンヤリ考えた。

　自じ販はん機きで一つしか飲み物を買って来なかったことに気づいたカナミ様が「……飲む？」とストローを差し出してきたが、敗斗はこれを丁重に辞退する。同じ轍てつを二度踏むわけにはいかない。しかしカナミ様は「そう」とあっさり引き下がったので、もしかしたら本当に間接キスをするチャンスだったのかもしれない。

「……ふわ～あ。そういえばあんた、普段学校サボってなにやってんの？」

　大口を開けて欠伸あくびをしながらカナミ様が尋たずねてくる。

　一いつ般ぱん人じんならアウトな仕草だが、美人がやればそんな態度もサマになるのでずるい。

「あー……。いや、なにって……べつに。テキトーだよ。街をブラついたり、ゲーセン行ったり……あとは、そう、ナンパとかな！」

「最後のやつだけ、一〇〇パー噓うそね」

　昼食を食べ終わって眠ねむいのか、ウトウトしながらカナミ様が目をこする。

「どうでもいいけど……たまには、あたしも交ぜなさいよ……。一ヶ月も音おと沙さ汰たなしで、心配するじゃない……」

「………………」

　てっきり、なにかの冗じよう談だんかと思ったが、寝ねぼけ眼まなこのカナミ様にそんな余よ裕ゆうは見えない。

　前後にフラフラと船を漕こぐこの少女は、本当に敗斗を心配していたのだ。

「あたしのお気に入りのサンドバッグが、誰だれかにとられたのかな、って……」

「俺、サンドバッグ!?」

「この一ヶ月、あたしがストレス発散にどれだけ苦労したことか……」

「もっと他の方法で発散すればいいんじゃねぇかなぁ!?」

「でも、他の人を殴なぐると、さすがに通報されそうだし……」

「その自制心を俺にも発揮して！」

「敗斗なら……最終的には大家権限でなんとかなるかなって……」

「表世界の資産家、怖こえぇーーー!!」

「だから……もう勝手にいなくなるんじゃないわよ……？」

　その辺りが限界だったらしい。

　カナミ様がこてん、と敗斗の左ひだり肩かたに頭を預け、寝落ちしてしまった。

　そこまではいい。食べたら眠くなるのは人間として自然なことだし、初夏の陽光に照らされた屋上は絶好の昼ひる寝ねスポットだ。敗斗も許されるなら、横になってゆっくりと惰だ眠みんを貪むさぼりたいところである。

　しかし問題は、カナミ様が女の子であることだ。

　それも、美人の。

　そんな女の子に頭を預けられ、無防備に寝落ちされた日には、健全な男子高校生として堪たまったものではない。可愛かわいらしい口元からは艶つやっぽい寝ね息いきが漏もれ聞こえるし、オシャレに敏びん感かんなカナミ様は制服を着き崩くずしているので、あっちもこっちも大変なことになっていた。

　具体的には、リボンが緩ゆるんでいるせいでブラウスの隙すき間まから見える谷間とかブラとか。

　丈たけを短くしているせいで、乱れて真っ白なふとももが見えてるスカートとか。

　失井敗斗は『おっぱい星』出身の『ふともも星人』だったのだが……この度たび、ついに新たな惑わく星せいに上陸しようとしていた。

　そう、『制服星』である。

　本来、学生が学業に勤いそしむために着用する衣服。穢けがれとは無む縁えんのそれは、乱れることによって、他の追つい随ずいを許さない蠱こ惑わく的な衣い装しようへと様変わりしていた。

　普ふ通つうに学生生活を送れば、一生触れる機会のない衣服。

　そんなものが敗斗の身体に密着し、少し手を伸のばせば誰にも知られず好き放題できるという現実に、背徳的な欲よつ求きゆうが鎌かま首くびをもたげる。

「お、おい。カナミ……」

　残った理性をフル動員し、少女の覚かく醒せいに賭かける敗斗。

　しかし、中ちゆう途と半はん端ぱに刺し激げきしたのが悪かった。カナミ様が「うーん……」と呻うめき、微び妙みようなバランスで保っていた姿勢が崩ほう壊かい。そのまま頭がスライドし、敗斗の膝ひざに崩くずれ落ちる。

　逆・膝ひざ枕まくらである。

　いやいや。こんなシチュエーション、一体誰が得するのか……と敗斗は嘲あざけったが、一いつ瞬しゆん後にはその表情が凍こおりつく。

　カナミ様は頭だけでなく、上半身を全すべて敗斗の膝に乗せている。ゆえに、敗斗の右みぎ膝ひざにはカナミ様の頭が。左ひだり膝ひざには、それなりにあるカナミ様の『たわわ』が乗せられていた。

「ちょっ、カナ──ひぃっ!?」

　起こそうとしてカナミの方を向いた敗斗が全力で回れ右をする。

　ただでさえ危あやうかったスカートの防ぼう御ぎよが完全崩壊。その中身をぶちまけていたのだ。

　凶きよう暴ぼうな性格に似合わず、ずいぶんと可愛らしいデザイン……などと敗斗は思ったが、妙みような血流が下半身に集まり出し、表情だけでなく心臓も凍った。

　今、自分の下半身にはカナミ様の顔がある。

　そんな状じよう況きよう下かで男の子のアレがそうなると……あとは、わかるな？

「あ、あぐっ……ぐっ」

　下した唇くちびるを嚙かみ切り、血を流しながら男の子の生理現象に抗あらがう敗斗。

　よーし、わかった。これは詰つみです。

　現状のままカナミ様を起こす。「なんてことしてんのよ、この変態っ!!」。撲ぼく殺さつ。

　現状のまま時間を過ごす。健全な男子高校生にとって世界一辛つらい拷ごう問もんに耐たえる。いつかカナミ様が起きる。「なにしてんのよ、この変態っ!!」。撲殺。

　……誰か、失井敗斗の勝利条件を教えてくれ。

　久しぶりに登校しても、人生初の彼女（？）ができても、敗者は敗者らしい。

　初夏の澄すみきった青空の下、学校一の美少女を膝に乗せて、敗斗はいつまでも己おのれの生理現象に抗っていた。








第二章　カリスマを持つ女









《現世》に帰っても、敗者の少年がやることは変わらない。

　毎夜行われる狂きよう気きのゲーム──《取引トレード》。

　この世の全てを買えるカネ《魔ま石せき通貨》の奪うばい合い。今宵こよいも圧あつ倒とう的格上の《資産家》を屠ほふり、カネを稼かせいでいた。

「ば、馬ば鹿かな……！　これは一体……!?」

　四〇代前半に見える専業主婦が、ガニ股またの男口調で狼ろう狽ばいする。

　敗者の少年は暗い瞳ひとみで悪あく魔まのような笑えみを浮うかべた。

「……『他人に憑ひよう依いする資産』か。考えたな。それなら、自分の身体からだが傷つくことは一いつ切さいない。加えて、他の《資産家》に憑依すれば、そいつの《資産》を使い放題ってワケだ。万が一《取引トレード》に敗れても、元の身体に戻もどればいい。破産するのは、身体の持ち主。ノーリスク・ハイリターンだな」

　拍はく手しゆをしながら歩み寄って来る。

　中年太りした主婦は、焦あせったように後あと退ずさった。……ない。どこにもない。手持ちのバッグにも、いつも身につけているアクセサリーにも。

《資産》が、どこにもない。

「素す晴ばらしい戦略だったが……お前は一つ、ミスを犯おかした。同じ手を使いすぎたんだ」

　使い勝手のいい《資産家》を見つけてしまったのが、運の尽き。

　定期的に繰くり返される憑依など、なんの脅きよう威いにもならない。

　タイミングを見計らって元の《資産家》に《資産》を手放してもらい、あとはその身体から脱だつ出しゆつする『逃とう走そう経路』を押さえればいい。使用できる《資産》はなく、元の身体に戻ることもできない。残るのは、中年太りした運動不足の肉体だけだ。

「このままお前を殺せば、お前自身も死亡し、《遺産相続》で全ての《資産》は俺のものとなる。だが……最後に慈じ悲ひをくれてやろう。この契けい約やく書にサインしな。現金一リルを除き、ほか全ての《資産》をもらい受けるが……死ぬよりはマシだろ」

「ぐっ……ぐうっ……！」

　低い声で呻く主婦が、地面に崩れ落ちた。敗北を悟さとったのだ。

　全ての武器を剝はく奪だつされ、こんな動きづらい身体に閉じ込められた。為なす術すべがない。殺されなかっただけ、儲もうけものと言えよう。

「わ、わかった……サインさせてもらう。その前に……一つ、いいだろうか？」

「……なんだ？」

「どうしてキミの頰ほおには、そんな真っ赤な手形がついているんだ？」

「………………」

　敗はい斗とが憮ぶ然ぜんとして黙だまり込む。

　その赤あか紅葉もみじを刻んだのは、もちろんカナミ様だ。

　あの後、カナミ様はなんと、放課後まで爆ばく睡すいを決め込まれた。その間、敗斗はしっかりと彼氏（という名の下僕）役を全うし、逆・膝枕のまま男の子の生理現象と闘たたかい続けた。

　しかし、現実は無情である。

　そうして人類史上最も苛か烈れつな闘いに勝利した敗斗を待っていたのは、寝ぼけ眼のカナミ様。ヨダレが垂れた隙すきだらけの顔を見られたと自覚するや否いなや、瞬しゆん時じに赤面し、「こぉんのっ！　バカァっ！！！」とぶっ叩たたいてきたのだ。……理り不ふ尽じんすぎる。

　加えて、晒さらしてしまった痴ち態たいを帳消しにしたかったのだろう。

　己の尊厳を取り戻すため、カナミ様はより凶きよう悪あくな行動を模も索さく。「ホストクラブに行くわよ!!　ついて来なさいっ!!」などと叫さけび出し、つい先さき程ほどまで本当にホストクラブに付き合わされていた次し第だいである。

「現げん役えきＪＫがホストクラブに行っていいの？」とか、「彼氏同どう伴はんでホストクラブって、おかしくない？」とか、「そもそもホストクラブに行けば、この件はチャラになるの？」とか、山ほどツッコむべきポイントはあったのだが……真っ赤な顔でツリ目の端はしに涙なみだを滲にじませるカナミ様には、なにも言えないのであった。

「……現役ＪＫの制服拝観料は高たけぇんだよ」

「は…………？」

「いいからサインしろや、ゴルァッ!!　命まで奪われてぇのか!?　あぁんっ!?」

「ひいっ！　すみません！　すみません!!」

　地面に崩れ落ちた主婦が、慌あわててサインをし始めた。

　完全な八つ当たりである。

　今日一日付き合ってわかったことだが、こんな調子でカナミの相手をしていたら、とてもじゃないが身が持たない。

　いつか男の子の欲よく望ぼうに負けてスカートをめくってしまうかもしれないし、サマーベストやブラウスに頰ほお擦ずりしてしまうかもしれない。『ふともも星』を飛び出し、『制服星』に移住し、《資産》を使って高校生活をエンドレスエイトしてしまうかもしれない。

　まさに、世界制服である。

　……いかん。本気で精神を侵おかされつつある。

　頭痛を堪こらえるように、敗斗がこめかみをグリグリと揉もみほぐした。

　要は、カネを払はらえばいいのだ。

　滞たい納のうした家賃。一ヶ月分の利息を含ふくめて七八五〇万円。表世界の支し払はらいとしては破格の値段だが、《魔石通貨》の《資産家》である敗斗には、払えない金額ではない。

　全てを買える《魔石通貨》は、もちろん日本円も買える。日本円で《魔石通貨》を買うことはできないのだから、本来、貴重な『リル』を単純な『円』に換かえるのは避さけたいところなのだが……背に腹は代えられない。

　リルと円の為替かわせレートは、およそ一リル一〇〇円程度で推移していたはずだ。

　支払に必要な七八五〇万円は、リルに換かん算さんすれば七〇万～八〇万リル程度。決して、用意できない金額ではない。上手うまく行けば、今夜中に稼げる可能性もある。

　自らの自由と尊厳を取り戻すため、そして、これ以上新たな惑わく星せいへ移住するのを避けるため、敗斗が必死に今後の資し金きん繰ぐりを計画していると……胸ポケットに入れておいたケータイが震ふるえた。

　ポケットから取り出し、画面を確かく認にんしてみると……表示された名前は『カリスマ美少女☆カナミ様』。……ちょっと待て。こんな名前で電話帳に登録した覚えはない。あいつ、いつの間に他人ひとのケータイいじったんだ……？　と震えながら、敗斗が受話ボタンをタップする。

『暑くて寝ね苦ぐるしい！　北ほつ海かい道どうに行くわよ！』

　……日本語で話してもらえますか。

『もしもーし！　聞こえてるー!?　暑いから、北海道に行くの！　彼氏として、あんたも付き合いなさい！』

「いやいやいや！　そんな『ちょっと近所のコンビニへ』みたいなテンションで言うの、やめてくれる!?　北海道って、そんな気軽に行くもんじゃねーからっ!!　つか、明日あしたも学校だろ!?」

『なにバカ言ってんの！　明日は土曜日でしょ！』

　……そうだっけ？

　常にカネ儲けで頭がいっぱい、学校なんて気が向いた時にしか行かねーぜ的テンションで生きる敗斗には、曜日感覚というものが抜ぬけ落ちていた。

「仮にそうだったとしても、今から飛行機のチケットなんて取れねーだろ。新幹線とは違ちがうんだぞ？」

『そんなもん、コンシェルジュになんとかさせるわよっ！』

「………………」

　……説明しよう。

　アメックスのプラチナカード以上のカード所有者ホルダーには、専属のコンシェルジュが就つくことになっている。

　コンシェルジュとは、秘書のようなものだ。主にプレゼントの手配や各種チケットの入手、宿やレストランの予約などを請うけ負ってくれる。特に、センチュリオンカード──ブラックカードのコンシェルジュは優ゆう秀しゆうだと評判で、噂うわさによると決して『ノー』と言わないという都市伝説まである。

　カネ持ちは基本的にワガママな人間が多いため、相当な無理難題をふっかけられることも日にち常じよう茶さ飯はん事じだろう。その全すべてに完かん璧ぺきな対応をしてくれるのだから、一部のカード所有者には、このコンシェルジュだけでもカード会社に支し払はらう年会費分の元が取れる、と考える人間もいるそうだ。

　要約すると、今この状じよう況きよう下かでも、カナミ様が北海道行きの航空券を入手する可能性は高い、ということである。

「……一応、俺に拒きよ否ひ権があるか、聞いてもいいか」

『もちろんあるわ。いやだったら、断ってくれてもいいのよ？　ただそうすると、今夜のあんたはエアコンどころか屋根までなくなっちゃうと思うけど。あの可愛かわいい二人のメイドも可哀かわい想そうよねー。ご主人様が甲か斐い性しようなしで』

「………………」

　ウケケケ、と電話口から悪魔の嘲ちよう笑しようが漏もれる。

　それは事実上、拒否権がないということだ。

《魔石通貨》の《資産家》が、表世界の資産家に屈くつ服ぷくさせられるというサプライズ。上には上がいるのは、どこの世界でも同じことだ。

「……慎つつしんでお受けさせて頂きます」

　電話口に対して直角九〇度のお辞じ儀ぎをした敗斗を、中年太りした主婦が啞あ然ぜんとした表情で眺ながめていた。







　本ほん州しゆうに住んでいる人間にとって、北海道とは遥はるか彼方かなた、外国のような存在として認知しているのが自然であるような気がする。

　しかし、金持ちにこの常識は当てはまらない。

　一いつ瞬しゆんで『距きよ離り』を買うことができる《魔石通貨》の《資産家》はもちろん、普ふ通つうに旅費が出せる表世界の資産家も同様だろう。

　なぜなら、北海道の札さつ幌ぽろ市し・新しん千歳ちとせ空港へは、東京の羽はね田だ空港から僅わずか一時間半程度で到とう着ちやくできるのだから。首しゆ都と圏けんに住んでいない人間でも、金銭面さえ無視すれば日帰りもできそうな距離である。

「ただ、それを本当にやろうとするかね……」

　生まれて初めて北海道の地に降り立った敗斗が、軽く腕うでをさする。

　……少し肌はだ寒ざむい。本州はもうほとんど夏の気配がしていたが、北海道はまだしっかりと夜間の冷えを残しているようだ。

　ちなみに、家で待つ二人のメイドには「《取引トレード》の関係で北海道まで遠出する」とだけ伝えておいた。メリアは「わたしも行きますーっ！」とダダをこね、クロエは「……まさか、他ほかの女と一いつ緒しよではないですよね？」と底冷えする声で質問してきたが、得意のハッタリで適当に誤ご魔ま化かしておいた。……あとが怖こわいが、その時のことはその時の自分に丸投げしよう。

「なーに女め々めしいこと言ってんの。金持ちはカネを使ってなんぼでしょ。金持ちは経済を回すのが社会貢こう献けんなのよ」

　不ふ遜そんな物言いで飛行機から降り立ったカナミ様は、現地の気候に合わせてサマーベストを脱ぬぎ、ブラウスの上からカーディガンを羽織っている。……やめてくれ。『制服星』がどんどん近付いてくる、と敗斗が目を逸そらす。

　ともあれ、平日の最終便で北海道の札幌市まで来てしまったものだから、すっかり夜が更ふけてしまった。あと一時間足らずで日付も変わってしまう。

　同じ便で空港に降り立った乗客たちも、足早にそれぞれの目的地を目指して歩み去っていった。大半はスーツを着た男性で、キャリーケースを受け取りにコンベアーの方へ向かっていく。……急な出張なのだろう。

「なあ、宿はどうするんだ？　それもコンシェルジュに頼たのんであるのか？」

　着の身着のまま飛行機に乗った敗斗はもちろん、カナミ様も手荷物は最小限だった。

　旅慣れた者はカネを携けい帯たいし、必要物資を現地で調達する。

「そういえば、すっかり忘れてたわねー……。まぁ最悪、ラブホでいいでしょ」

「俺の童どう貞ていをいじめないでっ!!」

　敗斗が顔を覆おおいながら泣き叫ぶと、カナミ様がケタケタ笑った。

　もう無理だ。これ以上下手な抵てい抗こうを続けたら、さらに攻こう撃げきが凶悪化する可能性がある。

『制服星』に移住する程度で済めばよいが、敗斗だって聖人君子ではない。若い青少年の迸ほとばしるパトスが暴発してしまい、取り返しのつかないことをしでかす可能性も……！　などと震えていると、二人の前に立ちはだかる影かげがあった。

「……白しら雪ゆき奏かな美み様ですね？」

　燕えん尾び服ふくを身に纏まとい、黒くろ髪かみを全て後ろに流した男。

　年の頃ころは、三〇代の前半だろう。肌はだが病的に白い。目鼻立ちは整っているが、表情が乏とぼしいせいで印象は暗く、オペラ座の怪かい人じんのように見える。

「そうだけど……誰だれ、あんた。あたしのファン？」

「直接お会いするのは初めてですね。私わたくし、白雪様のコンシェルジュを務めております、今いま殻がら樹いつきと申します」

　燕尾服の男──今殻が深く頭を下げる。

　カナミも「ああ、そうなの」とあっさり挨あい拶さつしているところを見るに、電話では何度かやりとりしているのだろう。今回の北海道行きのチケットも、彼が押さえてくれたに違いない。

　しかしカナミは、少々ムッとしたようにクレームを入れた。

「あんたが新人で、最近あたしの前任と交代したのは知ってる。だから、引き継つぎが上手くいってないんでしょうけど……あたしを苗みよう字じで呼ぶの、やめて」

「……申し訳ございません。前任の者から聞いておりましたが、初対面ですので、今回に限り苗字でお呼び致いたしました。今後はお名前でお呼び致します」

「そうして。……で、なに？　あたし、忙いそがしいんだけど」

　イライラしている雰ふん囲い気きを隠かくしもせず、カナミがコンシェルジュに突つっかかる。

　……これも、金持ちによく見られる特とく徴ちようの一つだ。金持ちというのはカネを十分に持っているから、なによりも『時間』を大切にする。自分の『時間』が他人に奪うばわれ、無む為いに浪ろう費ひされるのを許せない。なにより、嫌いやなことを避ける『カネ』という力を持つ者には、嫌な時間を過ごすことがこの世で一番の悪なのだ。

　今殻と名乗ったコンシェルジュも、カナミの不ふ機き嫌げんは察しているだろう。

　しかし、一いつ切さい表情を変えることなく、あくまで丁てい寧ねいな口調のまま申告する。

「貴重なお時間を頂ちよう戴だいし、大変恐きよう縮しゆくです。カードの決済に際し、残高が不足しております。至急、残高の確保をお願い致します」

　なるほど。クレジットカードの代金が引き落とされる口座に、カネがないのだ。

　どんな金持ちでも……いや、金持ちだからこそ、自らが所有する資産は分散して保有するのが常である。インフレによって貨か幣へい価値が下がるのはもちろん、銀行が潰つぶれてしまえば一定の金額しか返へん還かんされない。ゆえに、資産家は現金すら、いくつかの銀行に分けて保有する。

　そして、おそらくはクレジットカードに関連した口座だけ、カネがないのだ。

「そう。それは、悪かったわね。はいこれ。持って行きなさい」

　そう言いつつ、カナミ様がスクールバッグから札束を──否いな、札の塊かたまりを取り出す。

　……一〇〇〇万円だ。一〇〇万円の札束が一〇個。それぞれが金きん融ゆう機き関かんの帯で綴とじられており、一〇個単位でもぐるりと帯が巻かれている。現金主義の敗斗でも、さすがに一〇〇〇万円もの札束は滅めつ多たに持ち歩かない。

　真顔でカネの塊を押し付けようとするカナミだったが……今殻はゆっくりと首を左右に振ふった。

「申し訳ございませんが、日本円でのお支し払はらいはお断り致します」

「……なに？　米ドル払ばらいなの？　じゃあ、為替かわせ手数料や事務手続きの費用もまとめて払うわよ。好きなだけ手数料を引いてちょうだい」

「いいえ」




「お支払は、《魔ま石せき通貨》でお願い致します」




「────っ!!」

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、敗斗がカナミを突き飛ばした。

　同時に、敗斗自身もその場から飛び退のく。地面を転がって距離をとり、すぐに起き上がって戦せん闘とう態勢をとると……視界の端はしに時計塔とうが映った。

　二三時三〇分。

《市場》開放時間中。

　突とつ発ぱつ的戦闘は失うしな井い敗斗の弱点であり、最も警けい戒かいするシチュエーションの一つである。

　本来なら、カナミを守って二人で距離をとることも考えられたが……その場合は二人まとめて瞬しゆん殺さつされる可能性もある。紳しん士しとしては失格な対応かもしれないが、生き残るにはこれが最善。そこまでを、一瞬で計算した。

「あたた……。ちょっと！　なにすんの──」

　同じく地面を転がったカナミが怒ど鳴なり声を上げようとしたが……途と中ちゆうで吞のみ込んだ。少し離はなれた先で、敗斗が今殻を睨にらみつけていたからだ。

　カナミは不動産投資家として成功しており、かなり頭がキレる。

　今、目にしている光景だけで、これが緊きん急きゆう事態なのだと即そく座ざに理解した。

「……ご安心ください。私は、《資産家》ではありません」

　今殻がゆるりと両手を上げ、戦闘の意思がないことを示した。

　敗斗は注意深く観察を続けながら、低い声を絞しぼり出す。

「……説明を求める。少しでも怪あやしい行動をとれば、その瞬間に首を斬きり飛ばす」

　敗斗の右手は、左側の内ポケットに伸のびていた。

　そこには、今夜の稼かせぎ──中年太りした主婦から奪った《魔石通貨》が入っている。正確に数えてはいないが、およそ六〇万前後。全額投資すれば、安全地帯までの《タクシー》代くらいにはなるだろう。無論、首を斬り飛ばすなどと嘯うそぶいたのはハッタリだ。

　今殻は両手を上げたまま、表情一つ変えずに敗斗の要求に応こたえた。

「このような格好をしていますが、私は《政府》の人間です。管かん轄かつする部門の一つが《クレジットカード》部門。私はただ、カナミ様が決済された代金を徴ちよう収しゆうしに参りました」

「……つまり、カナミが持ってるアレは、《魔石通貨》の《固定資産》だと？」

「その通りです」

　敗斗は視線だけでカナミに問いかけた。

　鋭するどい瞳ひとみに射い抜ぬかれ、カナミは少しだけ肩かたを跳はねさせたが……フルフルと首を振る。

　つまり、『なんのことか、わからない』と。

　その仕草の意図は、今殻にも伝わっただろう。話の流れから敗斗が《資産家》であると察すると、主に敗斗へ向かって説明を続けた。

「おそらくカナミ様に、ご自身が《資産家》であるという自覚はないでしょう。と言いますのも、カナミ様が所有する固定資産《クレジットカード》は、もともと、カナミ様のお父様のものだったのです」

「……つーことは、なにか？　カナミが自分の父親を殺したと？」

「いいえ。カナミ様のお父様は《魔石通貨》の《取引トレード》と関係なく、病でお亡なくなりになりました。《固定資産》の大部分は生前に手放されていたようですが……《クレジットカード》だけは、カナミ様に預けられたまま、お亡くなりになったのです」

　話が見えてきた。

　どうやら、カナミは自身が所有する《クレジットカード》が《魔石通貨》の《固定資産》であるという認にん識しきがないまま、使い続けていたらしい。

　カナミの父親は随ずい分ぶん前に他界している。

　敗斗がカナミと出会う前なので、おそらくはカナミが小学生の頃だろう。病びよう床しように臥ふした父親は、まだ小さい娘むすめを残して逝ゆくことに少なからぬ不安があった。だから「困ったら、これを使え」とでも言って《クレジットカード》を預けたのだろう。そして、そのまま逝いってしまった。

　言わば、真の意味での『遺産相続』だ。

　常人が《魔石通貨》の《市場》へ入るため、元手を得る方法は二つある。

　大たい抵ていの人間は《政府》へ自分の《夢》を売り渡わたすが……もう一つ、すでに《資産家》として《取引トレード》している者から譲じよう渡とされる方法があるのだ。

　カナミは、無自覚ながら後者。

　本人も知らぬ間に、この悪あく魔まの《市場》へ参入していたのだ。

「……《政府》が今回の事態を把は握あくするまでに時間がかかったこと、深くお詫わび致します。しかしながら、致し方ないことでもあったのです。今日まで《クレジットカード》は断続的に使用され続け、その決済代金も滞とどこおりなく徴収されてきました。まさか、元の《資産家》が既すでに死亡しており、その娘が《クレジットカード》を使っているなど……夢にも思わなかったのです」

　おそらく、カナミの父親は死期を悟さとった段階で、手持ちの《固定資産》を《クレジットカード》以外全すべて売り払った。その上で、《魔石通貨》の現金をどこかの『口座』に預けて、自動で引き落とされるようにしたのだろう。

　日本のリル市場においては、敗斗が初めて《銀行》を作ったが……表世界でも裏世界でも、日本の『お金』に関する教育は遅おくれている。

　海外ではきっと、カナミの父親が他界する以前に《銀行》が作られていたのだ。

「…………っ」

　事態を正確に理解した敗斗が、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔になる。

《クレジットカード》の決済が通らない。

　口座に残高が足りず、適切な引き落としがなされない。

　これは、個人の『資金ショート』──《破産》だ。




《魔石通貨》市場において、正当な請せい求きゆうに対する拒きよ否ひ権はない。支払日に支払が不可能な者は《破産者》とみなし、命を含ふくめた全ての財産を没ぼつ収しゆうする。




　それが、鉄の掟おきて。

　誰だれも逆らうことができない、悪魔のルール。

　つまり、今現在のカナミは、《政府》に命を奪われても文句を言えない立場にある。

　敗斗の頰ほおを、じっとりとした嫌な汗あせが伝った。いくら敗斗でも、この状じよう況きようを逆転できる奇き策さくはすぐに思いつかない。可能性があるとすれば、目の前の男を殺すことだが──

「……ご安心ください。今回の件は、《政府》側にも責任があります。今この場で、カナミ様の命を徴収するつもりはございません」

　命、という単語を聞いて、カナミがギョッとする。

　対照的に、敗斗は少しだけ肩の力を抜いた。

「明日の二四時までお待ち致します。それまでに、口座残高の確保をお願い致します。必要でしたら、『分ぶん割かつ払ばらい』や『リボ払い』もございますので、ご利用ください。それでは、私はこれで失礼致します」

　機械的なお辞じ儀ぎをして、燕えん尾び服ふくを着たコンシェルジュが立ち去っていく。

　だが、あの男はもう、カナミのワガママを聞くだけの秘書ではない。支払が不可能だと判断すれば、即座にカナミの命を徴収する処しよ刑けい人にんだ。

「ねえ……。どういう、ことなの……？」

　いつも自信満々なカナミが珍めずらしく、不安げな表情で敗斗の服を引っ張る。

　気づけば、周囲には人ひと影かげがなくなっていた。すぐ近くに見える時計塔の針も、二四時を回っている。体感では、三〇分も過ごしたように思えない。

　時間と場所を操作された。

　しかしそれは、《政府》側の厚意だろう。

《政府》としても、デビューしたての《資産家》が瞬殺されるより、適度にカネを稼いで《クレジットカード》諸もろ共ともカネを回してくれた方が嬉うれしいに決まっている。だから、あえて敗斗とカナミの安全を確保したのだ。

「…………時間が惜おしい」

　厳しい表情をしながら、敗斗が呟つぶやく。

　北海道の冷たい外気に、死の気配が混じり始めた。二四時間のタイムリミットは、刻一刻と迫せまっている。もはや、一いつ刹せつ那なすら無む駄だにする余よ裕ゆうはない。

　敗斗はカナミの両りよう肩かたに手を置くと、真っすぐに見つめながら言い放った。

「ラブホに行くぞ」




　　　　◇




　ラブホテル。

　主にカップルが性せい交こう渉しようを行うため利用するホテル。

　近年は『若者のラブホ離ばなれ』という、本当か噓うそかわからない現象が噂うわさされている。それを受けてかどうかは定さだかでないが、経営に困ったラブホのオーナーが従来にないコンセプトでサービスを提供しているようである。

　一例を挙げると、料金を抑おさえてお一人様用の宿しゆく泊はく施し設せつとして提供したり、女子会の会場として提供したり……などである。しかし、どんなに奇策・珍ちん策さくを練ろうと、メインターゲットは変わらない。最もラブホを利用する客は、性交渉目的のカップルである。

　世間的な評価は様々だが、失井敗斗はラブホテルというものを好意的に捉とらえていた。

　実際に宿泊目的で部屋を借り、大きなベッドの端に腰こし掛かけていても、その考えは変わらない。ラブホは、とてもいいものだ。

　こうしている今も、ガラス壁かべ一枚隔へだてた向こう側で現げん役えきＪＫがシャワーを浴びている。

　本来であれば、ベッド側から少女がシャワーを浴びる様さまを見学できるのだが……肝かん心じんのガラス壁にはバスタオルが掛かけられていた。……初めてで、恥はずかしいのだろう。多少残念に思うところもあるが、そんな初うい々ういしさもいいものだ。

　それに、こちらも暇ひまはしない。

　敗斗が腰掛けたクイーンサイズのベッドには、なんと、もう一人少女がいた。

　カナミだけでは足りないと、敗斗が電話をかけて呼んだのだ。つまり、デリバリー。カナミと違ちがい、プロポーションは控ひかえめで、顔も幼いが……それはそれで魅み力りよくある少女だ。むしろ、カナミと一いつ緒しよに頂くなら、ベストな人選に思える。

　暇を持て余した敗斗が、ギシリ、とベッドを伝って少女に近付く。

　小こ柄がらな少女は小さく肩を跳ねさせ、後あと退ずさった。

　淡あわいピンク色の照明。真っ白なシーツ。広いベッド。少女がシャワーを浴びる音。鍵かぎのかかった密室。無防備な少女。そして……情じよう欲よくに飢うえた若い男。

　この後の展開は、決まっていた。

「なあ……。カナミはもう少しかかりそうだ。先に始めちまおうぜ」

　ゆっくりと、敗斗の手が少女に向かって伸びていく。

　女の子をさわる時は、優やさしく、弱く、ゆっくりと……とは、クロエ先生の弁である。経験値は皆かい無むだが、優ゆう秀しゆうな講師から指導を賜たまわったことに感謝しつつ、敗斗はアプローチを続ける。

　カナミとはまた違った、甘い香かおりのする少女に手が触ふれる──寸前で、弾はじかれた。

「キモいんで、それ以上近付かないでくださいっス」

　百合ゆり趣しゆ味みっぽい女子小学生が、心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

　……ていうか、遊あそ部べだった。

「前々から思っていたんだが……お前、可愛かわいいよな」

「そうですか。百合ゆりちーも、前々から敗斗さんはキモいと思ってました」

「なんだかんだで面めん倒どう見みがいいし、能力もズバ抜けている……。もしかしてお前、最高の嫁よめなんじゃね？」

「仮に最高の嫁だったとしても、百合ちーが欲ほしいのも嫁です。婿むこじゃないっス」

「結けつ婚こんしよう、遊部」

「ぶっ殺しますよ」

　中指立てて、ガン付けられた。超ちようショック。

「ていうか、なんで私にだけデレデレなんスか。メリアお姉さまとか、クロエお姉さまとか、いるでしょう。私からしたら、血けつ涙るいレベルで羨うらやましいんスけど」

「いやぁ……あいつらにこんなこと言ったら、冗じよう談だんが冗談にならなそうだし」

「冗談でプロポーズするなんて、相変わらずゲス野や郎ろうですね」

「そんなに褒ほめるなよ」

「死んでください」

　遊部が口をへの字にひん曲げて汚お物ぶつを見るような目を向けてくる。

　女子小学生に蔑さげすまれる悦よろこび！　ドＭ大歓かん喜き！

　……無理矢理にテンション上げてみたが、やっぱり敗斗にドＭ属性はないので、ひたすらに辛つらいだけだった。

「ていうか、なんなんスか！　『ドキッ♡　現役ＪＫとラブホでお泊とまり会！　～ポロリもあるよ～』なんてメール送ってくるから、北海道まですっ飛んで来ましたけど……全然ＪＫいないじゃないっスか!!」

「いや、だから今、シャワー中なんだって」

「どうせダミーなんスよねぇ!?　敗斗さんみたいな負け犬、メリアお姉さまやクロエお姉さまと縁えんがあっただけでも人類滅めつ亡ぼうクラスの超ちよう常じよう現象ですのに、この上現役ＪＫとか、神をも恐おそれぬ罪状っスよ!!」

「お前の中で俺はどんな存在なんだ」

　ヒートアップする遊部に敗斗がゲンナリする。

　言ってることがあながち間ま違ちがいでない分、反論もしづらい。

　どうしたものか……と思案していると、ガチャリと音がしてシャワールームに続く扉とびらが開いた。隙すき間まから白い湯気が舞まい上がり、次いで、裸はだかにバスタオルを巻いただけの、湯上がりＪＫが顔を出す。

「あー。サッパリしたー。ありがと、敗斗。落ち着いたわ──……って」

　お風ふ呂ろ上あがりのカナミ様。

　ベッドの上の女子小学生とご対面。

　極ごく上じよう美少女がラブホで湯上がりという『対・遊部、瞬しゆん殺さつイベント』が開かい催さいされていたが……敗斗の行動は、遊部の吐と血けつスピードを上回った。即そく座ざに回れ右してカナミの姿を背中側へ隠かくすと「……すまん」と小さく詫わびながら、内ポケットの一万リル紙し幣へいを一枚引き抜ぬいた。

「買付！　カナミの『ポロリ』！」

　紙幣が宙空に溶とけ、《魔ま石せき通貨》の神が隷れい従じゆうする。

　直後、敗斗に聞こえたのは「きゃあっ!?」という、思いのほか可愛らしい悲鳴とバスタオルの落ちる音。

　そして──

「どぶほぉぉぉぉっぉぉおぉぉぉおおおおおおおおおおおおお!!!!!!!!!!」

　という、百合趣味小学生の断だん末まつ魔まの叫びだった。







「弁解を聞こうかしら？」

　一〇分後。同ラブホの一室にて。

　お風呂上がりにもかかわらず、再び制服に身を包んだカナミ様が足を組んでベッドに腰掛け、敗斗は床ゆかに正座させられていた。今は右の頰だけでなく、左の頰にも真っ赤な紅葉もみじがペイントされている。

「……これが一番効率的だと思ってやった。後こう悔かいはしていない」

「嬲なぶられたいの？」

　カナミ様がソックスに包まれた足の甲こうで敗斗の顎あごをぺしぺし叩たたく。

　ドＭ大歓喜のシチュエーションだが、敗斗にドＭ属性はない。しかし、今は隣となりに強力な助すけっ人とがいた。

「お願いですから、私にもその戒いましめをお恵めぐみください……」

　僧そう侶りよのように澄すんだ表情で鼻血を垂れ流す小学生。

　カナミ様が嫌なものを見たように表情をひくつかせた。

「ねえ、敗斗……。色々聞きたいことはあるけど、一番に聞くべきことがわかったわ。この子、なんなの？」

「姓せいを遊部、名を百合と申します。カナミお姉さまの下僕……いえ、犬です」

「あんたには聞いてないんだけど……」

　ドン引きするカナミ様。

　遊部はゆっくりと新たな主あるじに近付くと……まるで神こう々ごうしいものを扱あつかうような仕草でソックスに包まれたおみ足を手に取った。そのまま口づけしようとし始めたので、カナミ様が慌あわてて足を引き抜く。だがその瞬しゆん間かん、スカートが乱れて中身が見えてしまい、遊部が「こふぅっ！！！」と追加で血液を吐はき出した。
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「カナミ……。遊部はこんなだけど、いいやつなんだ」

「いいやつ要素が全然見えないんだけど」

「そうか？　二四時間、三六五日、年中無休でお前の足を舐なめてくれるぞ？」

「……あんた、あたしをなんだと思ってるの？」

「ドＳ女王。ツンデレのデレ抜き」

「あっはは～★　正解～！　ご褒ほう美びあげる～！」

「星が黒い!?　ぎゅむっ!?」

　カナミ様がソックスに包まれたおみ足で敗斗の顔面を踏ふんづける。

　遊部が「羨ましいぃぃぃいいいいいい！！！！」と血涙しながら床ゆかを転げ回った。今すぐ代わってやりてぇよ……と敗斗は死んだ魚の目をする。

　一通りカナミ様のお仕置きを受け、ドＳ女王の溜りゆう飲いんが下がった頃ころ合あいを見計らって、ようやく本題を切り出した。場所をラブホにしたのは、このためだ。街中でこれほど密談に適した場所もないだろう。

　敗斗は内ポケットから一万リル紙幣を一枚引き抜くと、カナミの目の前に掲かかげて見せる。

「これが全すべてを買えるカネ《魔石通貨》の力だ。額さえ揃そろえれば、なんでも買える悪あく魔まのカネ。そして、このカネを持つ《資産家》同士で、毎夜《取引トレード》という名の殺し合いを行っている」

「あんた……そんなことしてたの……？」

　カナミが殺さつ人じん鬼きを見るような目で身を引いた。

　当然だ。先刻の説明通りなら、敗斗は今日までたくさんの人間を殺したことになる。

　無論、実際には一人も殺していないのだが。そういえば、《地じ獄ごく》に住んでいた殺人鬼は元気かな？　と、どうでもいいことを思った。

「……ものはやりようでな。べつに、命を奪うばう必要はない。極きわめて平和的な交こう渉しようでもって、手持ちのカネをちぃっとばかしお裾すそ分わけしてもらってるんだ」

「具体的には？」

「ヤクザのような暴力的手段で脅きよう迫はくし、無理矢理に《資産》譲じよう渡との契けい約やく書にサインさせてるっス～」

　ノーマルモードに戻もどった遊部がカナミ様の絶対領域に頰ほお擦ずりする。……犬だ。いや、百合だ。カナミも大分慣れてきたらしく、遊部を犬扱いして適当に頭を撫なでてやっていた。

　敗斗は嘆たん息そくしつつ説明を続ける。

「……人殺しは『もったいない』からな」

「もったいない？」

「ああ。全ての人間には例外なく、利用価値があると思っている。全人類はもれなく俺に尽つくす義務がある。それなのに、その人間を殺してしまったら……俺の経営資源が減るだろう？」

「なにこいつ。厨ちゆう二に病なの？」

「……本物の厨二病患かん者じやにも、その内会わせてやるよ」

　金きん髪ぱつアロハのサングラスが脳のう裏りに浮うかんだ。

　本来ならノリオもこの場に呼びたかったのだが……《個人商店》の業務が忙いそがしいようで、今夜は難しいと連れん絡らくがあった。小道具が手に入らないのは辛いが、突とつ発ぱつ的事態なので仕方ない。遊部が釣つれただけでも、幸運と思わねばなるまい。

「とにかく、問題はここからだ。お前の持つアメックスのセンチュリオンカード──《クレジットカード》が、《魔石通貨》の《資産》であることが判明した」

「資産……。現金とか流動資産とか、有形・無形の固定資産とかじゃ……ないのよね？」

「いいや、合っている。ただし、その《資産》は日本円や米ドルでは換かん算さんされず、唯ゆい一いつ『リル』でのみ計上されている。そして、それにかかる費用の支し払はらいや《固定資産税》の納付も、《魔石通貨》の『リル』でしか、行うことができない」

「…………なるほど」

　カナミが顎に手をやって思案顔になった。

　表世界で不動産投資家として成功していたのが幸いした。資産や費用、税金などの知識も一通り有しているため、理解が早い。正直、助かった。あと二四時間もせず《破産》してしまう現状を前に、一から金きん融ゆう関係の知識を教えている暇ひまはない。

「……で、その『リル』を稼かせぐ手段が──」

「《遺産相続》という制度を利用した、《取引トレード》という名の殺し合いだ。一八時～二四時までの間に《資産家》を殺せば、全ての《資産》を奪える。もしくは、俺のように《魔ま紙し》で契約させてもいい」

「あとは、普ふ通つうに商売してお金を稼ぐのもアリっスね～。百合ちーはそうしてるっス～」

　ゴロゴロ、とカナミに喉のど元もとをくすぐられながら、遊部が補足する。

「もっとも、今のカナミお姉さまに商売はオススメしません。時間がない上、元手も人脈もない状じよう況きようでは、まともな手段でリルを稼ぐのは難しいでしょう。ひとまずは《取引トレード》をして、元手を集めることをオススメするっス～」

「えーっと……つまりあたしは、敗斗か百合をシメればいいの？」

「……あどけない顔でなんてことを言うんだ、カナミ。お前を助けてやろうとしてる俺や遊部を殺したら、お前が不利になる一方だろ。あと、万が一にも《取引トレード》になったら、俺たちは負けん」

「《資産家》の強さはお金の強さですからねー。よっぽど上手うまくやらない限り、資産総額の低い《資産家》が格上に勝つなんて無理なんスよ」

「え……。じゃあ、詰つんでるじゃない」

「そこで、遊部だ」

　敗斗がびしっと遊部を指差した。

　……当の本人はだらしない顔でカナミのスカートの中を覗のぞこうとしていたが。

「こいつは《情報屋》。表世界の情報はもちろん、《魔石通貨》の市場にすら詳くわしい。こいつから情報を買い、対策を立て、格上の《資産家》を倒たおす。それが一番、利益率がいい」

「なるほど。それで百合をここへ呼んだってわけね」

「みたいっスねー。でも、百合ちーの情報は『商品』なんス。いくらカナミお姉さまが美少女でも、タダでお渡わたしするわけには……」

「……だよなぁ。仕方ねぇ。初っぱなだけは俺が立て替えて──」

　そこまで敗斗が言った時、カナミが片手を上げて続きを制した。

　口元に手を添そえた表情は真しん剣けんで、頭の中がフル回転しているのが見てとれる。

「話はわかったわ。要するに、あたしは百合から情報を買う必要があって、それにお金が必要なんでしょ？　で、百合は日本円や米ドルでも情報を売ってくれるの？」

「申し訳ないっスけど、《魔石通貨》の『リル』以外はお断りしてるっス」

「でしょうね。となると、方法は一つ。……カラダで払はらうわ」

「「…………は？」」

　遊部と敗斗の反応が被かぶった。

　そんな二人を放置して、カナミ様は着たばかりの制服に手をかけると……カーディガンを脱ぬぎ捨てた。次いで、胸むな元もとのリボンを外し、ベッドの上へ放ほうり投げる。その次はソックスをずらしにかかった。

「カハァっ！！！！！」

　当然、遊部が吐血する。

　現げん役えきＪＫがラブホで生なま脱ぬぎストリップ。刺し激げきが強すぎる光景だ。

「って、ちょっと待て、カナミ！　お前、カラダで払うって、マジで言ってんのか!?」

「当然でしょ。それしか方法がないんだから。まぁ、百合の反応を見るに、ちょっと二人でお風ふ呂ろでも入れば十分なんじゃない？　あたしは二回目だし、のぼせそうだけど」

「いやいやいや！　のぼせそうとか、そんなレベルの話じゃないだろ!?　そんな簡単にカラダを安売りすんなよ！　カネなら貸してやるぞ!?」

「他人に借りを作るなんて、イヤに決まってんでしょ。それに、女の子同士でお風呂入るのがそんなに問題なわけ？」

「いや、一いつ般ぱん的にはそうなんだが……遊部だし……」

「最初はちょっと引いたけど、慣れれば可愛かわいいじゃない」

　……そういえば、カナミ様は両刀でした。

　敗斗が二の句を継つげずに硬こう直ちよくしていると、「ほら、行くわよ」と遊部をお姫ひめ様さま抱だっこして、カナミ様が再びシャワールームへ消えていく。

　敗斗はそのまま部屋に取り残されたが──

「あ、ちょっ、服は自分で脱ぐっス！」とか「そっ!?　そこは自分で洗うっス!?」とか「血でカナミお姉さまを汚よごしちゃ……え？　好きなだけ汚して？　どぶしゃぁぁああああああああ！！！」とか、散々な悲鳴が聞こえていた。

　数十分後。

　シャワールームから出て来たのは、妙みようにツヤツヤしたカナミ様。

　そして、ぐったりしながら「もう……なんでも教えるっス……」と呟つぶやく百合趣しゆ味みの小学生だった。




　　　　◇




　金持ちはどこにでもいる。

　一目でそれとわかるほど派手な身み形なりをした人間も多いが……一般人と大差ない格好をした人間はさらに多い。そういった人間は、他人から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられる快感を得るよりも、金持ちに向けられる嫉しつ妬とや僻ひがみなどの諸問題を避さけたいという意思が強いようだ。

　ともあれ、こんな日本最北の地にも《資産家》は存在していた。

　もっとも、《魔ま石せき通貨》の《資産家》は『距きよ離り』を買うことも可能であるため、観光地やリゾート施し設せつには、むしろ在ざい籍せきしている可能性が高いのかもしれない。

「あの男が、そうなのね……」

　Ａ４サイズの報告書をめくりながら、カナミ様が呟く。

　遊部から情報を買った翌日。敗斗とカナミは北海道にある大おお沼ぬま湖にて、レンタルしたモーターボートに乗っていた。ここ、大沼国定公園の周辺は非常に美しい景観を有しており、中でも大沼は『日本新三景』に選定されている。

　観光で訪おとずれるには絶好のリゾートスポットなのだが……あいにく、《魔石通貨》の《資産家》に休きゆう暇かなど存在しない。美しい湖に青い空、点在する小島がこの世の絶景を映し出していたが……そんなものはガンスルーでカネ儲もうけの算段を進める。

　ちなみに、札幌市・新千歳空港から大沼国定公園までは二〇〇キロメートル以上離はなれている上、モーターボートのレンタルなど一般人には不可能なのだが……諸問題は全すべてカネの力でねじ伏ふせた。ボートのハンドルを握にぎる今の敗斗には、各メーターが示す情報も全て理解できるし、ブレーキの存在しないボートを操縦する方法も心得ていた。……代だい償しようとして、昨夜の稼ぎはほとんど失ってしまったが。

「くっそ……！　いくら下僕だからって、アガったビジネスの利益を丸まる吞のみされてちゃ、割に合わねぇぞ……！」

「彼氏なんだから、可愛い彼女のおねだりくらい聞きなさいよ。……まっ、このカネ儲けが上手くいったら、解放してあげるわ」

「本当だろうな!?　約束だぞ!?」

「はいはい。だから、可愛い彼女乗せて必死にボートを運転しなさい」

　双そう眼がん鏡きようで対岸を睨にらむカナミ様が、こちらを見ずにシッシと右手を払う。……そう。ターゲットとなる《資産家》が、この公園に存在しているのだ。

　ボートのスピードを落としながら、敗斗も肉眼でカナミの視線を追った。

　ジーパンにチェックのネルシャツを羽織ったラフな男。年の頃ころは三〇代の後半。年ねん齢れいを考えれば服装がカジュアルすぎるような気もしたが、リゾートを楽しむためリラックスしているのだろう。その油断が、命取りだ。

　所有する《固定資産》は、確か『透とう明めい人間になる』という能力だったはずだ。

「当たり前だけど、今は見えるわね」

「ああ。市場開放時間──つまり、《遺産相続》による《取引トレード》が可能となるのは一八時以降だが、できればその前に敵が《資産》を使う場面を見ておきたい」

「見るって……透明になるんだから、見えないでしょ？」

「そのプロセスが重要なんだ。透明になるとして、着ている服を脱ぐ必要はあるのか？　もし必要なければ、肌はだに触ふれているものも一いつ緒しよに透明になるのか？　それとも、一定距離にあるものが対象となるのか？　透明になったとして、その身体からだに触れることはできるのか？　触れることができないとして、向こうからの接せつ触しよくは？　全てを透とう過かするなら、あいつは地面に立つことすらできなくなる。ならば、接触の可否を自分で選せん択たくできるのか？」

　敗斗がつらつらと仮説を述べる。

　それを、カナミ様があんぐりと口を開けて眺ながめていた。

「あんた……いつもそんな面めん倒どうなこと考えてるの？」

「重要なことだ。敵の戦力を丸まる裸はだかにし、対策を立てる。それでこそ、格上を圧あつ倒とうできるってもんだろ」

　ターゲットの男が湖の周辺を離れ、公園の中へ入っていった。

　公園という呼こ称しようになっているが、ここは北海道。広大な土地の使い方は公園にも適用されるようで、その敷しき地ち面積は都市部の公園の一〇倍以上ある。中央部にはレストランの他ほか、出店もたくさん出ていたので、食事でもするのだろう。

　敗斗とカナミはモーターボートを適当な場所に停とめ、男の後を追う。

　……色々と問題が起こりそうだが、この世の九九％の問題はカネで解決する。怒おこられたら謝罪して、日本円でたっぷり罰ばつ金きんを払おう。

「どうやら、家族や恋こい人びとと一緒……というわけではないらしい」

　ベンチに座ってソフトクリームを食べ出した男を睨み、敗斗が漏もらす。

　直後にカナミ様が「あたしも食べたい」と言い出し、敗斗は泣く泣く近くの売店にソフトクリームを調達しに行った。さすが乳製品の強い北海道。なんの変へん哲てつもないソフトクリームだったが、これまでの人生で一番美び味みだった。あと、白いクリームを舐なめているカナミ様がエロい。

「……普ふ通つうに観光を楽しんでるだけじゃない。『透明人間になる資産』とやらを使うことなんてあるの？」

　最後の一欠片かけらになったコーンを口へ放り込みながらカナミ様が呟く。

　敗斗も腕うでを組んで唸うなった。

「おっかしいなぁ……。俺がそんな《資産》持ってたら、女風ぶ呂ろ覗のぞいたり、女子更こう衣い室に侵しん入にゆうしたり、街中で見つけた可愛い子のスカートをめくったりすると思うんだが……」

「変態ね」

　カナミ様が蔑さげすんだ目でこちらを見る。

　いや、男なら当然じゃない？　と敗斗はむしろ胸を張った。

「めんどくさいわねー。ほんとにこんなことしなきゃダメなの？」

「アホか。当然だろ。あいつの資産総額は一〇〇〇万近い。ほとんどはその『透明になる資産』の金額だろうが、残りは現金。加えて、そんな《資産》を保有し、運用してるんだぞ？　ランニングコストはもちろん、《固定資産税》だって払えてるってことだ。ならば、その性能は相当戦せん闘とう向きだと考えた方がいい」

　仮説の続きだが、敗斗は敵の《資産》を『攻こう撃げき無効化能力』もあると読んでいる。

　つまり、視し認にんできないのはもちろん、こちらからの物理攻撃もすり抜ぬけるのだ。そうでなければ、『姿が見えなくなる』程度の能力で《取引トレード》を勝ち続けることは難しい。

　しかし、それにもいくつかパターンがある。そのカラクリ、仕組み、あるいはあの男が《資産》を使う時の癖くせなどがわかれば……そこから逆算し、隙すきを突つくことは十分に可能だ。これまでだってそうやって、敗斗はカネを稼かせいできたのだから。

「………………」

　しかし、そんなやり方はカナミ様のお好みではなかったらしい。

　茂しげみに隠かくれ、ターゲットの様子を窺うかがったまま……カナミは自身のスカートをウエストの位置で折り返し、丈たけを短くする。次いで、リボンを引き下げてブラウスのボタンを外し、胸元を露ろ出しゆつさせた。上下共に、下着が見えないギリギリである。

「ちょっ、おまっ!?　なにを──」

　過度に着き崩くずした制服は独特の色気を振ふり撒まいている。制服星に上陸しそうな敗斗は突とつ然ぜんのことに慌あわて、必死に目を逸そらす。

　カナミ様は自身の服装を調整しながら、敗斗へ尋たずねた。

「確認させて。あたしがやることは、あの男を殺すか脅おどすかして、カネを巻き上げる。それは合法で、《魔石通貨》を持つ者のルール。それでいい？」

「あ、ああ。そうだが、市場開放時間は一八時で──って、おいっ!?」

　敗斗が答え終わる前に、カナミが茂みから飛び出してしまった。

　反射的に追いかけようと動く身体を、敗斗が意志の力で引き止める。ここで敗斗が動くことは、どう考えても悪あく手しゆだ。敵に自分が狙ねらわれているという情報、敗斗とカナミが二人組であるという情報、下手をすれば敵の情報を握っているという情報まで悟さとられかねない。

　敗斗の脳内にある歯車が一いつ瞬しゆんでトップスピードに達した。

　この状じよう況きようの最善手。

　それは、カナミの動向を見守り、窮きゆう地ちになれば《魔石通貨》を使って逃にげ出すことだ。

　無論、敗斗一人で。

「………………っ」

　冷たくなる身体に反して、胸の心臓がバクバクと脈打つ。

　結論は出た。最善手は確定した。

　あとはタイミングを見計らって、買付注文を出すのみ。

　カナミの命がどうなるか知らないが、敗斗は助かる。絶対的安全圏けん。それなのに……敗斗の心臓は、自身が《取引トレード》する時以上のペースで鼓こ動どうを刻んでいる。

　カナミが、ターゲットと接触した。

「……ねー、おじさん。二万でどう？」

「…………は？」

「だからぁー、二万円でどう？　って聞いてるんですけどぉー。……あ。でもおじさん、結構タイプだから、特別に一万五〇〇〇円イチゴーでもいいよ？」

　敗斗が聞いたこともないような猫ねこ撫なで声ごえを上げながら、カナミが男に近付く。

　ベンチに座っていた男に合わせて、カナミもその場にしゃがみ込んだ。丈の短いスカートに、だらしなく開いた胸元。おそらく男からは、上下共に丸見えだろう。

「おじさん、北海道の人じゃないよね。北海道の思い出、作りたくない？」

「あ、ああ…………」

　鼻の下が伸のびただらしない顔をしながら、男が頷うなずく。

　カナミは「やった！」と喜びながら中ちゆう腰ごしになり、両手で男の頰ほおに触れた。ゆっくり顔を近づけてくるＪＫに、男も意図を察したのだろう。唇くちびるを突き出して、目を閉じた。

　──その瞬しゆん間かん、カナミ様の目が鋭するどく光る。

「でりゃぁっ！！！！！」

　男の股こ間かんに膝ひざ蹴げりが入った。

　声にならない声で男が呻うめき、俯うつむくと同時、今度は回し蹴りが首筋を刈かり取る。流れるような華か麗れいな動き。見事な連れん携けい。一瞬の出来事。目もく撃げき者は皆かい無むで、仮にいたとしても、自分の目の錯さつ覚かくだと思うだろう。それほどまでに、見事な体たい捌さばきだった。

「ふぅー。……これでいいんでしょ？」

　気絶した男を見下ろしながら、近付いてきた敗斗に尋ねるカナミ様。

　あまりの出来事に、敗斗も啞あ然ぜんとしていた。

「おっ、お前なぁ……！　市場開放時間は一八時からだって言っただろ!?」

「なによ。べつに、一八時まで拘こう束そくしとけばいいんでしょ？　ていうか、契けい約やく書にサインさせるだけなら、時間は関係なくない？」

「………………」

　確かにそうだ。

　いや、細かいことを言えば《魔ま紙し》の調達や奪うばった《資産》の査定・売ばい却きやく等も行えないのだが……カネを儲けるという本質だけに限れば、これで事を成したことになる。

「なーんだ。命いのち懸がけの殺し合いって聞いたからビビっちゃったけど、やってみると簡単ねー。まっ、あたし天才だし？　カリスマ少女・カナミ様には、これくらい朝飯前ね！」

　ブイっ、とピースサインを送ってくるカナミ様に、無言の敗斗。

　これまで策を用いて大物資産家をハメ続けた敗斗とは、全く違ちがうアプローチを見せつけられた。

　つまり、戦いすらしない勝利。

《取引トレード》をせず、《資産》を攻こう略りやくせず、それどころか使わせすらしない。

　戦いは始まる前に終わっていて、ただ『カネを稼いだ』という事実だけを得る。ノーリスク・ハイリターン。過程を全すべて省略して最短で結果に辿たどり着く。

　まさしく、天才の所行だ。

「………………」

　表世界の資産家は、裏世界の《資産家》としても活かつ躍やくできるらしい。

　わけのわからない方法で自分以上の成果を上げたカリスマ少女に、敗斗はただ引き攣つった苦笑いを送ることしかできなかった。








第三章　正義









「今日はあたしの奢おごりよー！　みんなジャンジャン飲んじゃってー!!」

『うぇーいっ！！！』

　札さつ幌ぽろ市しにある歓かん楽らく街・すすきの。

　その一画にあるホストクラブ『レジェンド・ナイト』のＶＩＰルームを丸ごと貸切にしたカナミ様が景気よく叫さけぶ。てっきり、先日のようにイケメンホストを何人も侍はべらせるのかと思いきや……今後の親交をかねて、おなじみの面子メンツが集められていた。

　参加メンバーは、敗はい斗と、メリア、クロエ、遊あそ部べ、ノリオである。成人しているノリオや精神年ねん齢れいの高いクロエ、遊部はともかく、メリアにこのネオン街を見せるのは気が引けたのだが……「わたしだけお留守番はイヤですぅーっ！」と言うことを聞かなかったのだ。

　ちなみに、招待メンバーの交通費も、全てカナミ様の奢りである。

　……いったい、いくら儲もうかったんだ。

「いやー！　最っ高ね、《魔ま石せき通貨》！　こんないいもの、なんで早く教えてくれなかったのよぅ！」

　うりうり、と赤い顔をしたカナミ様がシャンパングラス片手に頰を突っついてくる。

　敗斗は鬱うつ陶とうしそうな顔をしながら、形の良い指を押しのけた。

「飲んだくれオヤジみたいな絡からみ方をやめろ！　つか、お前一七歳だろ！　なに普ふ通つうに飲酒してんだよ！」

「あー。あたし、三回ダブってるから、実は二〇歳なのー」

「噓うそつけっ！」

「じゃあ、このシャンパングラスに入ってるの、実はジンジャーエールなの。酔よってるのは雰ふん囲い気きよ、雰囲気。ほら、飲んでみ？」

「どさくさに紛まぎれてマスターと間接キスしようとするのをやめなさい。アルコールなど、頭脳派のマスターには、ただの毒です」

　黒くろ髪かみロングに『たわわ』な美少女、クロエさんが割って入った。

　いつも通りの真顔だが、どことなく不ふ機き嫌げんそうな雰囲気がある。敗斗が北ほつ海かい道どうでカナミと一いつ緒しよだったことが面おも白しろくないのだろう。

「カナミさんが《魔石通貨》の《資産家》になられたのなら、丁度いいです。言っておきますが、私は『全ての《資産》とリース契約を結べる』という最高の《資産》です。あまり調子に乗っておられると実力行使に出ますので、そのおつもりで」

「……ほーん。なるほど。女に縁えんのない敗斗が急にメイドを雇やとい出したと思ったら、そういうことだったのね。でも、関係ないわ。あたしは《資産家》よ。《資産》と《資産家》。どちらの立場が上か、考えるまでもないでしょう？」

　顔を赤らめたカナミ様が嗜虐的な笑えみを浮うかべると、真顔のクロエに青筋が浮かんだ。……今さらだけど、このメンバーで飲み会って、事実上の戦争じゃね？

「よく言いました。かつて《資産家》を単独で屠ほふっていた実力をお見せしましょう。さあ、お覚かく悟ごを──！」

　クロエの背後にある空間が歪ゆがみ、そこら中から無数の《資産》が顔を出した。

「ちょっと待て！　ここで戦争始める気か!?　つかそれ、カネはどこから──!?」

「ご安心を。昨夜から今夜にかけて、自力で稼かせぎました。今から目の前の《資産家》を倒たおし、さらにお金を稼ぎます」

「それ、もしかしなくてもカナミのことだよなぁ!?」

　敗斗が全力で止めにかかろうとしたが、カナミ様は余よ裕ゆうの表情を浮かべるばかりだ。クロエの脅きよう威いを理解していないのなら、仕方ないことだろう。

　だが、カリスマ少女に常識は通用しない。

　全ての過程を無視し、ただ結果だけをもぎ取る。

「払はらうわ。その女に『性せい欲よく』をやって」

「────んくっ!?」

　カナミ様の手元で一万リル紙し幣へいが溶とけると同時、クロエが脚あしの付け根辺りを押さえて腰こしを曲げた。

　空中に浮かんでいた無数の《資産》も、全て後ろに引っ込む。

「あら？　どうしたの、クロエ？　あなたのような理知的な女が、まさか性欲に溺おぼれているわけじゃあ、ないわよね？」

「まっ、まさか……！　この私が、そのような……！」

「そうよね。だから、追加で払ってあげる。二万リル」

「────ぅんっ!?」

「意外と頑がん張ばるじゃない。はい、三万リル」

「～～～～～っ!!」

　声にならない悲鳴を上げて、クロエが床ゆかに倒れた。

「ちょっ!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」と敗斗が駆かけ寄って抱だき起こすと……真顔のクロエが頰ほおを真っ赤にし、浅い呼吸を繰くり返しながら瞳ひとみを潤うるませている。

「マスター……押し倒しても、いいですか……？」

「いや、ダメだろう」

「さっ、先っちょだけっ！」

「なに言ってんの!?」

　慌あわてた敗斗が「正気に戻もどれっ！」とガクガク前後に揺ゆすると、数秒してクロエの頰から赤みが消えた。直後、いつものように冷静な真顔で立ち上がると、衣服を整える。

「……失礼しました。私ともあろう者が、少々取り乱してしまったようです」

「お、おう」

「申し訳ありませんが、ちょっとお手洗いに。下着を替かえて参ります」

「………………」

　なんで下着を替える必要があるのかとか、それ言う必要なくない？　とか、あらゆるツッコミを敗斗は放ほう棄きした。

　クロエは確かに理知的だが、性欲に溺れているのは割と平常運転な気もする。

「え、えっちなのはいけないと思いますっ！」

　ぐったりした遊部を介かい抱ほうしながら、メリアが声を上げる。

　床が鮮せん血けつに染まっているところを見るに、またもや遊部は瞬しゆん殺さつされたようだ。

「あら、メリア。性欲は誰だれにでもあるのよ？　自然なことなのよ？」

「でもでも！　えっちなのは、いけないんですぅー！」

「まったく……これだからお子ちゃまは……」

　そう言いつつ、カナミ様が《魔石通貨》を構える。

　おい、ちょっと待て。なにする気かわからないが、とりあえずやめろ──そんな忠告を敗斗が発する前に、ドＳ女王は神に命じる。

「払うわ。メリアの『恋こい心ごころ』をあたしに」

「…………はうっ!?」

　途と端たん、メリアがぽーっとした表情でカナミ様に見み蕩とれ始める。

　先ほどのクロエの買付注文で感覚を摑つかんだのだろう。一度に五万リルも払えば、《魔石通貨》の悪あく魔まはどんな女も落としてくれる。

「さあ、メリア。こっちへ来なさい。可愛かわいがってあげるわよ？」

「でっ、でもでも！　えっちなのは────!!」

「このあたしが抱いてあげるって言ってんの。今すぐ来なさい。五秒以内に来なかったら、今夜は他ほかの子にするから」

「……っ。カナミさーん！」

　メリアがカナミに飛びついた。

　すごい効果だ。女の子同士とはいえ、遊部との身体的接せつ触しよくすら警けい戒かいするメリアがイチコロである。《魔石通貨》の悪魔も面めん目もく躍やく如じよといったところだろう。

　ぐりぐり額を押し付ける勢いで抱きついてくるメリアの腰に手を回しながら、カナミ様がカマボコのような目でニヤニヤする。

「うっしゃっしゃっしゃ！　どう、敗斗？　可愛いメイドを寝ね取とられた気分は？」

「寝取られちゃいねぇし、俺にＮＴＲ属性がない以上、普通に嫌けん悪お感かんしかねぇよ」

「だが、それがイイっ!!　うひゃっほーいっ！」

　うひゃっほーいってなんだ。うひゃっほーいって。それ、仮にも美少女な現げん役えきＪＫが上げていい類たぐいの奇き声せいじゃないだろ。

　敗斗が死んだ魚のような目で傍ぼう観かんしていると、ついにあの男が動く。

　この場にいるメンバーの最年長。一四歳の頃ころから不治の病やまいに抗あらがい続ける重病患かん者じや。つまり、ノリオである。

「……正直、恐おそれ入ったぜ、カナミ嬢じようちゃん。これほど濃こい面子の中にあって、その全てを平へい伏ふくさせるとは……」

　今日も今日とて、派手なアロハシャツに身を包んだ金きん髪ぱつ男は、意味ありげにサングラスを中指で持ち上げる。そんな不ふ審しんな男を前にしてなお、カナミはメリアの腰を撫なで回しながら、ふんぞり返ってみせた。

「当然よ。なんてったって、あたしはカリスマ！　お金はいつの世も、天才の手の内に集まるのよ!!」

「ほう……そうかい。……それで？　カナミ嬢ちゃんは、そのカネでなにを手にしようっていうんだい？」

「────世界を」

「なん……だと……!?」

「この世全すべての財！　この世全ての悪！　権力！　美女！　イケメン！　ありとあらゆる全てを、あたしは手に入れる！　なぜなら──あたしこそが、世界なのだから……っ!!」

　なるほど、わからん。

　どうやら、カナミ様は相当酔っぱらっているようだ。文法も文脈も滅め茶ちや苦く茶ちやで、なにを言っているのかサッパリわからない。一応、彼女の言げんを信じるなら、グラスの中身はジンジャーエールという健全飲料のはずだが……お金大好きなカリスマ少女が『究極のカネ』を手にしたことにより、軽くテンションＭＡＸになっているらしい。

　酔っぱらいの相手をさせて悪いな、と敗斗はアイコンタクトを送ったが──

「敗斗ぉ！　やべぇよ！　強力なライバル出現じゃねーか!!　どうする!?　こうなりゃ、『組織』に連れん絡らくして、封ふう印いん指定されていた『ラグナロク計画』を発動させるしか──!!」

　……余計ややこしくなった。

「そうだな。あの計画をついに発動させる時かもしれない。さしあたって、『皇こう帝てい』に進しん撃げき許可をもらってくれ。お前には再度、『裏切りの刃やいば』として動いてもらう必要があるかもしれない。その時まで、待機してくれ」

「敗斗……！　わかったぜ！　今すぐ準備しておく！」

　なにを、とは聞いてはいけない。

　ノリオがド派手なガラケーを取り出し、「こちらパラダイム・ダスト。コード・ゼロのレギュレーションを頼たのむ」などと意味深な連絡をとっていたが、詳しよう細さいを窺うかがってはいけない。チラリと見えたガラケーの発信先が『おかん』と表示されていたような気もするが、見なかったことにする。

　その頃にはメリアも正気を取り戻し、「うえーん！　わたし、えっちですぅーっ!!」などと叫さけびながら、お手洗いの方へダッシュして行った。……クロエと二人、しばらく籠ろう城じようしているのが吉きちだろう。

　遊部は返事がない。ただの屍しかばねのようだ。

　敗斗は嘆たん息そくしつつ立ち上がり、グラスにドリンクを注ぐ。

　こっちは正しよう真しん正しよう銘めいのジンジャーエールだ。

「あー、楽し。最高の夜ね」

　それなりに付き合いの長い敗斗でも、数えるほどしか見たことのない表情をするカナミ様。これは、本当の笑顔。心底楽しんでいる時の表情だ。

　いつの間にかカナミ様のグラスが桜色に染まっており、近くにはアネモネの花が刻印された美しいボトルが転がっている。……そのボトルの中身は確か、ベルエポのロゼとかいうキャバ嬢じよう御ご用よう達たしの高級シャンパンだった気がしたが……敗斗はこれも見なかったことにする。

　それよりも、今ここで、言うべきことがある。

　敗斗はグラスを片手に、カナミの隣となりへ腰を下ろした。

「おっ。なにー？　イケメンホストの出張サービス？　あたしの指名が欲ほしいなら、パンツ見せなさいよ」

「キャバ嬢に絡からむおっさんみたいなテンションをやめろ。つか、俺はイケメンじゃねぇ。せいぜいヤクザ顔だろうが」

「んー？　ああ、敗斗？　視界がぼんやりしてるせいか、ほんのりイケメンに見えるわよ。今ならちょっとだけサービスしてあげるー」

　グラスの中身を飲み干し、赤い顔をしたカナミ様が敗斗の肩かたへ頭を預けてくる。……なんだったら、敗斗の方がキャバクラにでも来ているような気分だった。

　しかし、制服星に上陸しかけている敗斗でも、今は動じない。

　大切な話をしなければならないのだ。

「……カナミ。気分よく酔よってるところ悪いが、言っておくべきことがある」

「んー？　なにー？」




「そのカネ、捨てろ」




　闇やみより暗い瞳で少女を射い抜ぬく。

　赤い顔をしたカナミ様は「……ひっく」としゃっくりをしながら、ボンヤリとした目で敗斗の方を見ていた。

「《魔ま石せき通貨》の《資産家》は命を狙ねらわれる。それはこの《市場》の定めだ。ほとんどの《資産家》は《夢》を奪うばわれているため、この呪じゆ縛ばくから逃のがれることはできないが……お前は違ちがう。お前は《夢》を失っていない。《クレジットカード》の負ふ債さいさえ完済できれば、真っ当な生活に戻れるんだ」

　カナミが『透とう明めい人間になれる』資産家を倒たおして得た利益を、敗斗は知らない。

　しかし、遊部がその標的を紹しよう介かいした以上、カナミの《クレジットカード》の代金を支し払はらえるくらいの利益は見み込こめたのだろう。そして、今現在のカナミがこんな宴えん会かいを開いていることを鑑かんがみるに、十中八九、予想以上の収益を上げたことは明らかだ。

　ならば、答えは一つ。

　必要となる支し払はらいを行い、残ったカネを全て捨てて、この《市場》から離り脱だつする。

　一いつ般ぱん社会で《夢》を叶かなえ、本来あるべき真っ当なやり方で幸福を摑む。それが、カナミに許された……カナミだけに許された、奇き跡せきのような特権なのだ。

　無論、敗斗の作り上げた《銀行》──ひいては、『幸福のねずみ講』においても《夢》を取り戻すことは可能だが……そんな付け焼き刃ばの方法をいつまでも《政府》が認めているとは考えづらい。カネを回すための歯車が止まり出せば、当然、修理を行うだろう。ならば、正規の方法でこの《市場》から抜け出せるカナミは、やはり特別なのだ。

　カナミは敗斗の肩から離はなれると、スクールバッグに手を伸のばした。

　その中から真っ黒な紙し幣へいを手に取ると、再び宙に向かって掲かかげる。

「……払うわ。『快楽』をちょうだい」

　一万リル紙幣が宙に溶とけ、カナミの身体からだを薄うす紅べに色いろの靄もやが包み込んだ。

「……んっ。……なにこれ、サイコー。超ちよう気持ちいい。あんたもやってみる？」

「────カナミっ！」

　だらしないトロ顔で一万リル紙幣を近づけてくるカナミを𠮟しつ責せきすると、心底嫌いやそうな顔をして耳を塞ふさいだ。

　……こうなると、もうダメだ。

　長い付き合いなのでよくわかる。こういう仕草をする時のカナミは、もう他人の意見に耳を貸さない。心をシャットアウトしてしまうのだ。

「……うっさいわねー。わかってるわよ。あたしを誰だと思ってんの？　カナミよ？　カリスマな魅力と書いて、カナミなのよ？」

「…………そうかよ」

「《クレジットカード》の支払に必要なお金は、ちゃんとプールしてあるわよ。余分なお金をどうしようと、あたしの勝手でしょ？　捨てるなんてもったいない。お金は使ってなんぼよ。しっかり楽しまなくっちゃ」

　そう言うと、カナミは追加で『快楽』の買付注文を出した。

　……《魔石通貨》は、なんでも買える。

　だが、一般通貨で買えない『超ちよう常じよう現象』を買う場合、その金額は破格となるのが常である。よって、ほとんどの《資産家》は低コストで『超常現象』を起こせる《固定資産》を保有し、運用する。だが……金額を指定して現金で買付するというのも、一つの方法であった。

　もちろん、金額が足りなければ注文が成立せず、無む駄だにカネだけ溶けるし、金額が少なければ起こる現象も小さかったり、時間が短かったりする。本来はデメリットでしかないこの仕様も、『快楽』に限って言えばプラスに働いているらしい。現に、すぐ消えるもどかしさに刺し激げきされ、カナミは何度も『快楽』の買付を繰くり返していた。

　見かねた敗斗が「もうやめろ。それ以上は身体に毒だ」と止めに入ると、「わかったわよ……」としぶしぶ課金の手を休めた。

　しかし、カナミ様のご機き嫌げんはがっつり損そこねてしまったようだ。

　わかりやすく「……ぶっすー」とむくれると、「もういい！　あんた、下僕クビ！」と言って敗斗を追い払い、再びグラスの酒をちびちび飲み始めたのだった。




　　　　◇




　敗斗たちが北海道を後にする飛行機に乗り込んだのは、日曜日の夕方だった。

　カナミ様の下僕を解放され、晴れて自由の身となった敗斗は一刻も早く帰りたかったのだが……二人のメイドたちが猛もう反はん対たいした。「ますたーだけ北海道で遊んでずるいですぅーっ！」「そうですね。カナミさんとラブホへ行ったのは頂けません。私とも同行をお願いします」と主張するメリアとクロエに引きずられ、北海道観光に付き合わされた。

　無論、ラブホだけは断固として拒きよ否ひし続けたのだが、観光に関しては二人とも楽しんだようでなによりである。ウニやイカ、イクラなどの海産物はおいしかったし、どこまでも続く長い道、のどかで広大な風景も美しかった。

　もっとも敗斗は「貴重な休日を家族サービスで浪ろう費ひするサラリーマンって、こんな気持ちなのかな……」と終始枯かれた目つきで悟さとりの境地だったが。

「楽しかったです～♡」

「ええ。そうですね。国内ということで過小評価しておりましたが、リゾート地としてもなかなかのものです。マスター。私たちのハネムーンは北海道にしましょう」

「……なあ、《タクシー》で帰らないか？」

「「飛行機がいいです」」

　声を揃そろえるメイドたちに気け圧おされ、押し黙だまる敗斗。

　これでは、どちらがご主人様かわかったものではない。

　諦てい観かんのため息をつき、シートベルトを締しめる。次いで、ポケットからケータイを取り出し、機内モードに切り替かえようと操作していると……着信を示す画面が表示された。発信者は『非通知』となっている。

「………………」

　なんだか、非常に悪い予感がする。

《敗者の呪のろい》に蝕むしばまれている身としては、是ぜが非ひでもスルーしたい着信なのだが……こういう面めん倒どう事ごとを避さけると、後でもっと面倒になるのが彼の人生である。

　確定したバッドイベントに再びため息をつきながら、敗斗は受話ボタンをタップした。

『よう。あたし、あたし』

　新手の詐さ欺ぎだろうか。

「どちら様か知らないが、俺は今、飛行機の中だ。あと数分後には雲の上になる。てことで、電話切るぞ」

『なんだよ、つれねーなー。一いつ緒しよにビジネスやった仲じゃねーか。今、面おも白しれーことやってっから、招待してやるよ』

「…………は？」

　口にできたのは、そこまでだった。

　瞬まばたきする間に、風景が切り替わる。オレンジに滲にじむ夕ゆう陽ひ。柔やわらかな雲。肉眼で観察するそれは、飛行機の窓ガラス越ごし以上の情動を与あたえてくれる。そして、下にはキラキラと輝かがやく水面みなも。

　数分も待つ必要はなかった。

　僅わずか一いつ瞬しゆんで、雲の上に投げ出された。

「ふ、ふえええ!?　ままま、ますたー！　これは一体──なんかデジャヴがーーー!?」

「ちょっと待ちなさい、メリアさん！　まさかあなた、マスターと空のデートでもしたことがあるような、そんな口ぶり──落ちますーーー!?」

　敗斗だけではない。

　すぐ近くでメリアとクロエも同じように自由落下を始める。

　真下は海だが、高所から落下すれば水面もコンクリート並みの硬かたさを有する。敗斗は内ポケットから《魔石通貨》を取り出し、買付注文を出そうと──

『あー、心配すんな。ちゃんと受け止めてやるよ』

　声はスピーカーモードになったスマホから。

　見れば、敗斗たちの真下には海だけでなく船があった。

　それも、ただの船ではない。豪ごう華か客船だ。近付くほどにわかる、尋じん常じようでない大きさ。客室の窓を見るに、六階建て以上。外がい殻かくや甲かん板ぱんも金や宝石で無駄に装そう飾しよくされ、客室の最上階にはプールまでついている。

　敗斗たちの落下地点とそのプールの位置が重なり……三人は妙みように弾だん力りよくのある水の中へと、着の身着のまま突つっ込んだ。

「ぶはっ!!　げほっ、げほっ！　メリア！　クロエ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あう～。だ、だいじょうぶ、れす……？」

「少々めまいがしますが、身体に損傷はないようで……す……？」

　プールの水面から顔を出した二人は、確かに怪け我がなどしていないようだった。

　ただし、おかしなところもある。

　二人とも、なぜか水着なのだ。

　クロエはきわどいラインを描えがく黒のセパレート。真っ白な素す肌はだとの対比が妙に艶なまめかしい。頭にメイドを象しよう徴ちようするヘッドドレスが残っているのは、誰だれかの趣しゆ味みなのか。

　そして、メリアは旧式のスクール水着に身を包んでいた。旧式といっても水みず抜ぬき穴がついているだけで、基本は簡素な紺こんの水着なのだが……ロリコン御ご用よう達たしの衣い装しようとして名高い。もちろん、名札には『めりあ』と平仮名で名前が入っている。

　敗斗も水着の装よそおいとなっており、一体なにが起きたのかと周囲を見み渡わたしていると……プールサイドのリクライニングチェアに人ひと影かげがあった。

　パレオ付きの豪ごう奢しやな真しん紅くの水着を身に纏まとい、芸能人がするような派手なサングラスを頭にかけている。髪かみの毛も炎ほのおのように燃える赤。獰どう猛もうな笑えみを刻む口元には、いつものタバコではなくトロピカルジュースのストローがくわえられていた。

「よう。久しぶり」

　日本一の《資産家》。《銀行》の頭とう取どり。異名は《真紅あかい暴力》。

　絶対的勝者・白しろ星ぼし勝しよう子こがそこにいた。







「呼び出すにしても、もうちょっと穏おん便びんな方法はとれなかったのか……」

　プールサイドで勝子と同じドリンクを啜すすりながら、敗斗がげんなりする。

　真紅の勝者はいつも通り強気な笑みを浮うかべた。

「いやー。なんかそういうの、面倒じゃん？　それに、前回あんな別れ方しちまったから、ちょっと恥はずいし」

「じゃあ、なんで呼んだんだ」

「久々にお前らと遊びたいと思ってなー」

　にしし、と笑う笑え顔がおは妙に無む邪じや気きで人ひと懐なつっこい。

　妙みよう齢れいの美人。圧あつ倒とう的戦せん闘とう力を保有する彼女とは、随ずい分ぶんアンバランスに思えた。

「実は最近、トモダチが遊びに来てくれたんだけどよー。いらねーっつーのに、無理矢理こんな船貸し付けてきたんだぜ？　ヤミ金業者かと思ったわ」

「そりゃ、いいお友達だな」

「つっても、この船ん中、あたししかいないんだぜ？　なにこれ。新手のイジメ？　なんか、あたしが邪じや魔まだから島流しにして、ハブにでもされてんのかと思っちまうぜー」

「………………」

　否定できない敗斗である。

　白星勝子は日本一の《資産家》だが、それは裏を返せば、日本一の厄やつ介かい者ものでもあるということだ。正面戦闘は絶対に避さけたいし、できるならあらゆる厄介事に関かかわってほしくない。この勝者なら、面倒事の全すべてを拳こぶし一つで吹ふき飛ばしかねない。

「クロエさーん！　どっちが長く潜もぐれるか競争しましょー！」

「いいですよ。では、勝った方が一週間マスターと同どう衾きんできることにしましょう」

「……どうきん？　ってなんですかー？」

　プールで遊ぶメイドたちから不ふ穏おんな会話が聞こえてきた。

　空気を読んで勝子と二人きりにしてくれるのはありがたいのだが……それはそれ、これはこれである。敗斗が注意しようと腰こしを上げると、二人が同時に水の中へと潜った。すでに勝負は始まったようである。

　敗斗は嘆たん息そくしつつ席へ戻もどり、トロピカルジュースに口をつけた。

　そういえば、この勝者へ言わなければならないことがあったのだ。

「……俺が《地じ獄ごく》にいた間のノリオへの融ゆう資しの件けん、感謝している」

　そう。それを言う機会を、敗斗はようやく得た。

　遊部やノリオには《地獄》から帰って早々に礼を言い、物理的にも精神的にも礼を尽つくした。具体的には、メリアとクロエによる接待とか。《地獄》での厨ちゆう二に病冒ぼう険けん譚たんとか。

　しかし、多た忙ぼうを極きわめる勝子にだけは、今の今まで一度も言えていなかったのだ。

「構わねーさ。今、あの子がすぐ傍そばで笑っている。これで貸し借りチャラだな」

　そう言って、勝子がプールではしゃぐメリアへ目をやった。

　その眼まな差ざしはまるで、母親のように温かだ。

「ついでと言うには大きすぎるが、《夢》を取り戻せたことにも感謝している。おかげであたしは、真の『幸福』に向かって歩き出せそうだ。……だが、『幸福のねずみ講』は、広がりが遅おそい。この点に関しては、《銀行》の頭取として謝らねーといけないかもな」

　いつでも強気な勝子が、少しだけきまりの悪そうな表情をする。

　もっとも、《銀行》を作った敗斗からすれば、それは想定の範はん囲い内だった。

　幸福のねずみ講……資産家が奪うばわれた《夢》を取り戻すための仕組みは、一時的に全財産を失い、《破産》する必要がある。《魔ま紙し》で契けい約やくして一時的に全財産を他人に譲ゆずるなど、やり方はいくらでもあるが……それでも《破産》を嫌いやがる人間は多いだろう。

　日本人はお金を汚きたないものと見なし、欲ほしいのに欲しくないという矛む盾じゆんした思いを抱かかえている人間も多い。よって、お金に関する知識が乏とぼしく、『借金』や『破産』の正体も知らぬまま、無意識に避さけてしまう。結果、リスクを避けられるがチャンスも遠ざける。そうしているうちに《政府》が対策を立て、《夢》を取り戻す機会を永遠に失うのだ。

「……仕方ないことだ。人は他人に機会を与えることはできるが、その機会を享きよう受じゆするかどうかは当人次し第だいだ。あんたが責任を感じる必要はない」

　もとより、それはある意味、オマケのようなものだった。

　メリアを救う必要があり、勝子の《夢》を買い戻す必要があった。その過程で全資産家を解放できる仕組みを組み込めたから、そうしたに過ぎない。あくまで本質は前者であり、ねずみ講は付ふ随ずい物ぶつ。それで助かった人間が数人でもいたなら、儲もうけものだろう。

「それで、お前はどうする？」

　真紅の勝者が真正面から敗斗を見み据すえる。

「《政府》の内部情報を手に入れた。近々、《市場》に関するルールが変わるだろう。そうなればおそらく、『幸福のねずみ講』でも《夢》を取り戻せなくなる」

「……《政府》の内部情報なんて、よく手に入ったな」

「いいツテがあってな。まっ、そんなことはどーでもいい。で、どうする？」

「………………」

　実を言うとそれは、敗斗が《現世》に戻ってからずっと考えていたことだった。

　かつて計上された『不ふ渡わたり小こ切ぎつ手て』の負ふ債さいが帳消しとなった以上、敗斗自身も『幸福のねずみ講』を使って一時的に《破産》すれば、かつて失った《夢》を取り戻せるのだ。

　敗斗は《破産》など恐おそれない。

　知識は十全にあり、《破産》すればどうなるか知っていることはもちろん、《魔紙》の契約を用いて上手うまくやれば、ノーリスクで《夢》を取り戻せると確信している。その後《魔ま石せき通貨》を用いて《夢》を叶かなえれば、本当の意味で『幸福』になれる。そのためにこんな《市場》へ入り、今日まで神経をすり減らしながら戦ってきたのだ。

　答えは最初から決まっていて、悩なやむ必要がなかった。

　それなのに、そんなことをずっと、《現世》に戻ってから考え続けてきたのだ。

「…………やめとくよ」

　敗者の少年は、自じ嘲ちようしながらそう言った。

「子どもの頃ころの宝箱に、いったいどんな『宝物』を仕し舞まい込んだのか……今の俺にはわからない。けれど、大人になった今の俺が開けたら、きっとくだらなくて、笑っちまうようなものだろう。大人には大人の、見るべき相応ふさわしい《夢》がある。……俺は、そう思っている」

　敗者の戯ざれ言ごとめいた言い訳を、クツクツと笑いながら勝者が聞いている。

　そうだ。言い訳だ。やせ我が慢まんだ。

　だから、どうした？

　貫つらぬき通した噓うそは真実になる。

　大人は辛つらくとも、見み栄えを張らねばならない時もあるのだ。

「勝者の慈じ悲ひだ。その真意は、またの機会に聞かせてもらうとしよう。久しぶりに楽しい会話をさせてもらったぜ」

　勝子がテーブルの上の箱からタバコを引き抜ぬき、百円ライターで火をつけた。

　勝利の一服は格別の味だろう。

　気づけば、夕ゆう陽ひが水平線の彼方かなたに沈しずみかけていた。船のデッキは間接照明で幻げん想そう的なムードに照らされていたが、そろそろ子どもたちは帰る時間だろう。明日あしたからまた学校だ。クロエが稼かせいでくれるおかげで資し金きん繰ぐりには余よ裕ゆうがあるので、しばらくは真ま面じ目めに高校生をやるのも悪くない。

　敗斗は立ち上がり、家路につくためメリアとクロエに声をかけようとしたが──直前で勝子に呼び止められる。

　久しぶりの再会。楽しい会話。また遊ぼうと手を振ふる帰り道。

　そんな長閑のどかな日常にふさわしいような気けだるさで、なんでもないように言ってのけた。




「ああ、そうだ。近々、白しら雪ゆき奏かな美みを殺すから」




　世界が色を失った。

　否いな、それは敗斗の幻想で、彼の意識が思考停止に陥おちいった際の錯さつ覚かくに過ぎない。

　いま、この勝者はなんて言った……？

「さっきチラっと話に出た、《政府》密告者の依い頼らいでなー。なんでもその女は、親おや父じの《クレジットカード》を不当に使用しているんだと。これまでは額が少ないから見み逃のがしていたらしいが、ここ最近、一気に使う額が増えて対応に困っているらしい。もともと、その使用限度額は親父に合わせて設定されたもんだから、その女には分不相応なんだとよ」

　美味うまそうに紫し煙えんを吹く勝者。

　真紅の裁定が、一七歳の少女に下されようとしていた。

「《クレジットカード》の……コンシェルジュ？とやらが限度額引き下げを願い出たそうだが、その女に無視されたらしい。で、可哀かわい想そうだから、ちーっとだけあたしが協力してやろうと思ってな」

「そんな……はずは……。《クレジットカード》の支し払はらいに必要なカネはプールしてるって、カナミは……」

「詳くわしいことは知らねーけど、直近の利用明細ならあるぞ？」

　ほらよ、と投げ渡わたされた明細を受け取る。

　すぐに目を落として確かく認にんすると、土曜日の夜……おそらくはあの宴えん会かいの直後から利用頻ひん度どが激増していた。用よう途とのほとんどは『快楽』。それを見ただけで、敗斗は全てを悟さとった。

　カナミは《魔石通貨》で買う『快楽』を気に入っていた。

　中毒性が高いと見て敗斗は止めに入ったが、きっとあの後も現金で買付を繰くり返していたのだろう。より強い刺し激げきをより長く買うため、買付に使用する金額もどんどん大きくなっていった。すぐに余よ剰じよう資金が底をつき、《クレジットカード》の支払用にプールしていたカネに手をつけ、それも溶とかした。そしてその後は、《クレジットカード》を使って『快楽』の購こう入にゆうを繰り返しているのだ。

　明細金額の合計欄らんを見ると、既すでに限度額ギリギリまで負債が積み上がっていた。

　当然、そんな大金を一いつ括かつ払ばらいできるはずもなく、全ての金額がリボ払いに──『リボルビング払い』に設定されている。『リボルビング払い』とは分ぶん割かつ払いの一種で、毎月支し払はらう金額をカード所有者が自由に設定できるというメリットがある。しかし、リボ払いの金利は破格で、未み払ばらいとなっている残高には高額な利息がつくことが常である。

　カナミが設定した毎月の支払額は一万リル。

　しかし、積み重なった未払金額は一〇〇〇万を超こえており、リボ払いによる未払残高には月に三〇％の利子がつく取り決めとなっていた。つまり、なにもしなくても毎月三〇〇万以上の利息が加算されていくのだ。毎月一万ずつ払はらっても、完済できるはずがない。

　おまけに、未払残高が一定額を超えると、月次の支払とは別に利息の特別徴ちよう収しゆう──要するに、利息だけ別に請せい求きゆうされる取り決めとなっていた。そうなれば、最低でも毎月三〇〇万以上の支払が必要となる。

　今のカナミに、それだけのカネを回す能力はない。

「あんの……バカっ……!!」

　欲よく望ぼうに溺おぼれ、自分の支払能力以上にカネを使ってしまうなど、《資産家》が最もやってはならないことだ。怠たい慢まんによる《破産》は、赤あかっ恥ぱじ以外の何物でもない。

「放ほうっておいても資金ショートにより《破産》するだろうが……《政府》はそれじゃ、面おも白しろくねーんだろうな。その女は大した《資産》も持ってないみたいだし、正規の参入方法じゃないから《夢》も徴収されていない。大損する前に殺しちまえ、ってわけだ」

　赤のマルボロを吹ふかしながら、勝子が脚あしを組み変える。

　傲ごう然ぜんとした態度は勝者にふさわしい。

「お前の知り合いだから、一応、声かけとこうと思ってな。問題ないな？」

「なにを言って────！」




「《正義》は、こちらにある」




　ぐじゃりっ、と勝子が灰皿へタバコを押し付けた。

　人ひと懐なつっこい笑えみはどこかへ消えていた。猛もう禽きん類るいのように鋭するどい目。炎ほのおのように燃える真しん紅くの瞳ひとみが、真っすぐに敗斗を射抜く。

「元を辿たどれば、親父のカードを無断で使ったそいつの責任だ。《政府》は譲じよう歩ほし、資金ショートも一度見逃した。その上で、限度額を引き下げさせてもらいたいと、下した手てに出てお願いしたんだぜ？　そんな厚意を無下にされ、今なお自じ堕だ落らくに浪ろう費ひを繰り返す女。どっちが悪党で、どっちが可哀想な被ひ害がい者しやかなんて、考えるまでもねーだろ」

　犬歯を剝むき出しにする勝子に気け圧おされ、敗斗の皮ひ膚ふがピリピリと粟あわ立だった。

　……忘れていた。いや、いつの間にか意識から抜け落ちていたのだ。

　自分が今、どんな化け物を目の前にしているかを。

「加えて、そいつは《魔石通貨》の《資産家》なんだろ？　《資産家》なら、《取引トレード》で命のやり取りをするのは道理。他人のカネを奪い、私腹を肥やそうってんだから、同じように自分の首が狙ねらわれることも、当然覚かく悟ごすべきだ。今回はたまたま、その相手があたしだったってだけだろう」

　白星勝子の意見は正論だった。

　付け入る隙すきはなに一つなく、罪の色は真っ白で、穴の一つも見当たらない。

　彼女は正しく、カナミは間ま違ちがっている。

　勝子はルールを守り、カナミがルールを破っている。

　勝子は勤勉で、カナミは怠たい惰だだ。

　ならば、答えはとっくに決まっていて、どちらが罰ばつせられるかなど論じるまでもない。

「…………帰らせてもらう」

　それだけ言って、敗斗は席を立った。

　それだけしか、言えなかった。

　カナミを弁護したい気持ちはあったが、できなかった。どう考えても、こちらに『理』はない。

「おう。楽しかったぜ。また遊ぼうな！」

　勝子が二本目のタバコを引き抜き、ライターで火をつける。

　表情は無む邪じや気きな笑みに彩いろどられ、先ほどまでのプレッシャーなどまるで感じさせない。

　当然だ。彼女が憎にくむのは『悪』であり、敗斗ではない。

　むしろ、敗斗はメリアを救ってくれた恩人……それこそ、『トモダチ』とでも思ってくれているのだろう。こんなことをわざわざ事前に敗斗へ知らせてくれたのも、彼女の潔けつ癖ぺきさを証明している。

　だが、トモダチの友達がトモダチとは限らない。

「最後に一つ、教えてほしい」

　プールの方を向いたまま、敗斗が背中越ごしに声をかける。

　思えば、勝子との会話はいつもこんな感じだ。

　勝者と敗者。表と裏。光と闇やみ。善と悪。

　自分の対たい偶ぐう的存在には、どうやったって、こんな風にしかできないのだろう。

「あんたの《夢》は、なんだったんだ？」

　背中越しで、表情は見えない。

　しかし、どこか強気な笑みを浮うかべる空気があった。

　それでこそ、勝者。

　真正面から、堂々と。

　小細工もハッタリも弄ろうさない本物は、事も無げに言ってのけた。




「《正義》の味方になることだ」




　　　　◇




　思えば、《資産家》にとって、飛行機などなんの情じよう緒ちよもないのだなと気づく。

《魔ま石せき通貨》を使えば紐ひもなしバンジーなんてしょっちゅうできる。窓ガラス越しに見る青空や雲よりも、全身で感じる大空の方がずっと感動的だ。おまけに、ちょっと知ち恵えを働かせれば、こんなこともできる。

　敗斗は空と海の境界に立っていた。

　一面、青しか存在しないここは、北海道の立たち待まち岬みさき。旅行雑誌にも滅めつ多たに掲けい載さいされないこの場所は、地元民くらいしか訪おとずれない絶景スポット。カップルで訪れれば、さぞ素す晴ばらしいデートになることだろう。

　視界の果てまで続く水平線は、俗ぞく世せの鬱うつ々うつとしたストレスを溶かしてくれる。岬から眺ながめるだけでも素晴らしい風景に違ちがいないが、敗斗は文字通り水平線に立っている。

　大したことではない。靴くつ底ぞこの下に『足場』を買ったのだ。

　これなら、宙を歩くことだってできる。

　北海道は新しん千歳ちとせ空港から飛行機に乗り、もしかしたら白星勝子の計らいで本ほん州しゆうまで戻もどっていたのかもしれない敗斗は、再び北海道の地に……空に降り立っていた。

　理由はただ一つ。

　今、敗斗の目の前で空を『寝ね床どこ』にしている女のせいだ。

「おい、カナミ。起きろ」

「ん～～？　むにゃ～～？」

「とりあえず、地面に下りるぞ」

　寝ね起おきのＪＫをお姫ひめ様さま抱だっこし、一歩一歩空を下りる敗斗。

　制服が乱れた現げん役えきＪＫがむにゃむにゃしていたが、今は動じない。

　ほどなくして、人類が暮らす大地へと足を下ろすことができた。

「あ～、敗斗じゃな～い。なに～？　美人な彼女が恋こいしくなったの～？」

　赤い顔をして抱きついてくるカナミの頰ほおを、敗斗は平手打ちした。

「目ぇ覚ませ」

　頰を叩はたかれたカナミはそのまま俯うつむいた。

　いつもは即そく座ざに反はん撃げきが飛んできそうなシチュエーションだったが、いつまで待っても攻こう撃げきはやってこない。酒に酔よっているのか、『快楽』に酔っているのか……あるいは、カナミ自身も事態の深刻さに気付いているのかもしれない。

　敗斗は嘆たん息そくすると、内ポケットから《魔石通貨》を取り出した。

　一万リル紙し幣へいを一〇枚。一〇万リルも投資して買付注文を出す。

「買付。酒や『快楽』によるカナミの酔いを取り除け」

「ちょっ…………!?」

　弾はじかれたようにカナミが顔を上げるが、もう遅おそい。

《魔石通貨》の神は敗斗に隷れい従じゆうし、カナミから『酔い』を……現実を暈ぼかしていた幻げん想そうを取り除く。途と端たん、素面しらふに戻ったカナミが青い顔をして震ふるえ始めた。

「だっ……ダメ……。ダメなの……っ。あたしには、それが必要なの……！」

　病人のように痙けい攣れんしながらスカートのポケットに手を入れる。

　そこから取り出したのは、漆しつ黒こくのカード──《魔石通貨》の固定資産《クレジットカード》だった。

　震える手と口で買付注文を出そうとするカナミ。

　そんな彼女の手元を、敗斗が靴くつのまま蹴けり飛ばした。

「あっ…………!!」

　大して力も入っていなかったのだろう。

　カードはカナミの手から零こぼれ、地面を転がっていく。そのタイミングで、空に漆黒の帳とばりが訪れた。……おそらく、『青空』すらも買っていたのだ。

　さすがにこれは、カナミの逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

　自じ慢まんのツリ目でキッと敗斗を睨にらみつけると、拳こぶしを握にぎって殴なぐり掛かかってくる。

　迫せまる右拳のストレートを、敗斗は片手で難なく受け止めてみせた。

「…………なにを、やってんだよ」

　弱々しい拳を敗斗に打ちつけたまま、カナミが項うな垂だれる。

　敗斗がカナミの打だ撃げきを楽にあしらえるはずがない。

　こんなことができたのは、ひとえに、カナミ自身が手を抜ぬいたからに他ほかならない。

「だって……仕方、ないじゃない……」

　ポロポロと真しん珠じゆのような雫しずくが零こぼれる。

　敗斗はカナミを受け止めたまま、続く言葉を待った。

「……あたしには、お金が必要なの。楽しいことや嬉うれしいこと、気持ちいいことが、いっぱい必要なの。……そうじゃないと、生きていけないの。幸せを買って……なにがいけないの……？　お金で買える幸せがあるなら、たくさん買うべきじゃない……」

「………………」

　奇くしくもそれは、かつて敗斗が抱いだいていた価値観と相似だった。

　いや、今も敗斗はそんな風に考えている。

　拝金主義者をやめたつもりはない。カネは素晴らしい。カネは大事だ。カネさえあれば、全すべてが手に入る。その信条は、今も噓うそではない。

　だが、カナミのそれは違った。

　カナミの信条も噓ではない。しかし、刹せつ那な的な幸福を追い求めることは、結果として、さらなる事態の悪化を招く。それは幸福を買っているのではない。ある意味で、不幸を買っているに等しい。

「……あたしのこと、バカだと思うでしょ……？　あたしだって、思うもの……。でも、仕方ないじゃない……。不幸な人間には、お金が必要なのよ……」

　それにどんな言葉を返せばいいのか、敗斗にはわからない。

　学校でアイドル扱あつかいされるほどの美少女で、年間数千万円のカネを不労所得で稼かせぎ、頭脳は明めい晰せきで運動能力に優すぐれ、数えきれないほどの才能を有する彼女。

　そんな彼女に「自分は不幸だ」と言われて、どんな言葉を返せというのか。

　失うしな井い敗斗は敗者である。

　ギャルゲーの主人公でもなければ、恋れん愛あい経験豊富なホストでもない。正義の味方にはなれないし、少女を慰なぐさめる王子様にもなれない。女心など砂すな粒つぶの欠片かけらほども理解できず、できるのはカネ勘かん定じようとカネ儲もうけだけだ。

　そんな彼には、こんなことを言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……お前の主張はわかった。お前にカネが必要なのもわかった。だが、人間には誰だれしも、使えるカネに限りがある。そして、今の世の中には自分の限界以上にカネを使わせようとする仕組みが多い。クレジットカードなんざ、その最たるもんだ。だから、今回の件は謝ろう」

「………………」

「《政府》から依い頼らいを受けて、日本一の《資産家》が動き出した。白星勝子って名前の化け物だ。物理系最強の女だが、話は通じるはずだ。まずは詫わびを入れて、交こう渉しようの場を設けてもらおう。今後の返済計画については、その場で──」




「なんで……あたしが、謝らなきゃいけないの……」




「…………カナミ？」

　敗斗の元から離はなれると、カナミは岬の岸沿いにゆっくりと歩いていった。

　そして、徐おもむろにしゃがみ込むと……足あし下もとから《クレジットカード》を拾い上げる。

「あたしは……悪くない。間ま違ちがってない。間違っているのは……世界の方。悪いのは、あんたたちの方。だって……あたしは天才だから。カリスマだから。だから、みんなが……世界が、おかしいの。あたしが、正しいの」

「お、おい。カナ────」

「構えなさいっ、敗斗!!」

　漆黒のカードを握り締しめ、カナミがヒステリックに叫さけぶ。

「多額の負ふ債さいがなんだっていうの!?　そんなの、それ以上に稼げばいいじゃないっ！　日本一の《資産家》？　知らないわよ！　あたしの首を狙ねらおうなんて、いい度胸してるじゃない！　返り討うちにしてやるわっ!!」

　血走ったツリ目に、先ほどまでの弱々しさはない。

　全身に力が漲みなぎり、怒いかりで全神経が高こう揚ようしている。

「手始めに、あんたからカネを奪うばってやるわ！　覚かく悟ごしろ！」

「…………本気で言っているのか」

《クレジットカード》を突つき付けられ、敗斗の瞳ひとみが闇よりも暗くなる。

　カナミのことは大切に思っている。

　だからこそ、善意で助力を申し出た。しかし、その善意が踏ふみ躙にじられた挙句、カネと命まで狙われるとなれば……敗斗としても黙だまってはいられない。

　失井敗斗はフェミニストではない。

　むしろ、アンチ・フェミニストなのだ。

　カネと命を狙われるなら、暴力を以もつて女を黙らせることも辞さない。

「………………」

　カードを構えるカナミに対して、敗斗は少しだけ腰こしを落とした。

　接近戦は不利。カナミの身体能力は男と比ひ較かくしても遜そん色しよくない。

　ならば、相手の間合いに入る前にカネを使って黙らせる。

　前情報のない戦いは失井敗斗の苦手とするところだったが、カナミに関しては問題なかった。なにせ、所有する《資産》は《クレジットカード》だけである。あっても、《取引トレード》の資格保持のための現金が数リルだろう。

「──────っ！」

　カナミが真っすぐに飛び込んでくる。

　肉にく弾だん戦が得意なカナミは間合いを詰つめたがる。予想通り。

　敗斗は内ポケットから一万リル紙幣を引き抜くと、買付注文を出す。

「買付！　カナミを拘こう束そく──」

「払はらう！　敗斗の注文!!」

「なっ────!?」

　買付注文の買収だと!?

　注文を無効化する上、その効果を相手に与あたえる。現金だとタイミングや金額の指定が難しいが、《クレジットカード》なら諸問題を全てクリアする。必要となる金額だけきっちり払ってくれるだろう。

　全身に痺しびれる感覚が走り、筋肉が硬こう直ちよくする。

　呼吸すらままならない身体からだに、カナミのタックルが突き刺ささった。

「がっ────!?」

　堪たまらず、後方へ倒たおれる。

　しかし、そのタイミングで全身の拘束が解けた。

　投資金額が一万リルだったのが幸いしたらしい。

　即座に後転して起き上がり、追加の注文を出そうとカネに手を伸のばすが──内ポケットに触れた指先が空を切った。

「探し物は、ここよ」

　見れば、カナミが数十万リルの札束を摑つかんでいる。

（スられた……っ！）

　敗斗の頰を、冷たい汗あせが伝う。

《魔ま石せき通貨》に関するルールは、現実のカネとほぼ同じである。

　他人のカネを盗ぬすむことは違い法ほうで、警察に申し出て犯人が逮たい捕ほされれば戻もどってくるが……それまでにスリは奪ったカネを使うことができる。言わば、自分が所有していた拳けん銃じゆうで撃うち殺されるようなものだ。

　敗斗の頭にある歯車がめまぐるしい速度で回転を始める。

　おそらく、失井敗斗の思考速度は常人のそれよりかなり速い。思考速度だけなら、下手をすると白星勝子にさえ匹ひつ敵てきする可能性もある。

　だが、カナミは違ちがう。

　天才はそもそも、思考しない。

　なにも考えず、ただ閃ひらめく。あるいは、最初から知っている。途と中ちゆう経過も論理展開も一いつ切さい無視して、センスだけで正解に辿たどり着く。

　それこそが、カリスマに許された所行なのだ。

「払うわ。メリアとクロエの『命』」

「っ！！！？？」

　直後、数十枚あった札束が宙に溶とけ、代わりに現れた『なにか』を、カナミが海に投げ捨てた。

「──────っ!!」

　失井敗斗も思考しなかった。

　だがそれは、彼が天才だったからではない。

　ただ身体が反射的に動き、海に投げ捨てられた二つの破は片へんに飛びついていた。




　────それが、敗因だった。




　彼は思考すべきだった。

　なぜなら、失井敗斗は凡ぼん人じんであり、天才ではないのだから。

　おかしいと思わないだろうか？

　メリアの《命》を買い付ける際には、天文学的金額の《小切手》を振ふり出さなければならなかった。そんな《命》が、数十万リルで買えるだろうか？

　クロエに至っては、未いまだ《資産》だ。……そう。彼女には《命》がないのだ。ないものを買えるのか。仮に買えたとして、そんなものとクロエの生死が連動しているのか。

　冷静になって考えれば、おかしな点は山ほど見つかっただろう。

　しかし、冷静になる暇ひまなどなく、そんな暇を与えなかったのが天才の所行だ。

　敗斗が懸けん命めいに摑んだそれは……二つの、制服のボタンだった。

　それらはきっと、最初からカナミの手に握にぎられていたのだろう。その上で先ほどの買付注文を出し、それが不発に終わってカネだけ溶けた。そして、二つのボタンを海へと投げ捨てたのだ。

　今さら気付いても、後の祭り。

　敗斗が小銭を入れたズボンのポケットに手を伸ばす頃ころには、カナミが最後の注文を出していた。

「払うわ。一分でいい。敗斗の『声』を止めて」

　左手が《魔石通貨》の貨か幣へいに触ふれても、敗斗は買付注文を出せない。

　なにも成せない凡人。

　敗者はただ、冷たい夜の海へと落ちていった。

「……さよなら。好きなだけ恨うらむといいわ」

　少女の呟つぶやきは、夜の帳とばりに溶けて消えた。








第四章　失った記き憶おく









　家を貸してほしいと不動産仲ちゆう介かい会社を訪おとずれた時、店先の人間に随ずい分ぶんと驚おどろかれた。

　それも無理はない。

　その申し出をした時、失うしな井い敗はい斗とは一四歳だったのだ。

「ぼく、お母さんは？」

「親おや御ごさんと一いつ緒しよに来てくれるかな」

「保証人すら肉親じゃないってのは、ちょっとねぇ」

　無能な大人に子ども扱あつかいされて、随分と腹が立った。

　初期費用も引っ越こし代金も全すべて自分で出すと言って、現金まで見せたのだ。そんな自分を子ども扱いして対等に取引しないなど、ビジネスマンの風上にも置けない連中だ。

　仲介会社がアテにならないと悟さとった時、彼の取るべき行動は一つだった。

　つまり、大家を直接訪問して交こう渉しようすることだ。

「カネは払う。新聞配達と工事現場のアルバイトで、月々のキャッシュフローは八万円ある。少々心こころ許もとないが、家賃と食費くらいは回せるはずだ」

　格安の賃貸物件を回りながら、敗斗は飛び込み営業のように売り文句を唱え続けた。

　一四歳の少年には過か酷こくな仕打ちだったが、『欲ほしいもの』のためならなんでもするのが敗斗である。世間では親に扶ふ養ようされ、遊んでばかりの毎日が許される年の頃から、敗斗は敗斗なのであった。

　無策な飛び込み営業の成約率は一％未満だと聞いていた。

　絶望的な数字だが、それ相応の数をこなせばいい。

　敗斗は「断られて当たり前。二〇〇件くらい回れば一件くらい応じてくれる」と鋼はがねのメンタルで飛び込み営業を続けていった。

　やがて、敗斗はその物件に辿り着く。

　繁はん華か街がいからバスで三〇分程度。お風ふ呂ろがついているのか心配になるほどのボロアパート。間取りは、四よ畳じよう半はん。築四〇年オーバー。扉とびらは木製で隙すき間まだらけ。たまたますれ違った他ほかの住人は、丸まる坊ぼう主ずで右みぎ肩かたから首筋に刺青いれずみが入っていた。

　明らかな問題物件だったが、自分のような人間を相手にしてくれるのは、こんなアパートしかあるまい。幸い、隣となりの一いつ軒けん家やに大家が住んでおり、交渉もしやすい。

　敗斗は、累るい計けい二三六回目になるインターホンを押下した。

「…………だれ？」

　受話口から、高い声が響ひびく。

　自分が部屋を借りたいこと、そのためのカネは用意があること、月々の収入は八万円あり、家賃と食費は回せること──大して頭で考えずとも、呪じゆ文もんのように売り文句が口から流れる。

　果たして、玄げん関かん口のドアが開き、一三歳程度の少女が顔を出した。

　その姿を見た時、敗斗は大家の娘むすめに売り文句を叩たたき込んでしまったと後こう悔かいしたが──

「あたしが、大家」

　自分よりも年下に見える少女は、少しだけ震ふるえながらそう言った。

「どうして、部屋を借りたいの？」

「親が死んだ」

　面めん倒どうなので、率そつ直ちよくに答えた。

　こんな少女が大家のはずはないし、仮にそうだったとしても、自分のような厄やつ介かいな人間とは契けい約やくしないだろう。二三五回も『ＮＯ』を言われ続けた敗斗は、半ば開き直った境地で身の上を白状する。

「親しん戚せきに引き取られたが、そいつらも鬱うつ陶とうしそうでな。面倒だから、さっさと自立してやることにしたんだ」

「……お母さんとお父さんが死んで、悲しくないの？」

「まさか。むしろスッキリしてる。頭のおかしな人間と同居するより、一人で生きる方がよっぽど幸せだ。カネさえあれば、人間は生きていける」

　一四歳の少年が真顔で言ってのけるその様さまは、常人が見ればよほど奇き異いに映ったことだろう。これまで敗斗が入居を断られ続けてきたのも、その異常性が垣かい間ま見みられたからに他ならない。

　だが、その少女は違った。

　たった一人でこの世界を生きようとする少年に、キラキラとした尊敬の入り交じった視線を向ける。小さな震えは、止まっていた。

「…………すごいね」

「そうか？」

「あたし、カナミ。今日から、仲良くしてね」

　そうして、ニッコリと微笑ほほえんだのだった。




　……その後、敗斗は知ることになる。

　この時のカナミが、敗斗と同じく両親を失った直後であったこと。

　敗斗とは違ちがい、愛情に溢あふれた両親に先立たれ、不安でいっぱいだったこと。

　父親の遺産を相続し、後見人の名を借りてはいるものの、本物の大家であったこと。

　そして……彼女が『弱さ』を見せられる相手が、敗斗しかいなかったこと。

　きっと『親がいない』という事実が、彼女にとっては相当なコンプレックスだったのだろう。だから、同じく親がいない敗斗とだけは、対等な関係を築くことができた。

　あれから四年。

　カナミは表世界で不動産投資家として成功し、敗斗は裏世界で《資産家》となった。

　あの頃から敗斗は変わらず、カナミは変わった。

　強気な口調や態度は、周囲に見下されないため。『親がいない』という弱みを隠かくす、必死の抵てい抗こう。あるいは、両親から十分な愛情を享きよう受じゆできなかった慟どう哭こく。

　そして、カネにこだわる性格は……きっと、敗斗の影えい響きようなのだろう。

　ならば、彼には責任がある。




　あの日、仲良くしてほしいという少女の申し出に頷うなずき、賃貸契約の書類にサインしたのは、他でもない敗斗なのだから──




　　　　◇




　寝ね覚ざめは、最悪だった。

　見たくもない過去の夢を見た。寝ね起おきの悪い敗斗は起き床しよう後、夢の内容をほとんど思い出せない。敗北の記憶しかない彼にとって、この体質は極きわめて大きなアドバンテージを与あたえてくれていたのだが……そのアドバンテージを奪うばい去る《資産》に、最近出くわした。

　頭痛と吐はき気けをミックスブレンドしたような不快感に悩なやまされながら枕まくら元もとに視線を投げると、ランプの形をした香こう炉ろが置いてあった。

《夢む魔まの誘いざない》。

　クロエが《リース》する資産の一つ。

　所有者の意図した夢を強制的に対象者に見せるというシロモノだ。

「……気付かれましたか」

「ますたー！　だっ、だいじょうぶですかっ!?」

　ホッとしたようなクロエと、心配そうな表情で飛びついてくるメリア。

　見上げた天てん井じようは、敗斗が四年間暮らしているボロアパートのものだ。

「白しろ星ぼしさんが運んできてくださったのです。なんでも、海の底から引き上げた後、走ってここまで運んできたとか……さすがに冗じよう談だんだと思いますが。お加減はいかがですか？」

「…………最悪だ」

「っ!?　どこかお怪け我がでも!?」

「……クロエ。その香炉は二度と使うな。死ぬほど気分の悪い夢を見た」

「そんなはずは……。『今のマスターに最も必要な夢』を指定したはずですが……いえ、申し訳ありません。もう二度と、この《資産》は使用しません」

　クロエが手で合図を出すと、ランプ型の香炉が宙空に空いた穴へ吸い込まれた。

　気分は最悪だが、身体的外傷は皆かい無むのようだ。どうせ、あのおせっかいな勝者がタイミングよく助けてくれたのだろう。さすが『正義の味方』だ。トモダチにはとても優やさしい。

　だが、敗斗が交渉に失敗し、こうして自宅へ送り届けられている以上……勝しよう子ことカナミの《取引トレード》は、すでに始まっている可能性が高い。

「……ますたー。勝子さんから、ますたーはカナミさんに、こんなことをされたって聞きましたけど……」

　メリアがおずおずと尋たずねてくる。

　勝子の言げんを疑っているわけではないが、その内容が信じられないのだろう。

「…………事実だ」

　敗斗は布ふ団とんから起き上がると、二人に事の経けい緯いを話した。

　カナミが《クレジットカード》を乱用し、《破産》しかけていること。《政府》の忠告を無視して、分不相応なカネの使い方をしていること。白星勝子が《政府》から依い頼らいを受け、カナミを殺そうとしていること。自分がカナミに頭を下げるよう進言し、それを拒きよ否ひしたカナミと戦せん闘とうになったこと。

　話せば話すほど、カナミの過失が浮うき彫ぼりになった。

　どうあっても弁解の余地はなく、カナミが《正義》の名の下もとに断罪されるのは、当然の帰結のように感じる。

　だから、敗斗は最後にこう言った。

「今回の件……俺はもう、手を引く」

　メリアがはっとしたように息を吞のんだ。

　クロエは冷静に続きを待っている。

「悪いのはカナミだ。情状酌しやく量りようの余地はない。むしろ、最大限に譲じよう歩ほした《政府》やフェアに事を運ぼうとする白星勝子の方が、よほど紳しん士し的だろう。昔むかし馴な染じみのよしみで《取引トレード》の手て解ほどきをしたり、交渉のテーブルを設けてやろうと思ったりしたが……限界だ。俺はボランティアをしているわけじゃない。全すべては商売、カネ儲もうけだ。これ以上はカネが儲からないどころか、損が出る。そんなことに手を出すわけにはいかない」

「そんな──っ！」

「その通りです、マスター」

　非難しようと立ち上がりかけたメリアを、澄すまし顔のクロエが制した。

　表情はいつも通りの真顔。

　それは、この鉄火場で氷のような思考を保っている証しよう拠こだ。理り屈くつで物事を考える彼女には、戦せん況きようが正確に見えているのだろう。

「この状じよう況きようでカナミさんに味方することは、命を投げ出す行こう為いに他なりません。敵は《政府》と日本一の《資産家》。分ぶが悪すぎます。無論、私が敬愛するマスターならば、彼女たちを相手にしても勝てると思いますが……それで利益が出ないなら、勝負する意味がありません。前提が間ま違ちがっているのです」

　すらすらと意見を述べるクロエに、メリアが押し黙だまった。

　肩かたを落とし、再びぺたんと座り込む。

「そもそも、私は最初からあの女が気に食わなかったのです。マスターや私に非礼を働くことはもちろん、いつもワガママで自分本位。厚こう顔がん無む恥ち。おまけに、助けようとしたマスターへ危害を加え、北ほつ海かい道どうの海に突つき落としたのですよね？　絶対に許しません」

　クロエの真顔が崩くずれた。美しい顔を歪ゆがめ、瞳ひとみには明確な怒いかりが浮かび上がる。

　彼女にとって、それが一番許せないこと。

　自分が馬ば鹿かにされたり、辱はずかしめられたりすることには耐たえられるが、己おのれが敬愛する主あるじに危害を加える人間には、一いつ切さい容よう赦しやしない。問答無用で殺す。

　それが、彼女の《正義》だった。

「……さすがだな、クロエ。お前なら、わかってくれると思っていた。これは、仕方のないことなんだ。自じ業ごう自得なんだ」

　このまま何もしなければ、カナミが勝子に殺される。

　それが、なんだというのか。

　カナミが死んでも、敗斗の懐ふところは一切痛まない。

　このアパートのオーナーが別の人間に代わり、今後はそいつに家賃を払はらえばいい。

　なにも問題はない。

　それどころか、現在請せい求きゆうされている七八五〇万円の負ふ債さいを踏ふみ倒たおせるかもしれない。

　そうなれば、むしろカナミが死んでくれた方が、敗斗には利益が──




　不意に、温ぬくもりに包まれた。




　いつの間にか立ち上がっていたメリアが、背後から抱だきついてきたのだ。

　敗斗の損得勘かん定じようが霧む散さんし、嫉しつ妬としたクロエは即そく座ざに動きかけたが……メリアの発言に両者とも動きを止める。

「……いいんですよ、ますたー」

　単純なその言葉は、どんな言葉よりも優しく、敗斗の胸に届いた。

「無理をしなくて、いいんです。わたしも、クロエさんも。ますたーのためなら、なんだってしますから……」

　余計な装そう飾しよくを取り除いた、シンプルな言葉。

　敗斗に想おもいを伝えるために必要な、最低限度にして最上の言葉。それを口にできるということは……彼女が、敗斗の心を正確に理解していることを意味する。

　メリアには、敗斗に関する噓うそが通じない。

　たとえ敗斗が自分自身を欺あざむこうとも、メリアはそのことに気づいてしまう。目を逸そらした傷口を容易に探さぐり当てる。

　柄がらにもなくカッとなった。

[image: ]

　隠し続けてきた本心に触ふれられた敗斗は、感情的になって叫さけぶ。

「わかってるのかっ!?　もし俺が負けたら、お前らは────っ!!」

　それが、本心。

　言ってから二秒で後こう悔かいした。

　聡そう明めいなクロエならば、たったこれだけで全てを察するだろう。

「……私たちのため、なんですか……？」

　それが、答えだった。

　失井敗斗は、欲ほしいものに手を伸のばす。そのためなら、命さえも懸かける。

　だがそれは、彼が自殺志願の自己犠ぎ牲せい野や郎ろうだからではない。欲しいものがあり、払えるものがある。だから払う。そんな……シンプルな考えだ。

　それは自己犠牲ではなく、欲よく望ぼう。

　己の欲望を満たすためなら、カネも命も全て払う。なんでもする。そんな哲てつ学がくで動いているに過ぎない。

　相手が《政府》？　日本一の《資産家》？　知ったことか。

　失井敗斗に善悪は関係ない。敵の強大さも無視する。大切なのは、欲しいかどうか。彼がカナミという少女を欲ほつした時点で、彼の欲望は決まっていた。

　だが……それはあまりにもリスクのある選せん択たくだった。

　敵は日本一の《資産家》だ。おそらく、負けるだろう。最悪、命を落とす。そうなれば、メリアやクロエはどうなる？

　敗斗の《資産》に計上されているクロエは、《国》へと還かん元げんされる。

　敗斗を信じ、己の《命》と『自由』を犠牲にしてまで敗斗に仕えてくれた少女が、再び籠かごの中に囚とらわれてしまうのだ。主として、そんな決断ができるわけがない。

　メリアも同じだ。

　敗斗の《資産》にこそ計上されていないものの、彼女はまだ幼すぎる。《地じ獄ごく》に堕おちて、それがよくわかった。経済的に自立していないのはもちろん、精神的に敗斗へ依い存そんしすぎている。こんな状況で敗斗が死ねば、彼女も後を追いかねない。

　────そう。




　敗斗が『幸福のねずみ講』を使わない本当の理由も、二人のためだったのだ。




「……そうでしたか。それは、気づかず……失礼致いたしました」

　クロエが居住まいを正すと、メリアもそれに倣ならって隣となりに腰こしを下ろした。

「……メリアさんに負けたみたいで口惜くやしいです」とボヤくと、隣のメリアが「えへへ」と笑え顔がおを見せる。……なんだかんだで、二人のメイドは仲良くやっているらしい。

「マスター。カナミさんを救ってください。理論上の利益は皆無ですが、マスターがそうなさりたいなら、そうするべきです」

「クロエ……。一時的にでも、メリアか遊あそ部べの《資産》になる気はないか？　もし俺が負けたら、お前は──」

「なにをおっしゃいますか」

　ふわりと、花のような笑えみを浮かべる。

「私の身も心も、あなたのものです。あなたと共に生き、あなたと共に死ぬ。それはもう、決めたことなのです。そして、私は『自由』なので……たとえマスターの命令でも、この決定は覆くつがえりません」

　迷いのない目ではっきり告げられる。

　ここでその笑顔はズルいだろ……と敗斗がゲンナリしていると、隣から「はい！　はい！」と元気よく手が挙がった。

「ますたー！　わたしには『けーざいりょく』がありません！　なので、ますたーが死んじゃうと、わたしも死んじゃいます!!」

「とってもいい笑顔で、なんてダメな子の発言をしてるんですかね……」

「だから、ぜったいに帰ってきてください！」

　ニッコリ笑顔でワガママを言う。

　それが、彼女の《正義》だった。

　敗斗を想い、敗斗のために行動し、自分のワガママもぶつける。

　……では、失井敗斗の《正義》は？

　そんなものは、始めからない。

　彼にとっては、善悪などなんの意味も持たない。

　彼の行いが正義と讃たたえられようと、不義と断じられようと、どうでもいい。失井敗斗にとっては、欲しいか欲しくないか、やりたいかやりたくないかの、二択たくだけ。

　ならば、答えは最初から決まっていた。




「────カナミを助けるぞ」




　断腸の思いで告げると、メリアもクロエも穏おだやかな笑みで頷うなずいた。

　自己満足で助けた少女たち。

　ただ己の欲望を満たすためだけに行動し、カネを稼かせいできた。その過程で多くの人間に迷めい惑わくをかけ、ほんの僅わずかな人間が救われた。……ならば、今回もそうしよう。もとより、失井敗斗はそんな方法でしかこの世を生きることができないのだから。

　敵は日本一の《資産家》と《政府》。戦力差は歴然。おまけにこっちは、命を繫つないだまま事を成さねばならないという縛しばりつきだ。

　これまで敗斗は、あらゆる強敵に命を懸けて抗あらがってきた。

　それはひとえに、そうしなければ欲しい結果を手にできなかったからだ。

　自分の命というリソースを使わず、それを保ったまま手にできるほど、彼の欲したものは小さくなかった。だが、今回はその無理ゲーを果たさねばならない。なぜなら、彼の欲する『日常』は、命を捨てて手にできるものではないからだ。

　敗斗は今、改めて思う。

　女は『負債』だと。

　カネが湯水の如ごとく出て行き、利益など何一つ生まず、精神的にすり潰つぶされる。

　だが……そんな『負債』をどれだけ背負えるかで、男の器うつわが測られるのではないか。

　状況は絶望的だ。時間もなければ、カネもない。

　下手をすると、すでに《取引トレード》が始まっていて、カナミが勝子に殺されているというシナリオすらあり得る。《銀行》を作っている暇ひまもなければ、《傷害保険》を契けい約やくしている暇もない。まともな方法で対処していたのでは、絶対に間に合わない。

「……。……。…………」

　敗斗の脳内にある歯車がめまぐるしい速度で回転する。

　それでいい。凡ぼん人じんは、思考せねばならない。

　確かに、百の思考は一の才能に握にぎり潰されるかもしれない。

　だが、千の思考ならどうだ？　万の思考なら？

　凡人は凡人のやり方で事を成す。

　勝者も言っていた。『絵を描かく』のが敗者の仕事だと。

　プランを練り、作戦を考え、計画を立て、目標を達成し、不可能を可能にする。未知に挑いどみ、新しいものを作る。それが、敗者のやり方だ。

　やがて、敗斗はスマホで通話アプリを立ち上げ、三人に向けてグループ発信をした。

　それぞれが受話口に出たのを確かく認にんすると、音声をスピーカーに切り替かえる。

　メリア、クロエ、遊部、ノリオ……そして、もう一人。合計五人の人間に、誠心誠意頭を下げた。

「カネは言い値で払う。物理的にも精神的にも、なんでもする。だから頼たのむ……！　お前たちの《命》を貸してくれ……っ!!」

　この世でカネと同じく唯ゆい一いつ絶対の価値を持つ『時間』。

　それを増やす方法が、たった一つだけ存在する。

　それは、他人の『時間』を使うこと。

　自分がやるべきことを他者にやってもらい、浮ういた時間を別の活動に回す。これが、『時間』の錬れん金きん術じゆつ。本来、一時間しかない時間も、六人いれば六時間に増える。切せつ羽ぱ詰つまったこの状じよう況きようも、六人いれば六倍以上の成果を挙げられるのだ。

「もちろんです、ますたー！」

「ええ。元より、私の全てはマスターのものなのです」

　メリアとクロエからは、すぐに色いろ好よい返事が返ってきた。

　二人にとっては、敗斗の死が自らの死に直結するのだ。運命共同体なのだから、敗斗に協力するのは自然な流れだろう。

　だが、他ほかの三人は違ちがう。

　日本一の《資産家》と《政府》へ牙きばを剝むくことは、この《市場》全体を敵に回すことに等しい。失敗すれば、全すべてを失う。これまで通りの日常が送れないことはもちろん、ビジネスで生計を立てることも難しくなるだろう。

『お気持ちはわかりますけど、《政府》と白星さんを敵に回すんスよね……？　さすがにリスクが……』

　遊部から至し極ごく真っ当な意見が返ってきた。

　そのリスクに見合うリターンを提示できねば、協力は得られないだろう。

　敗斗がどうやって交こう渉しようしようか悩なやんでいると、クロエが自信満々でカードを提示した。

「遊部さんが協力してくださるなら、後日、私とメリアさんが下着姿で接待します」

『命捨てるっス』

　決断の早い遊部だった。

　交渉に成功してご満まん悦えつなクロエの隣で「わっ、わたしもですかっ!?」とメリアが涙なみだ目めになっていたが、クロエは取り合わない。命が懸かっているこの状況では、さすがのメリアも『えっちなの』を否定できない様子だった。

　続いて、ノリオの交渉に入る。

「ノリオ……お前への報ほう酬しゆうはこうだ。事が無事に終わったら、金銭的な報酬に加え、全てがお前の手て柄がらだったことにする。つまり、お前は《政府》と日本一の《資産家》を倒たおした男として、《市場》の伝説となる」

『俺が……伝説に……っ!?』

「……そう。その時こそ、固定観念を霧む散さんさせた男として、『パラダイム・ダスト』を名乗るといい……」

『くっはー！　そんなん、超ちよう燃えるに決まってんじゃねーかよ!!』

　よし。これでノリオも協力してくれそうだ。

　残るは、あと一人……なのだが、沈ちん黙もくしたまま語らない。

　喋しやべれない状況にいるのか、単純に敗斗へ協力したくないのか、わからない。いずれにせよ、交渉できないなら手の打ちようがない。一方的に成功報酬を提示しようとも考えたが、それを話し出す前に向こうから通話を切られてしまった。

　……残念だが、仕方ない。そもそもが、滅め茶ちや苦く茶ちやな無理ゲーなのだ。四人協力してくれるだけでも僥ぎよう倖こうと言えよう。

　敗斗は気持ちを切り替え、瞑めい目もくして息を吐はいた。

　……一四歳の、あの日。

　初めてこのボロアパートの扉とびらを開き、自立して一人で生きていこうと決心した自分に、まさかこんな日が来るとは思わなかった。

　あの頃ころの自分は、この先もずっと一人で、自分の命だけを背負って生きていくつもりだった。他人の命を背負うのも、他人に命を背負われるのも嫌いやだった。だから、ただ自分のためだけにカネを稼ぎ、細々と生きて死ねば、それで十分だと思っていた。

　腹の底に溜たまった二酸化炭素を捨て、全身に新しん鮮せんな酸素を行き渡わたらせる。再び見開いた目は、闇やみよりも暗い漆しつ黒こくだった。

　自立は、独りぼっちになることではない。

　自分一人で生きていく力を身につけ、その上でなお、他者と協力して《夢》を目指すことだ。そして、その輪の中には、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな大家もいてほしいと思う。

「手を貸せ、みんな。日本のリル市場で最強の《資産家》──白星勝子を倒す」

　敗斗の発言に呼応し、それぞれが元気よく声を上げた。

　それはきっと……失井敗斗の人生で初めて、仲間の命を預かり、仲間に命を預けた瞬しゆん間かんだった。




　　　　◇




　街外れにある廃はい工場の一画で爆ばく音おんが上がった。

　都市開発の計画が頓とん挫ざし、長年捨て置かれたそこは……この世の終わりを想像させた。

　乗り捨てられた建設機械。鉄骨。ボルト。産業廃はい棄き物ぶつ。使し途と不明な鉄てつ屑くずの山。冷たい無機物が散乱する様さまは、まるで人類が滅めつ亡ぼうした後の地球を思わせる。

　そんな絶望が満ちる場所で、白しら雪ゆき奏かな美みは震ふるえていた。

　生まれて初めて、本物の化け物を目まの当たりにしている。

「なんなの……コイツ……っ!?」

　手心は加えなかった。容よう赦しやもしなかった。油断もしなかった。

　遊部から情報を得て、ノリオから小道具も借りた。物理系最強の化け物なら、精神攻こう撃げきすればいい。防ぼう御ぎよ力が高いなら、魔ま法ほう攻撃だ。視覚を奪うばい、聴ちよう覚かくを奪い、嗅きゆう覚かくを奪い、触しよつ覚かくを奪う。第六感すら封ふうじて、瓦が礫れきの山で押し潰せばいい。実際、そうした。

　それは、人殺しに手を染めることに他ならなかった。

　構わない。殺やらねば、殺られる。

　この国には正当防衛という言葉がある。

　自分の身を守るためなら、反はん撃げきしても許される。ゆえに、カナミは己おのれの閃ひらめきと才能を存分に使い、真しん紅くの勝者を踏ふみ潰したはずだった。

「いやー！　ヤバかった、ヤバかった！　こんなダメージ受けたの、久々だわー！　やるなー、お前！」

　廃工場の瓦礫の山から、真紅の化け物が顔を出す。

　洋服はあちこち破れているが、その身体からだにはほとんど外傷が見えない。

　……ふざけるな。鉄屑はもとより、放置してあったダンプカーやショベルカーもまとめてぶちまけたのだ。彼女の細い身体にのしかかった荷重は、控ひかえめに見積もっても二〇トンを超こえている。それだけの物量を受け止めて、五体満足に生きていられるはずがない。

「くっ…………!!」

　カナミがノリオから譲ゆずり受けたリモコンを操作する。

　戦いの舞ぶ台たいに廃工場を選んだのはそのためだ。ここならば、好き放題に戦える。

「んー？　なんだ？　ちょっと息苦しいな」

「ここら一帯から酸素を抜ぬいてるのよ」

　ぜぇっ、ぜぇっ、とカナミが青い顔で苦しげな呼吸を繰くり返す。

「ハッ……！　このあたしが、タダでやられるとでも思った？　冗じよう談だんじゃないわ。死ぬなら、あんたも道連れよ。気に食わないけど、冥めい府ふの案内人はあんたにしてあげる……！」

　敵を道連れにした自じ爆ばく。

　最後の手段だが、カナミのそれは天才的な発想だった。いかに強きよう靭じんな肉体を有する勝子でも、その身体が人間のものであることに変わりはない。そして人間とは、酸素がなければ生きていけない生物なのだ。

「……ぷっ。くくくっ……。あーっはっはっは！　サイコーだなぁ、お前！」

　大してカネも持たず、《取引トレード》すら数えるほどしか経験のないルーキーがここまで勝子を追い詰つめるのだ。まさしく、天才の所行。このまま順当に育てば、勝子にさえ匹ひつ敵てきする《資産家》になっていたかもしれない。

　久しく会っていない強敵を目の前にして、勝子は上じよう機き嫌げんだった。叶かなうなら、もっと少女が成長してから、じっくりと《取引トレード》を楽しみたいものだ。

　しかし、そんな願いは叶わない。

　勝子にはやるべきことがあり、カナミには未来がなかった。

　そして、それを覆くつがえせるだけの力を、目の前のルーキーは持っていない。

「うるぁあああああーーーーー！！！」

　犬歯を剝いた勝子が右みぎ拳こぶしを突つき上げる。

　工場内が暴風に包まれ、老ろう朽きゆう化した屋根が夜空へと吹ふき飛んだ。

　まるで竜たつ巻まきが発生したかのような上じよう昇しよう気流は、周囲に満ちていた気持ち悪い空気をまとめて散さん逸いつさせてくれる。

「ほらよ。換かん気きしてやったぜ？　つか、あたしは酸素なくても一時間くらいなら活動できるんだ。それはお前がしんどいだけだぞ？」

「……っ。化け物めっ……！」

「褒ほめてくれてありがとよ。……で？　次はどうする？　ぼやぼやしてると死んじまうぜ？」

「────っ！」

　追い詰められたカナミは、ついにスカートのポケットに手を伸のばす。

　……《クレジットカード》。

　カナミの持つ唯一の《資産》。効果は、現金の《魔ま石せき通貨》と同様。正当な金額を積めば、全てを買うことができる。しかも、カード決済ならば代金は後あと払ばらい。存分に買ってやればいい。

「払はらうわ！　あの女の《資産》を買って!!」

　本能に身を任せ、カナミは勝子の《資産》の買収を図はかる。

　奇くしくもそれは、《クレジットカード》の最良の使い方だった。かつて失井敗斗が《小切手帳》で見せた、現金派の極きよく地ち。究極の戦法。相手の武器を奪い、それを使し役えきするという悪夢のような手段だ。

　だが────

「…………っ!?　なんで!?　どうしてなにも起こらないの!?」

「そりゃーお前、買付余力が足りなかったんだろう」

　足あし下もとから六角ボルトを拾い上げた勝子が、気軽な調子で弾はじく。

　しかし、そのボルトは音速を超えた。

「あぐっ……!?」

　飛んできたボルトが右みぎ肩かたを貫かん通つうし、カナミは《クレジットカード》を取り落とした。

　日本一の勝者はゆっくりと歩を進める。

「お前、ガキだからリアルでクレジットカード作ったことねーんだろ？　《魔石通貨》の資産に限らず、クレジットカードっつーのは『限度額』が設定されてんだ。多くて、そいつの年収の三分の一くらいか？　で、それを超えた買い物はできねーってことだ」

　そう。《クレジットカード》で後払いにできる金額には限度がある。まして、カナミはその限度額をギリギリまで使い込んでしまっていた。そんな状じよう況きようで日本一の《資産家》である彼女の《資産》を買収しようなど、到とう底ていできない話だったのだ。

　いや、そもそも、限度額が目め一いつ杯ぱい残っている状態でもそれは叶わなかっただろう。

　強制買付──買収に必要な金額は、その《資産家》がその《資産》を買い付けた金額の一〇倍以上が請せい求きゆうされる。現金をほとんど持たず、儲もうけたカネの全すべてを自己投資している彼女の《資産》を買収するには、日本一の資産家が保有する資産総額の一〇倍以上が必要となるのだ。

「……さてっと。もうネタ切れか？　んじゃあ、殺しちまうけど、構わねーな？」

　あくまでゆっくりと、自然な歩調で近付いてくる。

　遊部から事前に聞いていた。白星勝子が自己投資して得ているものは、純じゆん粋すいな『身体能力』。どんなに離はなれていても、一いつ瞬しゆんで間合いを詰めることができるだろう。それなのに、わざわざカナミの対たい抗こう策を全て受け、こうまで隙すきを見せる意図は明確だ。

　彼女は、待っている。

　カナミが諦あきらめる瞬間を。

　全ての策を費ついやし、あらゆる《資産》を使い、自分が持てる才能の何もかもを出し尽つくした上で──それでもなお、勝てぬ敵。そんな絶望的な現実を見せ、カナミの心が折れるのを待っているのだ。

　ギリッ、とカナミが奥歯を嚙かみ締しめた。

「ふざけんじゃ……ないわよ……！　あたしはカナミよ！　カリスマな魅力と書いて、カナミなのよ!?　カリスマのあたしが、こんな奴やつに負けるはずないじゃないっ……！」

　ノリオの小道具は使い尽くした。遊部の情報も活用し尽くした。

　それでもなお、カナミは両の足で立っている。

　なぜなら……信じているから。自分の才能を。カリスマを。

　たった一人で今日まで生きてきた、自分の強さを──

「へー。そうかい。お前、カリスマなのか」

　目の前に迫せまる真紅の悪あく魔まが、面おも白しろいものを見つけたかのように口元を歪ゆがめる。




「奇き遇ぐうだなぁ。実は……あたしも、そうなんだ」




　カナミの頭が真っ白になった。

　唯ゆい一いつ絶対に信じていたもの。自分自身の強さ。才能。カリスマ。

（それを、この女も持っている……？）

　その時、カナミの中でなにかが折れた。

　急に全身の力が抜け、その場に座り込んでしまう。

「あ……れ……？　どう、して……」

　力が、入らない。

　ふざけるな。こんなのは違ちがう。あたしじゃない。あたしは、特別。選ばれた人間。周囲の量産品とは違う。神様に選ばれた特別製。そんなあたしが、こんな凡ぼん人じんに負けるはずがない。

　カナミは繰り返し、自分に言い聞かせる。

　何度も自分を𠮟しつ咤たし、目の前の敵を食い潰つぶせと叫さけぶ。

　……だけど、できない。

　理り屈くつではなく、感覚でわかる。

　なんの根こん拠きよもなくとも。論理的な説明などされなくとも。ただ直感で、理解する。

　彼女が『こちら側』であること。自分と同じく、神様に選ばれた特別製であること。

　そして、彼女の有する『才能』が……自分よりも遥はるかに大きく、遠いこと。

「──《正義》を執しつ行こうする」

　真紅の《正義》が、無力な少女に迫る。

　カナミは、滲にじんだ視界を袖そでで拭ぬぐった。

（……バカっ。なに泣いてんのよ。泣いてれば、誰だれかが助けてくれるとでも言うの？　そんな都合のいいヒーロー、この世にいるわけないじゃない……！）

　カナミの予感は当たっている。

　この世界に、ヒーローはいない。

　泣いている女の子を助けてくれる王子様も、少女の敵をやっつけてくれる正義の味方も存在しない。

　だが、この世界には──




　────《魔ま王おう》が、いる。




　少女と真しん紅くの勝者の間に、割って入る影かげがあった。

　カナミは最初、それが誰なのかわからなかった。

　いつになく、険しい顔をしている。

　だが、それが少女のよく知る少年で、自分を守るため、圧あつ倒とう的強者に立ち向かっていることがわかると……目元から、一筋の涙なみだが溢あふれた。

「なにを……やってんのよ……。あたしは、あんたを殺そうとしたのよ……？　そんな女、助ける必要ないじゃない……」

　ふっと、少しだけ少年の口元が和やわらぐ。

　間に合った安あん堵どと、初めて見る少女の泣き顔。

　言いたい文句は山ほどあったが、言葉にならなかった。今はただ、この場に立つという決断をさせてくれたみんなに、心からの感謝を抱いだいている。

「……約束、しちまったからな。『仲良くする』って。契けい約やく書にサインまでしちまった」

「いつの話を……してんのよ……。あたしは、もういいの……。一人で生きて、一人で死ぬの……」

「聞けっ、勝者!!」

　カナミへ返事をする代わりに、敗斗は目の前の《正義》へ叫ぶ。

「この女は俺のものだっ!!　俺の彼女で、世界一大切な『家族』だっ!!　こいつが間ま違ちがえたなら、全ての責任は俺がとる!!　だから絶対、誰にも渡わたさねぇ!!」

「──────っ」

　ボロボロとカナミの両目から大おお粒つぶの涙が零こぼれた。

　それは、少女がずっと欲ほつしていたもの。

　幼い頃ころに失なくし、ずっと探していたもの。

　みんな当たり前に持っていて、しかし彼女だけがずっと持っていなかったもの。

　家族という名の絆きずな。

　ありのままの自分を受け入れてくれる、自分だけの居場所。

「……だから、言えよ。『助けて』って。家族は助け合うもんだろ」

「………………っ」

　そんなことを言う資格はないと、わかっている。

　一度は明確に拒きよ絶ぜつし、夜の海に突き落としたのだ。

　そんなことをしておいて、今さらそれを口にするのは、虫が良すぎる。しかもそれは、少女がこの人生で一度も口にしたことがない言葉だった。

　だがそれは、言わなかったのではなく、言えなかったのだ。

　少女には、帰る場所がなかった。

　この世界でたった一人、暗くら闇やみに取り残されたような気分だった。

　明かりもなく、道も見えず、不安に押し潰されそうになりながら……たった一人で歩き続けてきた。

　いつか、辿たどり着けると信じて。

　かつて失った温かな『居場所』が、再び見つかることを祈いのりながら──

　震ふるえる口元を、必死に引き締める。鼻をすすり、ポロポロ零れる涙を何度も拭う。

　そうしている間も、少年は待っている。待ってくれている。

　誰にでも、気軽には言えない言葉がある。

　ずっと、言えなかった言葉。

　誰にも聞き届けられなかった『願い』が、ついにカナミの口から零れ落ちた。




「……………………たすけて」




　少年が笑え顔がおで頷うなずき、前を向く。彼にしては珍めずらしく、それはどこか温かさを感じさせる笑えみだった。

　賽さいは投げられた。もう、後あと戻もどりはできない。

　だが、それでいい。《魔王》は正義など執しつ行こうしない。

　彼が為なすのは『悪』。

　ただ己おのれの欲よく望ぼうのまま、世界中の全てを蹂じゆう躙りんするだけだ。

　そのために──




「────俺が《魔王》だ」




　資金戦場の《魔王》は今、真紅の《正義》に挑いどむ────!!








第五章　魔王は敗北を愛す









「いつかお前とは、こうなると思ってたよ」

　カナミに二枚の契約書を手て渡わたしていると、勝しよう子こがそんなことを言った。

「……そうか。俺は、あんたとだけはこうなりたくないと思っていた」

　説明している暇ひまはない。

　カナミが素す直なおにサインをしてくれるか不安だったが……内容も見ずに名前を書いてくれた。普ふ段だんのカナミなら、絶対にあり得ない。

　……それほどまでに、追い詰つめられていたのだろう。

「わかっていると思うが、そいつは悪党だぞ？」

「ああ。だが、《魔王》はいい子の味方をしない。《魔王》はいつだって、美人な悪い女の味方なんだ」

「……ハッ。そうかい」

　勝子ほどの相手が、契約書のやり取りに気づいていないはずがない。

　その上で、放置しているのだ。

　自分を信じているから。どんな小細工を弄ろうされようと、真正面から打ち砕くだく自信があるから。そうでなければ、《正義》の味方など名乗れまい。

　カナミとの契約が完かん了りようした。

　その瞬しゆん間かん、敗はい斗との手元に一枚のカードが現れる。

《クレジットカード》。今回の騒そう動どうの発ほつ端たんにして、カナミを狂くるわせた悪あく魔まの《資産》。それを、敗斗へ無む償しよう譲じよう渡とさせたのだ。

「……準備はいいか？　たぶん一いつ瞬しゆんで終わるけど、恨うらむなよ」

　勝子が右手を引き、腰こしを落とした。

　両者の距きよ離りは約五メートル。敗斗から間合いを詰めるには遠く、勝子は一瞬で飛び越こえられる距離だろう。ここはすでに、彼女の狩かり場ばだ。

　……この戦いに、意味はない。

　得るものはなに一つなく、多くのものを失う。一リルたりとも利益は計上されず、無限の損失が降り積もる。その損失は多くが長期的な負ふ債さいとなり、今後も自分を苦しめるだろう。しかも、望む結果を手に入れたとしても、誰からも賞賛されない。カネを重視する拝金主義者ならば、絶対にやってはならない戦いだ。

　それでもいい、と敗斗は思う。

『正しさ』に殺されてしまいそうな少女がいた。

　全部彼女の責任で、全部彼女が悪いのかもしれない。弁解の余地はなく、命を以もつて償つぐなうべき罪なのかもしれない。

　けれど、敗者の少年はどうしてもそれが許せなかった。

　だから、抗あらがう。

　たとえ世界中の人間から非難され、全人類を敵に回そうとも。

　彼だけは、最後まで少女の味方であり続ける。

　真紅の《正義》が目の前にあった。

　放たれる拳こぶし。

　あらゆる悪を一瞬で浄じよう化かする《正義》の鉄てつ槌つい。

　その『正しさ』を蹂躙するように、《魔ま王おう》が吼ほえた。




「────俺の《悪》に絶望しろ」




　瞬間。《魔王》の姿が消える。

　日本一の資産家・白しろ星ぼし勝子でさえ視し認にんできない速度。

　気づいた時には彼女の背後に回り、サバイバルナイフで頸けい動どう脈みやくを切り裂さいていた。

「ッ！！？」

「……チッ。ダメか」

　ダメージを受けたのはナイフの方だった。

　まるで未知の物質に触ふれてしまったかのように、ナイフ全体が刃はこぼれする。

　勝子が反射的に手を伸のばすが、もうそこに《魔王》の姿はない。

《魔王》は再び彼女の背後へ移動すると、ゼロ距離から一二．七ミリ口径のデザートイーグルをぶっ放した。

「────ぐあっ!?」

　衝しよう撃げきを受けバランスを崩くずしたが、弾だん丸がんは貫かん通つうしない。

　まるで防ぼう弾だんチョッキに阻はばまれたかのように、彼女の皮ひ膚ふを弾たまが滑すべり落ちる。

「世界でも三本の指に入る拳けん銃じゆうを撃うたれて無傷か。さすがだな」

　闇やみより暗い瞳ひとみで観察する《魔王》。

　彼の左手には、いつの間にかガラス製の立方体が握にぎられていた。

　────《沈黙の檻サイレント・ハーツ》。

　世界の時を止め、この世の王として君臨する《固定資産》。メリアと出会うきっかけとなった、とある資産家が所有していた《資産》だ。

　通常の武器は無意味だと悟さとった少年は、さっさと拳銃を投げ捨てる。

「テッ……メェ！！！」

　人間の限界を超こえた速度で拳が迫せまった。

　左手を使い、ストレートではなくフックで攻こう撃げきするそれは、最速にして最大の威い力りよくを有していただろう。白星勝子の身体能力を考えれば、掠かすっただけでも絶命する危険性があった。

　しかし、その拳は届かない。

　彼女の身体からだが攻撃を繰くり出すより先に、彼女自身がダンプカーに撥はねられたかのように吹ふき飛んだ。

「がッ！！！？」

　冷れい笑しようを浮うかべる《魔王》の片耳には、小ぶりのピアスが光っている。

　事象歪わい曲きよく型・変則カウンター《雷らい閃せん》。

　敵の殺意を察知し、攻撃を繰り出す前に同種の攻撃で迎げい撃げきする《資産》。

　己が生み出すはずだった埒らち外がいの攻撃を受けた勝子は、工場の壁かべを突つき破っても勢いが止まらず、外の鉄てつ屑くずの山に突っ込んだ。

「……うるぁあああああ！！！」

　それでも、彼女は死なない。

　常人なら絶命して当然の鉄屑をいくつも吹き飛ばしながら立ち上がり、《魔王》目がけて突とつ進しんしてくる。……だが、いくら驚きよう異い的な身体能力を有していようと、未知の攻撃から立ち直るまでには数すう瞬しゆんの隙すきが生じた。

　その間に《魔王》は漆しつ黒こくの外がい套とうを身につけている。

「とりあえず、自害しろよ」

《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》。絶対遵じゆん守しゆの命令が勝者に降り注ぐ。

　鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力を誇ほこった勝子の身体に風穴が空いた。彼女の腹部を貫つらぬいたものは……他ほかでもない、彼女自身の右みぎ腕うでだ。

「ぐふっ…………!!」

　堪たまらず、血を吐はき出す。

　己の口から零こぼれる鮮せん血けつに、勝子は信じられないものを見たような目を向けた。もう何年も、彼女は自分の鮮血を見ていない。

「ほう……。あんたでも、血の色は赤なんだな。いや、あんただからこそ赤なのか？」

「テ、メェ……！　なんだ……そりゃ……っ!?」

　悪魔のような笑みを浮かべる少年が、宙空からドレス仕様のハットを摑み取った。

　もう勝子も疑わない。

　あれも《資産》だ。それも、かなり強力な────!!

「最近、新たにメイドを雇やとってな。おかげで、仕事もプライベートも充じゆう実じつしている」

「…………っ!!　《地じ獄ごく》の『魔王』か……っ!!」

『その呼こ称しようは正しくありません』

　胸ポケットに入れたスマホのスピーカーから声が漏もれる。

　落ち着いたその声はクロエのもの。

　白星勝子を追い詰めている張本人。《クロエ・アセット・リース》のものだ。

『《魔王》の称しよう号ごうは《地獄》においてもマスターのものです。今の私はただのメイド……いえ、マスターの性せい奴ど隷れいです』

「その発言に対するツッコミは、あとでたっぷりさせてもらおう。……で、どうだ？　終わったか？」

『はい、もちろんです』

　スマホから流れる声は随ずい分ぶんと落ち着いていた。

　クロエはそのままのトーンで、なんでもないことのように言い放つ。




『────無事、《銀行》の金庫を掌しよう握あくしました』




「なん……だと…………っ!?」

　腹部からおびただしい量の血を流しながら、勝子が啞あ然ぜんとする。

　意味がわかっても、理解ができない。

　いったい、なにが起こっているんだ……!?

「よし。よくやった。即そく座ざに戦線を離り脱だつしろ」

『申し訳ありません、マスター。《銀行》の警備がこちらの予想以上に脆ぜい弱じやくだったらしく、世界中の《資産家》が押し寄せてきています。いかが致いたしましょう？』

「殲せん滅めつしろ。存分に《リース》を使え。カネは腐くさるほどある」

『イエス、マイ・ロード』

　それだけ言って、クロエの声が離はなれた。

　多少計画とは異なった展開になっているようだが、問題ない。誤差の範はん囲い内だ。この程度のイレギュラーなら、クロエが力ちから技わざで捩ねじ伏ふせてくれるだろう。優ゆう秀しゆうなメイドを持った主あるじは幸せだ。

「テメェ……！　いったい、なにをっ……!?」

「ああ、簡単だ」

　闇より暗い瞳めをした少年は、なんでもないように言ってのける。




「あんたの《銀行》から、全すべてのカネを奪うばった」




　先ほどのクロエの発言が繰り返される。

　信じられなかった言葉は、言葉通りの意味だった。

　勝子の瞳が怒いかりに燃える。腹部から多量の出血をしたことにより、蒼そう白はくとなっていた顔面に再び血の気が戻もどる。……当然だ。《正義》を邁まい進しんする彼女には、どうしたって見過ごせる行こう為いではない。

　犬歯を剝むき出し、青筋を立て、猛もう獣じゆうのような怒ど気きを放つ。

「お前……っ！　そんなことが許されるとでも────っ!!」

　その威い圧あつに、並の《資産家》ならば即座に無力化され、土ど下げ座ざしていただろう。

　だが、彼女の前に立っている《資産家》は並ではない。

　かつて日本のリル市場を制圧した男。

　世界中を敵に回す《魔王》なのだ。

「許す、許さない以前に《取引トレード》とはそういうものだ。相手を殺し、《遺産相続》によってカネを奪う。手段は問われない。守るべきルールはたった一つ。それ以外はなにをしてもいい。……俺を敵に回すとは、こういうことだ」

《魔王》の冷れい酷こくな瞳が真しん紅くの勝者を睨にらみ返した。

　勝子は忘れていた。いや、長きに亘わたり、彼女は《取引トレード》をしていなかったのだ。

　日本一の《資産家》。《真紅あかい暴力》。誰だれもが知る最強。

　そんな彼女には、誰もまともに歯向かわなかった。彼女が勝負の場に出るだけで結果は決まり、戦わずして勝利を得る。それは、誰もが夢見る極地。究極のシナリオ。力を持つ者がさらに力を持ち、富める者がさらなる富を得る。資本主義の大原則。

　だが、そんな恵めぐまれた地位は、彼女から『本質』を奪い去った。

《魔ま石せき通貨》市場の本質。

　それは、ルール無用であること。

　あらゆる行為が正当化され、カネを回すためなら人間の命でさえも浪ろう費ひされる。それこそが、《魔石通貨》の《悪あく魔ま》が作った狂きよう気きの世界なのだ。

「ぐっ……！　だが、《銀行》の金庫周辺には、優秀な《資産家》を何人も配置したはずだ！　それが突とつ破ぱされるなど……!!」

「ああ、そうだな。だから、こっちは物量で攻せめた。ノリオの《個人商店》としてのネットワークを使い、世界中に『白星勝子が金庫を離れ、《銀行》の警備が弱体化する』という情報を流したんだ。死ぬほど儲もうかったぞ？　今いま頃ごろ、あんたの《銀行》には日本だけでなく、世界中から《資産家》が詰つめかけているはずだ」

「なっ…………!!」

　理想を言えば、その《資産家》たちと《銀行》の警備員に同士討うちしてもらいたかった。

　その間にクロエたちに金庫を掠め取ってもらい、ノーリスクで情報料と金庫のカネを得る。そうすれば、ボロ儲けだっただろう。

　実際は《銀行》の警備が弱すぎたか、あるいは世界中からやって来た《資産家》の数が膨ぼう大だいだったせいで、強きよう襲しゆう者しやにクロエたちまで狙ねらわれることとなってしまった。

　しかし、問題ない。《リース契けい約やく》さえ使えれば、クロエは必ず勝てる。どんな敵を相手にしても、《地獄》の女王が負けるわけがないのだ。

　本来であれば、クロエ自身も警備に捕つかまり、他の《資産家》と同様に《銀行》側の人員と戦せん闘とうになっていたことだろう。

　だが、こちらには白星勝子と『縁えん』を持つパイプがあった。

「ダメじゃないか、勝者。いくら可愛かわいい娘むすめだと思っていても、非常時にメリアを問答無用で匿かくまうように指示を出しておくなんて」

《魔ま王おう》が悪魔のような笑えみを浮かべる。

　そう。白星勝子が大切に想おもっているメリア。彼女を、クロエと共に同行させたのだ。

《銀行》の警備員たちは、突とつ然ぜん襲しゆう来らいした《資産家》たちを、敗斗が仕組んだ罠わなだとは思っていない。

　単純に、『究極の資産』として生まれた少女──メリアを狙って襲おそってきた《資産家》たちだと思っているのだ。だから、《銀行》で最も厳重に警備されている安全な場所──金庫が安置された最さい奥おうへと彼女を導く。そして、その瞬しゆん間かんにクロエと二人で大金を掠め取ったのだ。この警備システムの穴は、遊あそ部べが見つけてくれた。

　母親のようにメリアを大切に想う愛情。それすらも土足で踏ふみ荒あらし、利用する。

　それが《魔王》のやり方なのだ。

「外げ道どうめ…………っ!!」

　勝子が真紅のドレスを翻ひるがえし、飛び出そうとする。

　一刻も早く《銀行》へ戻り、仲間たちを支し援えんしたいと考えているのだろう。

　だが甘い。そんなことは許さない。

《魔王》はすでに、《正義》を蹂じゆう躙りんする覚かく悟ごを決めている。

「…………っ!?」

　廃はい工場の敷しき地ちが一メートル先から漆黒の海に覆おおわれる。

　見み渡わたす限り陸地はなく、どこまでも夜空と海が続くばかりだ。

　振ふり返れば、《魔王》が頭の上の帽ぼう子しを持ち上げていた。……《思念描画リライト》。能力は、限定範囲内における世界の描かき換かえ。視界の果てまで続く漆黒の水平線から、誰も逃のがれることはできない。

「降こう伏ふくしろ、勝者」

　空中に空いた穴からロザリオを取り出して首にかけ、《魔王》が呟つぶやく。

　現状は全て、彼の描えがいたシナリオ通りに進んでいた。

「こうしている間にも、あんたの仲間たちは傷ついている。仮にあんたが戻っても、全ての《資産家》を制圧できる保証はない。だが、この契約書にサインし、もう二度とカナミに手を出さないと約束するなら、クロエや俺も加勢に──」

「……くっ。くくくっ……」

　くぐもった声で、勝者が笑みを漏らす。

　絶体絶命の窮きゆう地ち。圧あつ倒とう的な戦力差。絶望的な状じよう況きよう。

　一筋の光も射さし込まない暗くら闇やみにおいてなお、勝者は強く、拳こぶしを握にぎる。

「……正直、予想以上だ。さすが、あたしの見み込こんだ《資産家》。このあたしがここまで追い詰められるなんて、今後一生ありえねーだろーな」

　ぐっと、左手全体で腹部を押さえる。

　数秒して離すと、空いていたはずの風穴が塞ふさがっていた。

「………………」

「……どうした？　化け物でも見たような目をして。怪け我がが治るなんて、人間なら当たり前のことだろ？」

　敗斗は一度、左目を強く閉じ、再び見開いた目に奇き妙みような光の紋もんを浮うかべた。

《理論幸福値カリキユレーター》。あらゆるものの『値ね』を見る魔眼。そこには、付ふ随ずい情報として当とう該がい《資産》の正式名めい称しようも明示されている。




　────《真紅の心臓レツド・ソウル　Ｌｖ．九八》。




　それが、日本一の《資産家》である彼女が保有する、唯ゆい一いつ無二の《資産》。

《魔石通貨》の現金を『経験値』として体内に取り込み、その魔ま力りよくを血液に混ぜて循じゆん環かん・吸収する。その結果、体たい細さい胞ぼうの一つ一つが魔力を帯び、ナノ単位で彼女の身体からだを人外の化け物へと造り替かえる。

　かつて、敗斗も《地獄》で『身体強化』を買い付けたが、たった一発殴なぐるだけで簡単に身体が砕くだけてしまった。……人間の身体は、かくも脆もろい。人間の限界を超こえた力を扱あつかうには、それにふさわしい『器うつわ』が必要となる。

　そして、その『器』を造るのが──彼女の《心臓》なのだ。

「提案は却きやつ下かだ。《正義》の味方が、悪に屈くつするわけにはいかねー。それに《正義》の味方はいつだって、ピンチを切り開いて行くもんだ。……悪わりぃが、もう手加減はできねーぞ。死ぬなよ、敗者」

　犬歯を剝いて強気な笑みを浮かべる勝子を見て、敗斗の全身が粟あわ立だった。

　これまではきっと、知り合いのよしみで手加減してくれていたのだろう。トモダチが間ま違ちがった時、ぶん殴ってでも正しい道に引き戻すのが彼女のやり方だ。力加減を間違えて、引き戻す前に殺してしまうわけにはいかない。

　だからこそ敗斗は、彼女の真正面に立つことができた。

　相手は自分を殺すわけにはいかず、こちらは殺す気満々だ。

《正義》はいつだって、信じられないくらいのハンデを負う。そして、それすらも利用するのが悪党のやり方だ。

　だが──今、彼女はその手加減を捨てた。

「…………っ！」

《魔王》の真骨頂は買収と支配。

　左目に映る金額は、勝子の《心臓》の買収額。だがそれは、かつて彼女の《夢》を買い付けた時と同様の、数字の羅ら列れつだ。値段がついていても、意味はない。

　次に見るものは、《小切手帳》のリース金額。

　視界いっぱいに『九』の数字が並ぶ。……《政府》の圧力に違ちがいない。もう誰も、《小切手帳》を手にすることはできないだろう。

「うるぁぁぁあああああ！！！」

　気づいた時には、勝子の拳が目の前に迫せまっていた。

　やり方を考えている暇ひまはない。手加減をする余よ裕ゆうもない。

　敗斗は胸むな元もとのロザリオに手を触ふれた。言ったことを現実にする資産《言こと霊だま》。それを握りしめ、最短で死の宣告を叫さけぶ。

「────死ねっ！」

「死なねぇっ！！！！！」

　勝子の拳は空を切ったように見えた。

　きっと、敗斗以外に観測者がいたならば、誰もがそう思っただろう。

　だが、未いまだ《理論幸福値カリキユレーター》をリースする彼にだけは、その信じられない光景を視し認にんすることができた。

「なっ────！」

《言霊》の効果を殴った!?

　にわかには信じ難がたい光景。だが、《言霊》の買収金額を示す数字が消え、その数字が浮かんでいた箇か所しよを勝子が殴ったのだから、そうとしか思えない。

　……失うしな井い敗斗は誤解していた。

　日本一の資産家・白星勝子が保有する《資産》。

　それは、身体能力を強化するためのものではない。

　その《資産》の本質。それは──




　彼女自身を人外の化け物《超ちよう人じん》へと造り替えること────!!




「くっ…………!!」

　宙に空いた穴から、敗斗が再びガラス製の立方体を取り出し、起動する。

　世界の時間を停止する資産《沈黙の檻サイレント・ハーツ》。世界中の人間が平へい伏ふくし、彼だけが王として君臨するはずの世界で、それでもなお、真しん紅くの《超人》は止まらない。

「だりゃぁぁあっ!!!!」

　幾いく分ぶんスピードは落ちているが、驚きよう異い的な拳を放つ。

　ガラス製の《資産》が粉々に砕け散った。

「──────っ！」

　もはや、一刻の猶ゆう予よもない。

　敗斗は無数の《資産》を用いて迎げい撃げきに当たる。

　変則カウンター《雷らい閃せん》。絶対遵じゆん守しゆの命令《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》。貼はり付けることで他人に憑ひよう依いするシール《代替行為オルタナテイブ》。透とう明めい人間になるリストバンド《無む彩さい色しよく》。対象の運命を変へん更こうできる《世界アカシック教本・レコード》。触れたものを素そ粒りゆう子しレベルで分解する指輪《原げん初しよの種たね》。記き憶おくと自我を抹まつ消しようするヘッドホン《騒音ノイズ・キ妨害ヤンセラー》。

　その他ほかにも、数多あまたの《資産》をリースした。

　勝子の情報を売り、《銀行》を強襲して得たカネを使い尽つくす勢いで、あらゆる戦力を投入する。

　その悉ことごとくを、勝者は乗り越こえてくる。

　変則カウンターを受けても攻こう撃げきを中断せず、《雷閃》を破は壊かいした。

　絶対遵守のはずの命令を無視し、コートを破り捨てる。

　シールを貼り付けても彼女の身体には憑依できず、魂たましいごと吹ふき飛ばされた。

　運命を変更しても、その運命を乗り越え、さらに前へと進む。

　素粒子レベルで分解すれば、自然治ち癒ゆ力だけで元の身体に再生する。

　記憶と自我を抹消しようと、本能だけで悪へと向かってくる。

　その様はまるで、物語の主人公。あらゆる悪に立ち向かい、最後には必ず勝利する『勇者』のものだった。

「化け物……めっ……！」

　失井敗斗の頰ほおを冷たい汗あせが伝う。

　手元でまた一つ、《リース》した資産を破壊された。

「あの女が悪わりぃんだよっ！　最初から《政府》の言うこと聞いて、分相応なカネだけ使ってりゃ、なんの問題もなかった!!　それなのに、身に余るカネを使い、『払はらえません』、『《政府》の言うことは聞きません』なんてほざきやがる！　この世はなぁ!!　みんなで仲良くするための『ルール』があるんだよ！　それを守れないばかりか、他人に損害を与あたえちまうような人間は、粛しゆく清せいするしかねーだろっ!!」

《正義》の味方が吼ほえる。

　彼女のそれは、決して独裁者の独りよがりではなかった。《正義》の味方は《正義》に味方し、決して私し欲よくのためには戦わない。言わば、世界中の『正しさ』がカナミを殺させようとしているようなものだ。

「それが……どうしたっ!!」

　敗斗も犬歯を剝むいて吼える。

《資産》による迎撃が追いつかず、《タクシー》を使って距きよ離りをとった。

　その距離も一いつ瞬しゆんで詰つめられる。だが、その間に新たな《資産》を《リース》することで、どうにか勝子の攻撃を搔い潜くぐった。

「一度間違った人間を切り捨てるのか!?　派手に失敗した人間には価値がねぇって、即そく座ざに首をはねるのかよ!?　失敗したら、やり直せばいい！　間違ったら、間違わない方法を教えてやるのが、大人の務めなんじゃねぇのかよ!!　人間を信じない人間に、『正義』を語る資格はねぇ!!　あんただって、俺と同じ悪党だろうがッ!!」

「テメェ……歯ァ食い縛しばれッ!!」

　戦いが始まって以来、最も苛か烈れつな攻撃が降り注いだ。

　敗斗は資産を《リース》することも《タクシー》で移動することもできず、咄とつ嗟さに『防ぼう御ぎよ壁へき』を買い付けて防御にあたった。だが……白星勝子の攻撃をまともに受け止められる壁かべなど存在するはずもなく、買い付けた壁ごと遥はるか彼方かなたに吹き飛ばされた。

　──《魔ま王おう》の敗北が、近づいていた。

　白星勝子が強敵であることは、正しく認識していた。

　だからこそ策を練り、限られた時間で可能な限りのカネを集めた。そのために非道な手段をいくつも使い、利用できるものは全すべて利用し尽くした。

　それでもなお、届かない。

　どんなに見果てぬ夢を描えがこうと。どんなに美しい絵を描こうと。どんなに素す晴ばらしいシナリオを描こうと……その全てを真正面から打ち破ってくる。

　持っているもの、存在としての全てが違い過ぎる。

「…………終わりだな」

　気づけば、元の場所まで戻もどってきていた。

　真紅の稲いな妻ずまが巻き付く拳こぶしの先には、敗斗だけでなくカナミがいる。このまま回かい避ひすれば、敗斗は助かってもカナミが死ぬ。

「くっ…………!!」

　敗斗は《リース》を使い、空中の穴から豪ごう奢しやな剣けんを取り出した。

《聖剣カリバーン》。半径一〇キロメートルを《聖域》として外界から遮しや断だんし、如い何かなる物質・人物からも干かん渉しよう不可能とする《資産》。

　だが、目の前の化け物はそんな異空間も軽々と超ちよう越えつするだろう。

　敗斗は《聖剣カリバーン》に《魔ま石せき通貨》を追加投資し、対象半径をカナミが隠かくれるギリギリまで狭せばめた。効果範はん囲いを少なくすれば、相対的に空間内の安全性は高まるはずだ。




「────見上げた心意気だが、お前は死ぬぞ」




　それだけの行動に時間を使ったのだ。

　当然、敗斗自身を守る《資産》をリースしている暇はない。

　これまで躱かわし続けてきた勝者の拳。

《正義》の鉄てつ槌ついが、ついに少年の身体を貫つらぬいた。

「ぐっ……ふ……っ!!」

　衝しよう撃げきだけで、彼の背後にあった鉄てつ屑くずや工場の壁がまとめて吹き飛んだ。

《聖域》に守られたカナミはどうにか無事だったようだが、身体からだを物理的に貫かん通つうされた少年は絶命したに違いない。

　勝子でさえも、一瞬はそのように考えた。

「……驚おどろいたな。感かん触しよくがおかしいとは思っていたが、まだ生きていたか」

　敗斗の手元には、あと一つだけ《リース》した《資産》が残されていた。

　左手の手首に巻かれたリストバンド。

　透明人間になり、あらゆる攻撃を無効化する《無彩色》。

　だが、透とう過かし、躱したはずの勝子の拳は、当然のようにダメージを与えていた。風穴を空けられた少年の腹から、ボタボタと濁にごった鮮せん血けつが流れる。

「恨うらむなよ？　お互たがい様さまだ。あたしだって風穴空けられたんだからな」

「へっ……。化け物と人間様を一いつ緒しよにするんじゃねぇよ……っ！」

　勝子が手を引き抜ぬくと、敗斗の身体が重力に従って地面に落ちた。

　透過の効果が消え、腹の穴は埋うまったが……ズキズキと鈍どん痛つうが走る。手首に巻いていたリストバンドは、ボロボロになって風化した。

「じゃーな、敗者」

　動けない少年に、トドメの一いち撃げきが振ふるわれる。

　敗斗はそれを、茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　まだ、彼には策がある。《魔王》は賽さいを振らない。

　彼が《魔王》として動く時、結末はすでに決まっていて、ただそこに至る過程が変化する。だから、《魔王》が真紅あかい勝者の前に立った時点で、彼の欲よく望ぼうとカナミの生存は叶かなえられるはずだった。

　それなのに──

（想像を……遥かに、上回った……）

　もはや指一本動かせなくなった身体で、青い顔のまま冷ひや汗を流す。

　まだ切れるカードはいくつも残っている。手札で出番を心待ちにする切り札ジヨーカーは、指先一つ、口先一つで場に出すことができる。そのカードを切りさえすれば、状じよう況きようは一気に好転する。この状況でも、その確信は変わらない。

　だが、今の敗斗は指先どころか、口先すら動かせない状況だった。

　……正直、侮あなどっていた。欲よくをかき過ぎた。

『損切り』のタイミングも、『利益確定』のタイミングも、とっくに逃のがしてしまっていた。もしも最初から切り札を提示していたならば、こんな状況には陥おちいらなかっただろう。最上とは言えずとも、最低限度の利益は確保できたはずだ。

　まさかこんなにも早く、切り札を切ることすらできない状況に追い詰められるなど、夢にも思わなかったのだ。

「………………っ」

　迫せまる絶望の真紅を前に、敗斗の身体が震ふるえた。

　生まれて初めて、心の底から恐きよう怖ふを感じた。

　これまで何度も《取引トレード》で死にかけたが、こんなに恐怖したことはなかった。なぜなら、敗斗はずっと一人で戦ってきたのだ。多くの人間に助力を受けたが、戦いの賭かけ皿にはいつだって、敗斗の命だけが乗せられてきた。

　だが──今回は、違ちがう。

　この戦いには、自分以外にも多くの人間の命が懸かけられている。それが自分のミスで失われてしまうことに、敗斗は心底恐怖していた。

　走馬灯のように、最悪の未来が過よぎる。

　敗斗がいなくなった世界。命を奪うばわれるカナミ。勝子から見限られてしまったメリア。《政府》へ連行されるクロエ。《市場》からつま弾はじきにされ、再び命のやり取りをする遊部。日本のリル市場全体から敵視されるノリオ。

　そんな未来を、失井敗斗は背負っていた。

　借りたはずの彼らの《命》は返せず、このままあの世へ道連れにするしかない。

　せめて、あと一分。

　いや、数十秒だけでも時間が稼かせげていれば────！




「なんや、オモロいことしてるやん、兄ちゃん」




　不意に、エセ関かん西さい弁べんが聞こえた。

　それを合図としたかのように、勝者の拳がピタリと止まる。

　彼女の足あし下もとには、一本の短刀が突つき刺ささっていた。……《絶ぜつ無む弐に式しき》。影かげを縫ぬい付け、動きを止める《資産》。その持ち主は──

「儲もうかりまっか？」

　空間を切り裂さいて現れた男子小学生・鬼おに裂ざき刃やいばが無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

　絶ぜつ妙みようなタイミングで駆かけつけてくれた殺さつ人じん鬼きに、敗斗の表情も緩ゆるんだ。数秒前まで出なかった声が、掠かすれたように零こぼれる。

「……遅おせぇよ、鬼裂くん」

「すまんな、失井くん」

　そう。事前に敗斗が助けを求めていた五人目。グループ発信最後の一人は、鬼裂刃だったのだ。

「なんだ……テメェ……!?」

「失井くんのマブダチやんけ」

　動けない勝子に無数の刃やいばが迫る。

　全部で一〇本ある短刀。《絶無》シリーズ。

《地じ獄ごく》の殺人鬼が、最強の《資産家》を解体しにかかった。

「……うるぁぁああああああ！！！！！」

　ブチブチと嫌いやな音を立て、勝子が無理矢理に身体を動かす。

　全身から血を流し、動きも幾いく分ぶん鈍にぶっているようだが……それでも戦力差は歴然だ。如い何かに鬼裂といえども、長くは持つまい。その証しよう拠こに「やっぱ、美人の血ィはええなぁ……」などとボヤいている鬼裂の表情は真しん剣けんだ。それほど、余よ裕ゆうがないのだろう。

「…………買付。『治ち療りよう』だ」

　鬼裂が稼いでくれた時間を無む駄だにするわけにはいかない。

　敗斗は即座に買付注文を出し、外傷と体力の回復を図はかった。《闇やみ医者》を介かいさず、直接『治療』を買うとかなりの金額を請せい求きゆうされるのだが……背に腹は代えられない。もはや、カネを出し惜おしんでいる余裕はないのだ。

　立ち上がれるまでに回復すると、手札のカードと戦せん況きようを確かく認にんする。

　同じ轍てつを踏ふむわけにはいかない。必要であれば、すぐさま切り札ジヨーカーを切るべきだろう。幸い、鬼裂が粘ねばってくれているお陰かげで、もう少しだけ時間がある。

　通話こそ切られてしまったが、敗斗には確信があった。

　鬼裂刃は必ず加勢に来る、と。

　なぜなら、こちらには彼が溺でき愛あいする遊部の命も懸かっているのだ。敗斗が死ねば、遊部も死ぬ。ならば、いくら強したたかで快楽殺人鬼の鬼裂と言えど、窮きゆう地ちには必ず駆けつける。そう信じていた。

「………………」

　メリアという弱み。クロエの《リース》。遊部の情報。ノリオのネットワーク。そして、隠し球の鬼裂。……人材のカードは、全て切った。残る手札は、あと二枚。

　焦じれる気持ちを抑おさえ、敗斗は待った。

　その時を。

　日本一の《資産家》──白星勝子を打だ倒とうする、唯ゆい一いつ無二のチャンスを。

「うるぁぁああああああ！！！！！」

　勝利の咆ほう哮こうが響ひびき渡わたった。真紅の勝者は、《地獄》の鬼おにをも打倒した。

《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》を含ふくめた一〇本の短刀を全すべて破は壊かいし、鬼裂の小さな身体に痛つう烈れつな蹴けりを入れる。男子小学生の小さな体たい軀くがくの字に折れ曲がり、鮮血を吐はき出した。

　それでもなお、鬼裂はヘラヘラと笑っている。

　────そう。




　その時が、来たのだ。




　初め、勝子はそれを雨あま粒つぶだと思った。

　しかし、空から降ってきたそれは地面に落ちて跳はね、キン、と澄すんだ音を上げる。

　漆しつ黒こくの貨か幣へい。不気味な紋もん。神と悪あく魔まの刻印。

《魔石通貨》の一リル貨幣。

「……ありがとよ、鬼裂。あとでたっぷり、遊部のえっちぃ写真を送ってやるからな」

　血ち溜だまりに倒たおれ伏ふした助すけっ人とに礼を言う。

　空からはいくつも貨幣が降ってくる。

　いや、貨幣だけではない。

　一〇〇〇リル紙し幣へい、五〇〇〇リル紙幣、一万リル紙幣……数えきれないほどの《魔ま石せき通貨》が降り注ぐ。それはまるで、カネのシャワーだった。

「なんだ……これは…………っ!?」

『《銀行》の金庫の中身。そして、世界中の《資産家》から巻き上げたお金ですよ』

　驚きよう愕がくする勝子への返答は胸ポケットのスマホから。

　多少息が切れていたが、クロエの声に淀よどみはない。

『遅おそくなって申し訳ありません、マスター。全資産家の殲せん滅めつが完かん了りようしました。余よ剰じよう資金を送金致いたします。およそ一〇〇億リルです』

　敗斗たちの真上には、空中に大きな穴が空いていた。

　クロエの《リース契けい約やく》。その送付口だ。

「…………よくやった」

　敗斗は胸ポケットから《クレジットカード》を取り出した。

《理論幸福値カリキユレーター》を使って『限度額』の買収金額を見ると、付ふ随ずい情報として《クレジットカード》の限度額が表示された。




　────『一〇〇億リル』。




　間ま違ちがいなく、そう表示されている。

　カナミから《クレジットカード》を譲ゆずり受けた時、その限度額は一〇〇〇万リル程度だった。しかし敗斗は、カナミが使い込んでいた金額を《銀行》の口座から即そく座ざに一いつ括かつ払ばらいし、以降の《リース契約》による支し払はらいも《クレジットカード》の一括即時払いで支し払はらい続けていた。

　その結果、どうなるか。

　カナミが《クレジットカード》を譲り受けた時とは、真逆の現象が起こる。

　支払を管理する《政府》は、新たな《クレジットカード》所有者の支払能力を見誤る。これほど短時間に、数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような金額を使い、即座に支払い、カネを回してみせた。ならば、もっとカネを使ってほしいと限度額を釣つり上げる。

　その結果の『一〇〇億』。

『Creditクレジツト』とは、英語で『信用』の意味だ。

　失井敗斗は、この短時間で《政府》から絶大な『信用』を得たのだ。

「…………それがどうした」

　視界一いつ杯ぱいに舞まう紙幣を睨にらみ、真しん紅くの勝者が吼ほえる。

「《取引トレード》の真しん髄ずいは《資産》にある。どれだけカネを持とうが、真の《資産》を持つ《資産家》には敵かなわない」

　思えば、白星勝子はずっとそんな信念を持っていた。

　そして、その信念を体現するように、自分へ無限のカネを投資し続けた。

　その結果の、日本一。

　誰だれも文句の付けようがない、最強の《資産家》へと登り詰つめたのだ。

「……次が最後になるだろう。覚かく悟ごはいいか？」

　勝子が半身になって腰こしを落とした。

　彼女がすることは一つだけ。どんな時でも真っすぐにその拳こぶしを振ふるい、《正義》で《悪》を駆く逐ちくするのだ。

　だから敗斗は、こう答える。

「……あんたの《正義》で救われない人間もいるんだよ」

　敗斗も半身になって腰を落とした。

　白星勝子に対して、格かく闘とう戦。

　その度胸を賞するように、勝子が強気な笑みを刻んだ。

　無数のカネが舞う夜の廃はい工場。《正義》と《魔ま王おう》が織り成す伝説の一夜。

　長い戦いに終しゆう止し符ふを打つように、勝者と敗者が激げき突とつした。




「──────買おう」




　宙を舞う紙幣が全て溶とけ、足下の貨幣も全て消えた。

　一〇〇億リル全てを使った買付注文。

　買収したものは──白星勝子の『拳』。

「へっ！　そうくるだろうと思ってたぜっ!!」

　勢いを失った右みぎ腕うでを無視するように、左拳を繰くり出す勝者。

　だが、その攻こう撃げきもすぐに止まる。

《魔王》の左手。そこに。




　脈打つ《心臓》が握にぎられていた。




「……たった一秒《リース》するだけで一〇〇億か。さすがだな」

　そう。敗斗は買付注文を二つ出していた。

　一つは、勝子の攻撃の買収。

　そしてもう一つは──彼女の《心臓》の《リース契約》だった。

　資産家の強さは、カネの強さ。日本一の《資産家》である白星勝子を倒すには、それに相応ふさわしいカネを積むしかない。

　だから問題は、そのカネをどうやって集めるかということだった。

　おそらく、《銀行》の金庫をこじ開けただけでは足りなかっただろう。情報に踊おどらされ、ハイエナのように《銀行》へ集まった《資産家》を屠ほふっても、まだ足りない。ゆえに敗斗は、《クレジットカード》を育て続けた。

　一括即時払いを続け、限度額を釣り上げる。

　そして、最後の注文だけ『後あと払ばらい』に指定すれば──現金と合わせて、二〇〇億ものカネを使うことができる。そうでなければ、勝子の攻撃の買収と《心臓》の《リース》を同時に行うなど、叶かなわない。

《魔王》の右腕に、真紅の稲いな妻ずまが巻き付く。

　弱々しい敗者の拳。

　だが、そこに《勝者》の力を乗せて放てば、その僅わずかな分だけ、《敗者》の拳は《勝者》の拳を凌りよう駕がする。

「…………死ぬなよ、勝者」

「テ、メェ…………」

　ゾッとしたように引き攣つった笑えみを浮うかべる勝子。

《魔王》は歯を食いしばり、さらに一歩、大きく前へと踏ふみ込んだ。




「受けてみな────一〇〇億の拳！！！！！」




　世界が真紅の光に覆おおわれる。

　だがそれは、悪を断罪する勝者のものではない。

　たった一人の少女を救うため、世界を敵に回す《魔王》。

《正義》すらも蹂じゆう躙りんする、敗者の咆哮だった。




　　　　◇




「敗斗！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　顔面蒼そう白はくとなったカナミが敗斗の下もとへ駆かけ寄る。
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　老ろう朽きゆう化かが進んでいた廃工場は最後の一いち撃げきで吹ふき飛んでいた。鉄てつ屑くずの散乱する敷しき地ちは、ゴミ捨て場か長年放置された遺い跡せきのように見える。

　そんなこの世の果てのような場所で、一人の少年が死にかけていた。

　右腕は酷ひどく爛ただれ、まともに動かせそうにない。どうにか腕の形を保ってはいるが、中の骨や筋きん繊せん維いはボロボロになっていることだろう。……当然だ。買収金額とはいえ、一〇〇億もする攻撃を放ったのだ。人間の身体からだが耐たえられるはずがない。

「やっちまった……。この腕はもう、ダメかもな……」

「なっ、なに言ってるのっ！　今すぐ病院に行くわよっ!!　お金なら、あたしが──」

　そこまで言って、カナミも事態の深刻さに気づく。

　医い療りようの知識がなくとも、一目見ただけでわかる。これはもう、表世界の医者が治せるレベルを超こえている。《資産》を用いた治ち療りよう……《闇やみ医者》による施せ術じゆつならば可能性もあるが、その治療費を支払えるだけのカネがない。

　手にした二〇〇億のカネは、たった一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまった。

「あ、あたしが……っ。あたしのせいで……っ!!」

　敗斗の右腕に触ふれようとし、直前で電気に弾はじかれたように手を止める。

　不用意に触れていいような傷ではない。なにもできず、ただカナミは敗斗の傍そばに腰を下ろして、おろおろと手を伸のばしたり引っ込めたりを繰り返した。

（…………色気のねぇ場所だなぁ）

　硝しよう煙えんのような鉄が焼ける臭におい。あちこち散乱するガラクタ。粉ふん塵じんの舞う空気。初夏だというのに、肌はだに触れる風が寒い。おまけに、なんとか守り通した少女まで死にかけのような表情かおをしている。毎度、死に場所には縁えんがない。

　だが、まだ敗斗は意識を失うわけにはいかない。

　遥はるか彼方かなた。瓦が礫れきの向こう。《思念描画リライト》の効果が切れ、元の風景を取り戻もどした敷地の片かた隅すみで、真紅の化け物が立ち上がっていた。

「…………っ、……っ」

　肩かたで息をしながらこちらへ歩いてくる勝子の姿を捉とらえ、敗斗も震ふるえる足で立ち上がる。

　日本一の《資産家》。《銀行》の頭とう取どり。《真紅い暴力》。最強の勝者。

　そんな彼女がここまでボロボロになった姿など、金こん輪りん際ざい拝めないだろう。

「そんな……。あれで、死なないの……？」

　隣となりでカナミが絶望的な声を上げていたが、直接戦った敗斗にはわかる。

　さすがの勝子も、もう限界だということが。

《リース》によってあらゆる攻撃手段を試ためした際、唯ゆい一いつ効果があったのは彼女自身の拳だった。ナイフを押し返し、ゼロ距きよ離りで拳けん銃じゆうを撃うたれても無傷。他ほかのあらゆる《資産》の攻撃も無効化し続けた彼女だが、自身の攻撃だけは有効打となり得たのだ。

　そんな彼女自身の、フィニッシュブロー。

　最大の攻撃を、《心臓》を抜ぬかれた最弱の状態で受けたのだ。

　いくら自然治ち癒ゆ力が高かろうと、すぐに万ばん全ぜんな状態には戻れまい。あれほどの攻撃を受けて生きているだけでも、ある種の奇き跡せきなのだ。

「……もうカナミに手を出すな。契けい約やく書にサインしろ。今のあんたじゃ、普ふ通つうの人間にすら勝てねぇぞ？」

　満まん身しん創そう痍いの身体に活を入れ、敗斗が嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

　直前の殺し合いに怯おびえているが、こちらにはほぼ無傷のカナミがいる。この状態の勝子なら、カナミの身体能力で封ふう殺さつできるだろう。

　あちこち破れた真紅のドレス。炎ほのおのような髪かみも灰を被かぶり、常のような美しさはない。文字通り土をつけられた勝者は、二人の前で初めて気の抜けたような笑みを浮かべた。

「………………すげーな、お前」

　それが彼女の、素す直なおな感想だった。

「確かに、あたしは勝者だ。もう、存在自体がチートみてーなもんだ。《資産》の力とか、身体能力がどうこうじゃない。わかるだろ？　トモダチに豪ごう華か客船に乗せられて、ハブにされちまうような存在だ。《市場》最強のあたしには、誰も歯向かわない」

　それはもう、既き得とく権益のようなものだ。

　白星勝子という存在がブランドとなり、無限の利益を積み上げる。

　誰も彼女に歯向かわず、誰もが彼女に平へい伏ふくする。その真しん紅くを見るだけで全すべての資産家が逃にげ出し、彼女の《正義》こそが正しいと誰もが賛同する。もう、この《市場》では彼女自身がルールのようなものだ。

　それに、抗あらがった人間がいる。

　たった一人の少女のため、多くの仲間と力を合わせ、彼女に挑いどんだ。

　きっとその間に、数えきれないほど大きな障害があったことだろう。戦力差は歴然で、失敗すれば全てを失う。そんな勝負に付き合ってくれる仲間がいるだけでも奇跡のようなものなのに、結果まで手にしてしまった。

　多くの人間を導き、協力して、見果てぬ野望へ辿たどり着く者。

　資金戦場の《魔王》。

　あるいは、彼こそ『勇者』と呼んでもいいのかもしれない。

「……残念だ。それでもお前は、あたしに勝てない」

　最強の勝者は、端たん的てきにそう言った。

「本来ならここで、あたしは負けるべきなんだろう。少女を連れて日常へ帰るお前を見送り、自分にも間ま違ちがいがあったのだと、改心すべき場面なのかもしれない。……だが、それは許されない。所しよ詮せんあたしも、世界にとっては駒こまの一つに過ぎない。《勝者》という名の最強の駒。勝つことを義務づけられたカードだ」

「なにを……言って、いる……？」

　敗斗の全身を気持ちの悪い不快感が這はい回る。

　それはきっと、資産家としての、勘かん。

　勝負の流れ。最悪の予知。

　夢から覚めても、終わったはずの悪夢が続く絶望。

「カネは持つべき人間を選ぶ、のじゃ！」

　場ば違ちがいに明るい声が響ひびいた。

　視界の端はしから近付く金きん髪ぱつ。奇き妙みような語ご尾び。豪ごう奢しやな振ふり袖そで。穏おだやかな体型をした日本人用に作られたそれを、内側から持ち上げるほどのプロポーション。どこかで見た顔。

　その外国人が、白星勝子の隣に並んだ。




「紹しよう介かいしよう。あたしの友人。《政府》統とう括かつ理事の一人にして、《魔ま石せき通貨》市場・世界ランク四位の《資産家》──テトラ・フォードだ」




　絶望が、敗斗の身体を包んだ。

　隣でカナミが「うそ……。テトラ先生が……？」と呟つぶやいたのを聞いて、ようやく気づく。

　彼女は先日、敗斗が久しぶりに登校した際に顔を合わせた英語教師だ。……いや、本当は英語教師であるのかも怪あやしい。《魔石通貨》の世界市場で四位に立てるほどの資産家ならば、表世界の設定など好きなだけ捏ねつ造ぞうできるだろう。

　日本のカネに関する教育は遅おくれている。

　それは表世界のカネだけでなく、《魔石通貨》についても同様のことが言える。

　日本で頂点に君臨する白星勝子。これほどの戦せん闘とう力を有し、日本の《市場》のルールとまで言われる彼女でも、世界ランキングでは一〇〇位にも入れまい。

　それだけでも、目の前にいる外国人がどれほど遠い存在なのかわかるというものだ。

「ねーねー。どうしたのじゃ、勝子ちん？　もしかして、ピンチなの？」

「……ああ。情けねーが、一人じゃやられちまいそうだ。誰だれかの力を借りるなんて、あたしにとっちゃ、負けに等しいんだけどな。仕方ねー。悪いが、カネ貸してくれ」

「水みず臭くさいにゃー。もっと気軽に頼たよってくれてもいいのにー。ほい、とりあえず七〇〇〇億ほど貸してあげるのじゃ」

　ふざけた口調だが、取り出された札束は本物だ。

　いや、それはもう札の山と表現した方がいい。

　手元にぶら下げていた巾きん着ちやく。そこから湯水の如ごとくカネが出てくる。……おそらく、小物を収納できる《資産》なのだろう。そして、そこから溢あふれるカネを次々と勝子が身体に吸収していく。

　敗斗の左目に映る情報が更こう新しんされた。




　────《真紅の心臓レツド・ソウル　Ｌｖ．一五三》。




　傷口も全て塞ふさがり、あらゆるダメージが回復している。

　もう……誰も彼女を止められない。

　白星勝子は諭さとすように、ゆっくりと繰くり返した。

「もう一度言うぞ？　カネなんて、いくら持ってても仕方ねー。《資産家》なら、真の《資産》を保有すべきだ。たとえば、びっくりしちまうような『人脈』とかな」

「そういうことなのじゃ！　キミも、次からは、がんばるのじゃ！」

　声にならない笑いが、敗斗の口から零こぼれた。

　ああ……ダメだ。これは勝てない。

　白星勝子を打だ倒とうするだけでもギリギリだったのに、それ以上の化け物が出てきた。勝てるわけがない。

　資産家の強さはカネの強さ。

　相手を上回るには、それ以上のカネを積むか、頭を働かせるしかない。

　しかし、策を練ろうにも、情報がなければ手の打ちようがない。今回、遊部はずっとこちらの味方だった。報ほう酬しゆうは言い値で払はらうと約束し、持てる限りの情報を提供させた。出し惜おしみをさせず、有益なものは全て渡わたすように指示した。

　そんな遊部の情報に、テトラ・フォードの情報はなかった。

　見過ごしたはずがない。

　彼女は敗斗とカナミの高校に潜せん入にゆうし、堂々とこちらの視察を行っていたのだ。

　彼女が《政府》の人間だと言うのなら、その時点からカナミの《クレジットカード》に目をつけていたはずだ。そこまであからさまに行動している人間の情報を、遊部は得ることができなかった。ならば、テトラという女は、情報操作の面でさえ、遊部を軽々と凌りよう駕がする存在だということになる。

　敵の手の内がわからず、こちらよりも圧あつ倒とう的な資金を有する《資産家》。

　そんな人間には、逆立ちしたって勝てるわけがないのだ。

「さあ、もういいだろ？　こっちはプライドを捨てて、仲間にまで助けを求めちまったんだ。勝負には負けたが、試合には勝つぞ。その女の身み柄がらをこちらへ渡せ」

　それは脅きよう迫はくですらない、ただの命令だった。

　万全となった白星勝子。世界ランク四位の《資産家》。

　そんな二人を前にすれば、誰も逆らうことはできない。

《魔ま王おう》は、敗れた。

　しかし、それはある意味、運命だったのかもしれない。《敗者の呪のろい》に蝕むしばまれる敗者が、生まれついての勝者になど勝てるはずがなかったのだ。

「…………ありがとね、敗斗」

　常に暴力的な言動を絶やさない大家が、しおらしい声で言う。

「……あたしのために戦ってくれて、嬉うれしかった。『家族』って言ってもらえて、本当に嬉しかった。あたしに『居場所』をくれたこと、絶対に忘れない。それから……ごめん。あんたがあたしを止めてくれた意味、今になってようやくわかったわ。こんな化け物たちのいる世界、お金を捨ててでも早く逃げ出すべきだった。それなのに……ごめん」

　穏やかな笑え顔がおを見せるカナミは、すでに現実を受け入れたようだった。

　きっと、それが彼女の人生だった。

　学校でアイドル扱あつかいされるほどの美少女で。

　年間数千万円のカネを不労所得で稼かせぎ。

　頭が良く。運動神経も抜ばつ群ぐんで。

　数えきれないほど多くの才能を有する彼女。

　そんな彼女が欲ほしがっているものは、いつだって手に入らない。

　だからあの時、きみが欲しがった言葉を贈おくろう。

　ヒーローにはなれないけど。

　王子様にもなれないけど。

　正義の味方にさえ、なれなかったけど。

　それでも、失井敗斗という少年は──《魔王》なのだから。




「────カナミ。お前は、悪くない」




　敗斗が左ポケットから硬こう貨かを取り出して弾はじいた。

《魔石通貨》の一リル貨か幣へい。《取引トレード》の資格保持のために残しておいた、最後の一枚。

　それが敗斗の言葉に呼応するように、宙に溶とけて消えた。

「なにをしてんのか知らねーが、時間切れだ。ごちゃごちゃ抜ぬかすなら、力ずくで──」

「待つのじゃ、勝子」

　強ごう引いんにカナミを攫さらおうとする勝子を、テトラが制する。

　さすが世界ランク四位の《資産家》。どんな《資産》を使っているのか見当もつかないが、状じよう況きようは正しく把は握あくしているらしい。

　敗者の少年は、悪あく魔まのような笑えみを浮うかべた。

「気をつけろよ、勝者。迂う闊かつに俺たちを殺すと、大損するぞ？」

「なに…………？」

「冥めい土どの土産みやげに教えてやるよ。今、俺が一リルで買ったもの。それは──《遺産相続》で必ず相続される五〇兆の借金だ」

「なん……だと…………っ!?」

　勝子が驚きよう愕がくに目を見開く。

　無理もない。未いまだかつて、見たことも聞いたこともないだろう。

　全てを買える究極のカネ──《魔石通貨》。

　それを使い、よりにもよって『借金』を買う人間など──！

「借金という表現をしたが、俺の手元には一リルたりとも現金は入ってこない。買ったのは『借金をした』という事実だけだ。貸主は《政府》。よって、俺を殺した《資産家》は負の遺産を相続し、《政府》へ五〇兆リル支し払はらわねばならない義務を負う」

「そんな……バカな……っ!?」

「……どうやら、事実のようじゃ」

　隣となりのテトラが呟いて、勝子もようやく真実らしいと悟さとる。

　これでもう、敗斗を殺すことはできなくなった。

　正確に言えば、敗斗を殺すためには五〇兆リルも支払わなければならないのだ。

「ぐっ……！　だが、その女を殺す分には問題ないはず──!!」

「そいつは無理だな。この『借金』の連帯保証人はカナミだ。あんたがカナミを連れ去ると言うのなら、その瞬しゆん間かんに自殺してやろう。そうなれば、カナミを所有・殺害したあんたが支し払はらい義務を負う」

　カナミが大事そうに抱かかえる二枚の契けい約やく書を受け取り、二人に見せる。

　勝子との《取引トレード》。その開始直前にサインさせた契約書。

　一枚は《クレジットカード》の無む償しよう譲じよう渡とを契約させるもの。

　そしてもう一枚が──敗斗の借金の『連帯保証人』になる、というものだった。

「まさか、始めから……っ!?」

「……謙けん遜そんするなよ、勝者。試合はもちろん、勝負だってあんたの勝ちだ。なぜなら、こっちはハナから勝負なんてしていなかったのだから。プライドも矜きよう持じも投げ捨てて、惨みじめに敗まける気満々だった」

　敗斗が皮肉たっぷりに口元を歪ゆがめる。

　勝負は始まる前に終わっていた。

　失井敗斗という《敗者》に、誰だれも敗けることはできない。




「さあ────買ってみろ」




　おそらくは世界最強の二人組に向けて、《魔王》が吼ほえる。

　資産家の強さはカネの強さ。

　買えないものがあるなら、買われる金額を釣つり上げる。

　これが、《魔王》の手札に残った最後の一枚。正しよう真しん正しよう銘めいの切り札ジヨーカーだ。

「……勝子よ。お主の勝ちじゃ。諦あきらめろ」

　勝ったのに諦めろと、テトラは言った。

「此こ奴やつは《敗者》じゃ。誰も此奴に敗けることはできん。まして、お主は《勝者》なのじゃから……なおのこと、敗けられるはずがないではないか」

　勝子が口惜くやしそうに歯は嚙がみする。

　プライドを捨て、仲間に助けを求め、勝負に負けてでも、《正義》を貫つらぬこうとした。だが、彼女の予想を大きく上回って敗斗が敗けたのだ。どうしようもない。

　最初から、この戦いに勝利はなかった。

　失井敗斗は敗者で、白星勝子は勝者だ。ならば、途と中ちゆうでどんな経過を辿たどったにせよ、必ず敗斗は敗け、勝子は勝っていたことだろう。

　ならば、どんな風に敗けるのか。

　なにを諦め、なにを捨て、なにを失って──なにを、守り抜ぬくのか。

　これは最初から、そんな戦いだった。

　そして、皮肉にも。




　そんな絶望的な戦場が、失井敗斗の最も得意とするフィールドだった。




「改めて、名前を聞いておこうかの」

　世界ランク四位の《資産家》が敗者の少年を視界に収めた。

　分不相応な大物に名を聞かれた敗斗は、自じ嘲ちようしながら答える。

「失井敗斗だ。趣しゆ味みで《魔王》をやってる。本職は《敗者》だけどな」

「……極東の島国に棲すむ《魔王》か。覚えておこう」

　そう言って、テトラが勝子の背中を押す。

　挽ばん回かいの策を探していたらしいが、見つかるわけがない。《クレジットカード》は敗斗の《資産》となり、カナミが使った残高は支払済だ。

　もうカナミは、問題の渦か中ちゆうにいない。

　おまけに、今回の件で《政府》は五〇兆リルもの利益を上げたのだ。慰い謝しや料りようや損害賠ばい償しよう金きんとしては破格の金額。多少のワガママには、目を瞑つぶってもらえるだろう。

　化け物二人が立ち去ったことで気が抜けた。

　死んでもおかしくないほどの重傷を負った敗斗は、その場に崩くずれ落ちる。

　だが、その身体からだが地面に触ふれる前に、すぐ傍そばの少女が抱だきとめてくれた。

「五〇兆って……バカじゃないの……。そんなお金、どうやって返すのよ……？」

　ボロボロと涙なみだを零こぼしながら、カナミが問いかけてくる。

　敗斗は苦笑いを浮かべながら、どうにか身体を支えた。こうして泣き顔を見ると、破は天てん荒こうなカナミ様も一七歳の少女なんだなと、当たり前のことを思った。

　だから、何度でも言おう。

　彼女が欲しがり、一度も与あたえられなかった『肯こう定てい』を。

「……カナミ。お前は、悪くない」

「…………うそよ……」

「悪いのは、世界の方だ」

「…………うそ……」

「お前を置き去りにしてこの世を去った、両親が悪い。お前を崇すう拝はいするばかりで、対等な関係を築こうとしないクラスメイトが悪い。ストレス発散にカネを使うのを邪じや魔まする、《資産家》たちが悪い。環かん境きようが。人間が。運命が。この世の全すべてが悪い。だから、お前は悪くない。お前の《悪》は、この《魔王》が全肯定してやる」

「……っ。……ごめん、なさい……。ごめんなさい…………!!」

　その少女が欲しがったものは、おそらく『愛情』だった。

　世間の善悪ではなく、正義も不義も関係なく、ただ全てを受け入れてもらえる愛情。

　それを、両親から受け取り損そこねた。

　だから、必死にカネを稼いで。

　いつか無む償しようの愛を提供してくれるはずの、白馬の王子様を待ち続けた。

　でも、そんな助けはいつまで待ってもやって来なくて。

　酒に溺おぼれ、快楽に溺れ、カネに溺れて……自分を誤ご魔ま化かしながら生きていくのが、精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　敗斗はボロボロの左手で、そっとカナミの頭を撫なでた。

　決してヒーローになれない敗者。

　カネを稼ぐことしか能のない少年は、最後までカネを稼ぐ。

「……安心しろよ、カナミ。この世の全ては、カネで買える。愛も、夢も、希望も、自由も……『幸せ』だって、買える。だから、俺と一いつ緒しよに……また最初から、カネを稼ごう」

「…………っ。…………っ」

　声にならない声を漏もらしながら、何度もカナミが頷うなずいた。

　その度たびに涙が溢あふれ、固い地面を濡ぬらしていく。




　王子様を待ち続けた白しら雪ゆき姫ひめは、悪い《魔ま王おう》に攫さらわれて、幸せになった。








エピローグ









　人が借金を恐おそれるのは、借金について知らないからである。

　人間は、未知のものを恐れる。

　漠ばく然ぜんと降りかかる将来の不安に押し潰つぶされそうになる。

　だが、その不安がどういうものであるかを把握し、未知を既き知ちにすれば、恐きよう怖ふも不安も消えてなくなるだろう。そうなった者にとって、借金はむしろ武器となる。

　なぜなら、なにもしなくても使えるカネが増えるのだから。

　カネを生み出す究極の手段と言っても過言ではない。

　失うしな井い敗はい斗とが《魔ま紙し》を用いて五〇兆もの借金──《政府》への支払義務を買ったのも、借金について熟知しているが故ゆえのことであった。

　まず、利息を年利〇．〇〇〇一％と設定して、毎年一二月三一日を支払日とした。

　利息だけで年間五〇〇〇万リルの支払義務があるが、今の彼には優ゆう秀しゆうなメイドがいる。クロエと協力して稼かせげば、ギリギリ回せるだろうと踏ふんでいる。

　次に、元本返済。

　敗斗の寿じゆ命みようを考え、元本については利息と同様に年額一いつ括かつ払ばらいの一〇〇回払いにしてもらったが……それでも、年間五〇〇〇億リルの支払が必要である。こちらは、どうにも回せそうにない。

　そこで敗斗は、利息さえキッチリ払っていれば、元本返済については両者の合意で先延ばしにできることとした。

　潰れかけた会社の資し金きん繰ぐり計画のようだが……これで問題ない。

　そもそも、今回の借金について《政府》は一リルたりとも貸付を行っていないのだ。

　敗斗がただ支払義務を負っているだけであり、《政府》は一いつ切さいリスクを負わず、利息にしろ元本にしろ、敗斗が支し払はらった金額が丸々儲もうけとなる。ゆえに、多少支払が遅おくれようが、最悪、元本を大量に残したまま敗斗が死のうが、《政府》の財さい布ふは痛まない。

　むしろ、多少返済が滞とどこおっても、敗斗を生き延びさせようとするだろう。

　敗斗が生き残り、カネを回し、《政府》へ返済すればするほど、彼らは儲かるのだから。

「……まっ、こうなることがわかった上での借金だったわけだが」

《闇やみ医者》帰りの敗斗が、ボロアパートの階段を上りながら独り言を呟つぶやく。

　彼の治ち療りよう費ひはもちろん、全額《政府》が出してくれた。今や敗斗は、《政府》にとってかなり優良な投資先だ。つまらない怪け我がで死ぬなど、許してくれないだろう。それよりも、年末までしっかり生き延びてカネを回せと催さい促そくするに決まっている。

　しかし、さすがに白しろ星ぼし勝しよう子この拳こぶしを買収したのは大きかった。

　分不相応な力を使った代だい償しようとして右みぎ腕うでは想像以上の重傷を負っており、《闇医者》が扱あつかう治療用の《資産》で処置しても、しばらくは動かせないらしい。

　今はギプスでガチガチに固めた上、アームホルダーで首から吊つっている。

　当分の間は、日常生活でも苦労しそうだ。

「………………」

　階段の上には、神様・大家様・カナミ様がいらっしゃった。

　いつも通りのツリ目で腕うでを組んで仁に王おう立だちしているが……どことなくソワソワして落ち着きがない。

　色々あったから気まずいのか……？　と首を傾かしげながら敗斗が階段を上る。

　上りきってから、その異常事態に気づいた。

「なんっ……だ、その格好……っ!?」

　カナミ様は、初夏なのにタートルネックのセーターに身を包んでいた．

　それはいい。最近はサマーニットといって、通気性や吸水性に優すぐれた、夏用のセーターも人気を集めているらしい。オシャレに敏びん感かんなカナミ様なら、流行のアイテムを着用していても不思議はない。

　問題は、そのセーターの背面が大だい胆たんにカットされていることだ。

　いや、カットなどという表現はぬるい。その様さまはもう、背面に生き地じがないと言ってしまった方が正確な気もする。

　身体にぴったりとフィットしたニットが少女の胸部やウエスト、あらゆる曲線美を存分に強調する。一方で、大胆すぎるほどカットされた背面、ノースリーブの肩かた口ぐち、丈たけの短い裾すそから伸のびるふとももが、背徳的なまでの色気を醸かもし出していた。

「……『童どう貞ていを殺すセーター』だって。どう？」

「どうと言われても……」

　確かく認にんしよう。

　散々カッコつけて死し闘とうを演じ、カネ儲けに邁まい進しんする敗斗だが、その正体はただの男子高校生である。思春期真まっ只ただ中なかである。性せい欲よくも、当然ある。

　そんな彼に、これほどの視覚情報を与あたえると、どうなるか。

　答えはオーバーヒートだ。

　あらゆる意味で、無理だった。現げん役えきＪＫに最も似合う服は制服で、スカートとかブラウスとかリボンとか最高、もう『制服星』に移住したい……とか思っていた敗斗だが、彗すい星せいの如ごとく強力なライバルが現れた。

　そう。『童貞を殺す星』である。

　……なんやねん、その惑わく星せい。

「ごっ、五〇兆も払はらって、あたしを買ったんでしょ？　すっ、好きにすれば？」

「………………」

　どうやらカナミ様は、盛せい大だいに誤解をなさっているらしい。

　あの時、敗斗が五〇兆払ってまで買ったのは、彼が帰るべき『日常』である。それは、チープな言葉で表現すれば、これまで通りの毎日。

　そんな日々の中にいるべきカナミ様は、彼の奴ど隷れいではない。大家様だ。

　だから敗斗は、ゆっくりと手を伸ばす。

　ぎゅっと目を閉じ、プルプルと震ふるえるカナミ様の頭を、そっと撫でた。

「美人な彼女が困ってたら、なんとかすんのが彼氏の務めなんだろ？　俺はお前の下僕で、家族だからな」

「………………」

「それでも礼がしたいなら、メリアとクロエにしてやってくれ。今回の一番の功労者は、間ま違ちがいなくあいつらだ。余よ裕ゆうがあったら、遊あそ部べの接待とノリオの厨ちゆう二に病ごっこも頼たのむ。俺は鬼おに裂ざきに、遊部のブロマイドでも送付しておくよ」

「…………あんたは？」

「ん？」

「あんたはあたしにしてほしいこと、ないわけ？」

　セーターの裾を引っ張りながらモジモジするカナミ様。

　なにそれ、エロい。

「あー……。……まぁ、考えとく」

「これだから童貞は……」

「どどどっ、童貞ちゃうわっ！」

　お決まりのツッコミを返すと、カナミ様がケラケラと笑った。

　どうやら、ようやくいつもの調子が出てきたらしい。

　だから、油断した。

《闇医者》に治療してもらったとはいえ、未いまだに敗斗の身体からだは万ばん全ぜんとは言い難がたい。ダメージの少ない左手を引っ張られると、簡単にバランスを崩くずしてしまった。

「ムカつくから、サービス♡」

　敗斗の左手が、カナミ様の豊かな胸部に触ふれる。

　ふにゅりと形を変える魅み惑わくの柔やわらかさと、僅わずかに固さを残した突とつ起き。薄うす手でのニット生き地じ越ごしに伝わる、女の子の温ぬくもり。左手が幸せすぎて、全身に電流が走った。

「なっ、なまっ…………!?」

　油断は重なる。

　ここは敗斗の部屋の前である。

　そんな場所で大声を出せばどうなるか。

「ますたー、お帰りですかー？」

「お疲つかれさまでした、マスター。お休みの準備はすでに整っており──」

　部屋から顔を出す二人のメイド。

　目もく撃げきされる痴ち態たい。凍こおる心臓。流れ続ける脂あぶら汗あせ。

「え、えっちなのはいけないと思いますっ！」

「いやー。あたしも嫌いやだったんだけど、敗斗がどうしても彼女のおっぱい揉もみたいって言うから──」

「彼女!?　彼女とはなんですか、マスター!?　その辺り、たっぷりと詳くわしく──！」

　詰つめ寄る二人のメイドにおろおろする敗斗。

　もう、どちらがご主人様かわかったものではない。

　二人のメイドの背後で、全すべての元げん凶きようである大家様がニヤニヤしていた。確信犯である。

　敗斗は堪たまらず叫さけぶ。

「お、おまっ！　あんま調子に乗ってると、いつかほんとに押し倒──」

「やってみなさいよ」

　その強気な口調は変わらない。

　だけど、恥はずかしそうに頰ほおを朱しゆに染め、イタズラっぽく舌を出しながら、続けざまにこう言うのだ。




「────超ちよう喜んでやる」




　童貞は無事に死亡した。

[image: ]








あとがき






　三度目まして。玖く城じようです。

　今回も本書をお手にとって頂き、誠まことにありがとうございます。あなたのおかげで、今日も私はごはんが食べられそうです。

　さて、今回はカナミ様回です。

　メリアさんやクロエさんの影えい響きようで「玖城さんって、ロリコンなんですよね？」とか「大きな胸が好きなんですよね？」とか聞かれるようになってしまいましたが、私が一番好きなのは『暴力系ヒロイン』だったりします。

　最近はあまり流行はやらないそうですが、時にハードなツッコミを入れ、時に照てれ隠かくしで殴なぐり、時に嫉しつ妬とで主人公を殺しかけ……「でも、好きなんだからね！」とか言っちゃう女の子に、大変魅み力りよくを感じます。……ドＭなのかしら？

　ともあれ、ダメな所もいっぱいあるカナミ様ですが、可愛かわいがって頂けますと幸いです。




　今回も多くの方からお力ちから添ぞえを頂きました。

　作者のエゴと妄もう想そうを具現化してくださるMika Pikazo様。ありがとうございます。今回も最高のイラストでした。カナミ様に踏ふまれたいです。

　担当編集のＫ様。今回も最高の仕事をして頂き、誠にありがとうございます。私が一人で考えるよりもずっと良いストーリーに仕上がり、カナミ様の可愛さも倍増しました。心より感謝しております。

　この本の制作に関わってくださる多くの方々。ありがとうございます。私がこうして物語を書けるのも、皆みな様さまが支えてくださるおかげです。

　私がスランプに陥おちいる度、「これ見て元気出せよ！」と美少女レイヤーさんの写真を送りつけてくれる友人たち。ありがとうございます。おかげで私のスマホはいかがわしい写真でいっぱいになりましたが、無事に三巻を書き上げることができました。

　そしてもちろん、今回も一番の感謝は、読者であるあなたに。

　あなたのおかげで、このお話を書くことができました。本当に感謝しております。

　それでは、皆様の幸福を祈いのりつつ。


玖城ナギ
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